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『二十才のわたしへ』




　十才になった記念に、十年後のわたしへ手紙を送ります。




　二十才のわたしは、どんなわたしですか？




　結婚はしましたか？　もう子供はいますか？




　師匠は元気に将棋をさしていますか？　まだ一緒に暮らしているのかな？




　じょりゅう棋士には、なれましたか？




　もしかして……タイトルもとっちゃったり!?




　将棋の勉強はたいへんで、十才のわたしは、ちょっとくじけそうになっています。




　師匠はとってもきびしくて、怒られてばかりです。




　怒られるのはいやだし、負けるとすごくくやしいから、わたしはいつも泣いてしまいます。




　そんなときは、もう将棋をやめたいと思ってしまいます。




　でも、わたしは将棋が好きです。




　いろんなものが好きだけど、将棋がいちばん好きです。




　将棋を勉強するようになって、前より師匠と一緒にいられるのが、とてもうれしいです。




　だから、じょりゅう棋士になりたいです。




　じょりゅう棋士になって、師匠と一緒に将棋のお仕事をすることが、わたしの夢です。







　二十才のわたしへ。







　わたしの夢は、かないましたか？
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　今から一年と八ヶ月ほど前の話である。


「…………負けました」



　プロ棋士きしになって初めて迎えた公式戦は──────惨敗ざんぱいだった。

　中学三年の十月。

　奨励会を抜けて史上四人目の中学生棋士としてプロデビューした俺は、東京とうきょうの千せん駄ヶ谷だがやにある将棋会館でデビュー戦を行うことになった。

『二五年ぶりの中学生棋士誕生！』

　とあって様々なメディアが取材に押し寄せる事態が予想されたため、本来なら関西棋士同士で組まれるはずの予選が特別に関東の棋士と組まれ、対局も東京で行われた。

　中学校の制服である詰つめ襟えりを着て対局室に入った俺をフラッシュの洪水が包み込む。

　相手は順位戦Ｂ級１組所属の七段。

　三十代。技術に磨きがかかった中堅棋士だ。

　普通ならＣ級２組の新四段が敵かなうような相手じゃない……んだが、そこは二五年ぶりの中学生棋士。

　周囲も『あいつならやるんじゃね？』って雰囲気だったし、俺自身も『やれるんじゃね？　てかＢ級とか地味じゃね？　どうせ東京でやんならＡ級とかタイトル保持者ホルダーがよかったんじゃね？』って思ってた。正直ナメてた。

　対局は……序盤から大苦戦に陥った。

　だが終盤、相手にミスが出て逆転。

　ここで冷静になれれば勝てたんだろうが、デビュー戦でマスコミも押し寄せてるという状況に完全に舞い上がってた俺は相手を上回る大悪手だいあくしゅを放ち、最後は詰みを逃して逆に即詰みに討ち取られるという一番悔しい負け方をした。

　そう、頓とん死しである。

「九頭くず竜りゅう四段、今の対局を振り返っての感想は!?」

「惨敗でしたが、やはりプロの壁は厚かったですか!?」


「…………」



　悔しさのあまり声も出ない俺に、対局相手の言葉が追い討ちをかけた。

「あれぇ？　あんな詰みが見えなかったのかい？　簡単な順だから当然読んでるものだと思ってたんだけどな？」


「…………」



「やっぱり天才は普通の人間じゃ絶対にありえないポカをするものだね！　いやぁこの見落としは天才ですよ天才！　やっぱり関西の天才は一味違う！　普通ありえないもんこんなポカ」
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　将棋会館を出て隣に建ってる鳩森はともり神社を早足に抜けスクランブル交差点で信号待ちをし、そして信号が青に変わった瞬間、俺は腹の底に溜ためていた悔しさを全て音エネルギーへと変換し猛然もうぜんとダッシュした。

　電車に乗ろうと思っていた千駄ヶ谷の駅を悔しさの余り通過し、次に現れた代々木よよぎの駅も素通りし、南新宿みなみしんじゅくから小田おだ急きゅう小田おだ原わら線に沿ってひたすら走った。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　俺は泣いた！

　涙と鼻水と涎よだれを撒まき散らしながら泣いた！

　俺は走った!!

　制服の学ランも脱がず革靴のままアスファルトの上を全力疾走した!!

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: ]」

　悔しかったのだ！

　情けなかったのだ！

　恥ずかしかったのだ！

　負けたことがじゃない。自分の驕おごりが恥ずかしかった。弱い自分が情けなかった。人生で一度しか無いデビュー戦で力を出し切れなかったことが悔しかった。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!」

　気がつけば周囲はすっかり暗くなっていた。

　いつの間にか、目の前には真っ黒な海が広がっていた。

　俺は迷わずその海に飛び込んで大阪湾おおさかわんまで泳ごうとしたんだが、自殺志願者と勘違いされて近くのサーフショップの人に引っ張り上げられた。

　対局終了後からノンストップで八時間走り続けた俺は、東京の千駄ヶ谷から神奈かな川がわ県の茅ちヶが崎さきまで到達していたのだ。走行距離六一・四キロ（帰ってからグー●ルアースで調べた）。制服は汗まみれ、革靴はボロボロである。

　茅ヶ崎は水温が高いので冬でもサーファーが多い。その後、俺は助けてもらったサーフショップで一週間ほどバイトしながら過ごしていた。そしたら姉あね弟子でしが探しに来て、でもまだ心の傷が癒いえてなかった俺はゴネた。

「俺もう将棋やめる！　ここで働きながらサーファーになる!!」

「ぶちころすぞわれ」

　これで終了。大阪に連れ戻された。

　こうして俺のホロ苦いデビュー戦と初めての家出は呆気あっけなく幕を閉じたのだ──

　その後、この悔しさをバネに竜りゅう王おう戦で勝ち上がり、史上最年少タイトル保持者ホルダーである九頭竜八や一いち竜王が誕生したのであった。

　さて。

　どうしてこんな昔話を始めたのかというと──

「んッん～。ふふっ♪　楽しいなぁ。九頭竜くんとの対局は楽しいなぁ……♪」

　今、俺はそのデビュー戦の相手と再び盤を挟んでいるからだ。

　山刀伐なたぎり尽じん八段。Ａ級序列第四位。

　俺のデビュー戦の年にＢ級１組からＡ級八段へ昇格したこの人物は昨年の順位戦でも堂々たる戦い振りを見せ、今やトッププロの一人にも数えられるほど。

　あらゆる最新定跡じょうせきを網もう羅らする棋き界かい有数の研究家であり、居い飛び車しゃ・振ふり飛び車しゃどちらも指しこなし、先手後手、受けも攻めもどっちでもイケるオールラウンダー。

　付いた異名は────《両刀使りょうとうつかい》。


「はぁぁ～……ドキドキするよぉぉ！　九頭竜くんにボクの細い攻めが繫がるか、ドキドキするよほほぉぉぉ……ッ!!」



　これ盤外戦術なんじゃね？

　ってくらいブツブツとわけのわからない言葉を呟つぶやいてくる山刀伐さんに戸惑いつつも、俺はすっかり相手にペースを摑つかまれている事実を認めるしかなかった。

　序盤巧者こうしゃの山刀伐さんは先手を引くと最新型にこちらを誘導し、瞬またたく間に大きな優位を築いてしまった。

　こっちには一度も攻めさせないまま終盤に突入し、そして今も、そのまま攻め続けて寄せ切ろうとしてくる。竜王、フルボッコである。


「…………うぁぁぁ……」



　不出来すぎる将棋に思わず頭を抱えてしまう。嫌な記憶が甦よみがえる。

　山刀伐さんにはデビュー戦で負けただけじゃなく竜王獲得後の第一戦でも負け、その後の十一連敗の切っ掛けになった。あの時も『新竜王ボロ負け』って記事になったんだよなぁ……。

　芋づる式に嫌な記憶が次々と掘り起こされて心が折れかける……が！

「……ンッ!!」

　俺は可能な限り時間を使わず粘りの手を放つ。

　ここまで悪くなったらもう後は相手のミスに期待するしかない。泥どろ臭くさく粘り強い関西将棋を発動し、相手より一分でも多く時間を残して最終盤の叩たたき合いで逆転を狙う……！

　そんな俺の意図を知ってか知らずか、山刀伐さんは手番が回ってくると中腰になって盤に顔を寄せ、こちらも早指しの態勢を取った。

　お互いが盤に覆い被かぶさるように前傾する。

　俺がふと視線を上げると、山刀伐さんもこっちを見ていた。そしてこう囁ささやいてきた。

「ボクはね？　対局って……恋愛に似てると思うんですよね……」

　……公式戦の最中に何を言い出すんだこの人は？

「ほら、こうして一日中ずっと至近距離で向かい合うのって、何だかお見合いみたいじゃないですか」

「そ……そうっすね」

　大先輩が話しかけてきたので、一応、相づちを打っておく。山刀伐さんの話は続く。

「昨夜から……ずっとキミのことを考えているんです……」

　え……？

「いいえ。それよりも前。キミとの対局が決まった瞬間ときからずっと……ずっとずっと、キミのことだけを想おもい……キミを研究し続けてきた……」

　研……究……？

「キミは今日、どんな戦型を志向してくるんだろう？　ボクのために研究手順を用意してくれているんだろうか？　どんな服で来るんだろう？　扇せん子すは誰のものを使うんだろう？　お昼は一緒に食べられるんだろうか？　ボクがキミのことばかりを考えているように、キミもボクのことだけを考えてくれてるんだろうか……」

「？？？」

　変なことを言って混乱させる盤外戦術だろうか？

　終盤で集中を乱して指し手を間違わせようとしてるのか？

「対局中もね？　キミが長考中にふと眼鏡めがねを外して、素顔になったキミと視線がぶつかった瞬間、思わずドキッとするでしょう？　そんな胸のドキドキがキミに伝わってしまわないか……すっごく不安だったんだょ？」

　ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ!!

　えっ!?　ちょっと待って!?

　この人の《両刀使い》っていう異名……そういう意味なの!?

　パニックに陥おちいる俺に、山刀伐さんは吐息のような熱い声を吹きかける。

「九頭竜くん……」

「は、はい？」

「好きな子とか、いる？」

　もはや将棋とは何の関係も無い話題を振ってくる《両刀使い》は盤面と同じようにグイグイ迫ってくる。おまけにハァハァと妙に息が荒い。俺は思わず視線を逸そらした。

「あ！　その反応はいるってことだね!?　それって女の子？　それとも──」

「ッ!!　……ッ!!」

　俺は盤側の記録係に助けを求めて視線を送るが、記録係の奨励会員（♂）は棋譜に目を落としたまま絶対にこっちと目を合わせようとしない。薄情者！


「ッ…………!!」



　俺は盤に視線を落とすと、山刀伐さんと目を合わせないよう額に手を翳かざして考えにふけるフリをする。

　実際は将棋のことなんて考えてられるような精神状態じゃないんだが、そこは俺もプロの棋士。しかも七つしかないタイトルの最上位『竜王』だ。最小時間で最大限の集中を発揮し、最終盤の叩き合いに意識を戻す。ここから粘りに粘って逆転だ!!　そう気を取り直した直後。


　…………超トイレ行きたい……ッ！



　突如として猛烈もうれつな尿意にょういが襲いかかってきた。まだ持ち時間に若干の余裕があるうちに済ませておこうと腰を浮かしかけると──

「ん!?　トイレ？　一緒にイク？」

　なぜついて来ようとする!?

「……!!」

　俺は腰を上げたまま畳に両手を突いて盤面に覆い被さるという将棋クラウチングスタイルで尿意を抑え込む。山刀伐さんは「あ、イかないんだ」と盤に視線を戻す。あんたは行けよ!!

　関西将棋会館五階の御黒書院おんくろしょいんには対局場のすぐ脇にトイレがある。

　だが近いはずのその距離が、今は果てしなく遠い……！

　もはや俺がトイレに行くにはこの対局を終わらせるしかなかった。《両刀使い》と一緒にトイレに入るのは危険すぎる。トイレだけは絶対にダメだ。となれば方針転換しかない。


「…………詰ます！」



　粘るのを止め、一か八かの斬り合いに全てを賭ける。

　カウンター気味に入った俺の攻めは山刀伐さんにとっても意外だったようで、意地になって反撃してきた。ノータイムの叩き合いだ。着手にも余裕が無いため駒の位置は乱れ、『ビシィィッ!!』とか凄い音がしちゃう。

「……熱い！」

　記録係が勘違いも甚はなはだしい言葉を漏らした。漏れそうなのはこっちだよ！

　そして──

「あッ……負けました！」

　最後の最後、寄せを受け切られての一手負けを読み切った俺は、相手に指された瞬間に投了した。

「……ねえ、八一くん」

　勝った山刀伐さんはどさくさに紛れて俺を下の名前で呼びつつ、即座に提案してくる。

「近くのホテルに部屋を取ってあるんだけど……そこで、二人っきりで感想戦を──」

「すいません無理です失礼しますッ!!」

　俺はそう叫んで立ち上がると、内股のまま連盟を飛び出した。

　三分後。


「……ふぅぅ～～。たすかったぁ……」



　何とか漏らさず家に辿たどり着き、スッキリ。

　対局中におしっこ漏らそうものならまたネットで叩かれてしまう。ただでさえ師匠ししょうが連盟の窓から放尿したおかげでそっち系のイメージが定着してるから……。

「いやぁ……連盟に近い部屋を借りてよかったー。しかも二階でよかったー。今回ばかりは姉弟子にサンキューだわ……」

　俺が部屋を借りるとき勝手についてきて「ここ」と勝手に選んだ姉弟子は、部屋の主である俺を完全に差し置いてやりたい放題。

　勝手に上がり込んで将棋を指す、勝手に料理を作る、勝手にシャンプーや歯ブラシを持ち込む、勝手に俺のシャツを着て泊まる等々、どっちが主あるじかわからない振る舞いだ。『弟弟子のものは姉弟子のもの』があの人のポリシー。ジャイアンか！

　ま、さすがに俺が内弟子を取ってからは部屋に来る回数も減ってるんだけど。

　それはともかく──

「大先輩相手に感想戦拒否は失礼だったか？　いやでも向こうの対局態度もかなりアレだったっていうかあの人ってやっぱマジモンのアレなんだろうか……？」

　今さらながら震えが来る。ブルブルでっせ……。

「確か……三週間くらい後にもまた対局が組まれてたよな？」

　正直、勝てる気がしない。今日で三連敗だし。

「特定の相手に苦手意識を持つのは良くない……けどあれを得意になるのはもっとマズい気がする……っていうかあの人マジでどっちなんだろう？　歩夢あゆむに聞いたら何かわかるかなぁ？　でもあいつ噂うわさとか興味なさそうだし、ここは月つき夜見よみ坂ざかさんに──」

　そんなことを考えながら和室に足を踏み入れると。




　畳の上に弟子が倒れていた。





「…………あい？」



　ランドセルを背負ったままぐったりとうつ伏せに倒れている弟子は、俺の呼びかけにも反応しない。

「あい！　どうしたんだ!?　あいッ!!」

　慌てて弟子を抱き起こす。小さな胸が上下しているので呼吸はしているようだ。よかった生きてる！

　けれど、かなり衰すい弱じゃくしているように見える。

　いったい、なぜ……!?


「し……ししょー…………」



　何度も呼びかけると、あいは薄目を開けて、小さな手を力無く俺の顔に伸ばす。

　そして疲労の濃く浮かんだ顔に最後の力を込め、こう言った。


「……お…………」



「おっ!?」


「………………おっきな…………おふろ………………」



　……おふろー？
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『ふにゃぁぁぁぁ～～～～…………♡』



　とろけるような弟子の甘い声が、広い浴場に響き渡る。

　開店直後の銭湯せんとうは完全に貸し切り状態だ。男湯なんて俺しかいない。女湯むこうもそんな感じみたいで、さっきから知った声しか聞こえてこなかった。

「あいー。どうだー？　元気になったかー？」


『にゃぁぁーい！』



　仕切り越しに弟子の元気な声が返ってきて、ホッと胸をなで下ろす。

　部屋で倒れてた時は心配だったけど、大したことなくて一安心だ。

「あいが大阪に来て二ヶ月……溜まってた疲れが出たんだろうなぁ。たまには広い風呂に入れてやらなきゃ……温泉旅館の娘だし」

　ここは清滝きよたき師匠の家から歩いてすぐの場所にある古い銭湯。

　俺や姉弟子が内弟子時代によく師匠や桂けい香かさんに連れて来てもらった、一門にとって思い出深い場所でもある。

『それにしてもあいちゃん、大きなお風呂に入りたいのをずっと我慢してたなんて……』

　女湯から桂香さんの声が響いてきた。

『もっと早く言ってくれればよかったのに。倒れたって聞いてびっくりしたのよ？』

『ご、ごめんなさい……』

　そう謝るあいの言葉に被せるように、棘とげのある声が聞こえてきた。姉弟子だ。

『修業中の身で贅沢ぜいたくなのよ。小学生の内弟子なんて台所のシンクで行水ぎょうずいしてれば十分でしょ』

『あら？　小学生の銀ぎん子こちゃんもよく「広いお風呂に入りたい！」ってダダこねてなかった？』

『……』

『お風呂上がりにアイスがないと泣いておねだりしてたわよね？』


『…………桂香さん、今その話は……』



『ぷーくすくすっ！　えらそうなこと言ってるわりにはお子ちゃまですねー？』

『ハッ！　お子さまはそっちでしょ？　ぺったんこのつるつる小学生が』

　おーおー。始まった始まった。

　あいと姉弟子の喧けん嘩かはいつものことだ。最近はこれが無いと寂しい感じすらする。

　いいぞもっとやれ──と思っていたら。




『おば……空そら先生だって、つるつるじゃないですかーっ!!』




「ぶっ!?」

　思わず湯ゆ船ぶねで足を滑らせてしまった。

　つるつるじゃないですかー、じゃないですかー、ですかー……と、浴室特有の反響が何度も念を押すように今の言葉を繰り返す。

　あ、姉弟子……。

　まだ……つるつるなのですか……？

『ちょっと八一！　い、いま想像したでしょ!?　この変態ッ!!　エロ竜王ッ!!』

「やめッ！　痛いっ！　あ、姉弟子！　男湯に向かってもの投げるのやめてくださいよ!!」

『うるさいうるさいうるさい!!　滑って転んでタイルに頭ぶつけて記憶を失いなさいッ!!』

　仕切りの向こうから曲射砲きょくしゃほうのように桶おけや椅子いすが飛んでくる。危ねェ！

『ぎ、銀子ちゃん抑えて抑えて！　むしろ今のは八一くんロリコン的にポイント高いかもよ!?』

『そんなポイントいらないッ!!』

　桂香さんが頑張ってくれたようで姉弟子の砲撃はすぐに止やんだ。ホッ……。

　飛んできた桶や石鹼せっけんを拾い集めながら、俺はさっきのことについて深く考えを巡らしていた……いやつるつるじゃないよ？　将棋だよ？　……ほんとだょ？

　さっき山刀伐さんに負けた将棋。その敗因は──

「……研究、だよなぁ」

　山刀伐さんは俺を研究し尽くしていた。

　俺の得意戦法はもちろん、攻守の切り替えや時間の使い方といった癖くせも全て見抜かれ、丸裸にされていた感触があった……何か寒気がしてきたな。ここ、お風呂なのに……。

　山刀伐さんは俺の弱点を探り当て、狙い撃ちした。

「今のままじゃ勝てない……山刀伐さんの研究を上回る、新しい戦法を使わなけりゃ……」

　心当たりはある。以前から準備はしていた。

　だがそれは俺にとってかなりの覚悟を必要とする選択。

　であると同時に、その戦法を指しこなすには独特の『感覚』が必要となる。そして感覚は研究では身につかない。

　それを有する相手と実戦を積み重ね、感覚を盗むことで、初めて自分のものとなるのだ。

「だとしたら……やっぱりあの人にお願いするしか……」

　その戦法を最も深く知る人物。俺の理想とする感覚を持つ棋士。

　その人に教えてもらうのが最善手……なんだけど。

「どうやってお願いしよう？　弟子も取らなきゃ研究会もＶＳブイエスもやらないで有名な人だし……うーん……」

　のぼせそうになりながら湯船の中で長考していると、女湯から楽しそうな声が。

『ふわわー……桂香さんすごいです！　ばつぐんのぷろぽーしょんです！』

『ありがと♪　あいちゃんも大きくなったらこのくらいにはなるわよ』

『ほんとですかっ!?』

『なるわけないでしょ。桂香さん、そいつ甘やかさないで。調子に乗るから』

『つるつる……』

『ぶちころすぞわれ？』

　……争いは同じレベルの者同士でしか発生しない。

『ほらほら二人とも。喧嘩ばっかしてないで、仲良く洗いっこしましょ？　ね？』

　あ────

　洗いっこ……だと!?

『桂香さん！　おせなか流します！』

『ありがとあいちゃん。……あら？　上手ねぇ、すっごくきもちいい……』

『えへへ♡　あいは温泉旅館の娘なので、お客さんのおせなかを流すのは得意なんです！』

　け、桂香さんと……洗いっこ……。

　この俺ですら入門直後の六歳の頃に一度しただけだというのに……うらやまけしからん！

『ほんと上手……んっ！　ひゃっ!?　そ、そんなところまで……!?』

『すみずみまでキレイにさせていただきます！』


『あ、あいちゃん？　もうそのくらいでじゅうぶ……ふわぁぁぁぁ!?　んふっ！　ひゃふん♡はぁ……はぁ……♡　ああ…………あいちゃん、すごいぃ……♡』



『け、桂香さん!?　大丈夫!?』

『次は空先生の番ですよー？』

『え？　……ちょ、ちょっと──』

『もっとつるつるにしてあげますからねー？』


『い、イヤ…………やめッ……！　くっ！　き、きもちよくなんて……ない……ッ!!』



　クソッ!!　どうして俺は男湯ここにいるんだ!?

　なぜ──俺は男に生まれてしまったんだ!?

　仕切りの向こうに広がる桃源郷とうげんきょうへ思いを馳はせながら、俺は悔しさに唇を嚙かみ締めていた……ぶっちゃけ将棋に負けた時より悔しかった……!!

　で、完全にのぼせた。


「うぅ…………くらくらする…………きもちわるい…………」



「ほら八一くん、冷たいお水飲んで。足こっちに向けて。濡ぬれたタオルで冷やしてあげるから」

「……けーかさんだいすきー……」

「はいはい」

　テキパキと処置をしてくれる桂香さんは俺の渾身こんしんの告白もテキパキと処理してしまう。

　畳敷きのロビーで横になって、扇風機の風に当たる。

　少し離れた場所では、あいと姉弟子がボロボロの折り畳み将棋盤を使ってバチバチやり合ってた。風呂上がりでカッカしてるせいかいつもより駒音こまおとが数段高い。

　昔ながらの銭湯には将棋セットが置いてあることが多く、湯上がりの客が将棋を楽しむ光景は見慣れたもの……まあ、あそこまで高度な将棋はお目にかかれないけど。

「さっすが銀子ちゃんやなー」

「このちっちゃい子もかなり強いで」

「なんや？　八一くんの弟子なん？」

「あのチビ助すけが弟子を取るようになるとはなぁ……」

　昔からこの辺りで暮らしてた俺と姉弟子は完全に近所の子供として扱われてる。

　お客さん達は応援もしてくれるけど遠慮も無いので、こうして将棋を指してると周りで色々言われたり横から口を挟んできたりと騒がしい。ま、それが楽しいんだけどね。

　あいと姉弟子の対局にも人だかりができてて、そんな様子を懐かしそうに眺めながら桂香さんが言った。

「それにしても珍しいわね？　八一くんが湯あたりするなんて。やっぱり今日の対局のことを考えちゃってた？」


「…………まあ、うん。そう……」



　まさか『女湯の状況を妄想もうそうしてました』なんて言えない。つるつる……。

「わかるわ。私も対局で負けた後は、倒れそうになるまでサウナに入っちゃうもん」

「あー……自分を徹底的に痛めつけたくなるよね。眠れないし……」

「家に帰っても気まずいしね」

　そうそう。負けた時は自分が悔しいのもあるが、一番困るのは周囲の人へどう接したらいいのか、だ。

　特に家族とか親しい人は、向こうも気を遣つかってくれるぶん、かえって接しづらい。

「私の場合、師匠が実の父親で、しかも二人っきりで暮らしてるでしょ？　顔を合わせないわけにはいかないし……負けた時だけは『一人暮らししたいな』って思うわ」

「そういう時、師匠ってどんな態度なの？」

「そもそも研修会の成績には全く触れないのよ。ま、あからさまに挙動きょどう不ふ審しんになるから『あー結果知ってるんだな』っていうのは丸わかりなんだけど。あの人も棋士だし、口を出しても仕方がないってわかってるから」

　そう。結局一人で乗り越えるしかないのだ。

　だから負けた時は一人になりたくなる。痛切に。

　俺がプロになって一人暮らしを始めたのも、そうやって環境から変えていかないと勝負の世界で生き抜くことはできないと思ったから。

　プロになって初めての公式戦で山刀伐さんにボロ負けし、大阪に帰ってすぐ、俺は部屋を探し始めて、中学卒業と同時に引っ越した。

　師匠がいて、桂香さんがいて、姉弟子がいたあの家は……色々な意味で温かすぎるから。

「……ここ、昔はよくみんなで来たわね」

　ぬるま湯に浸つかるような心地の良い声で、桂香さんは言った。

　大阪は銭湯が多い。と思う。

　レジャー感覚で家族連れが銭湯へ行くことも多く、俺や姉弟子もこの銭湯に連れて来てもらうのが一番の楽しみだった。

　……しかも最初に来た時、俺は『一人じゃ危ないから』って理由で女湯に連れてってもらったのだ！　当時ぴっちぴちの女子高生だった桂香さんに、六歳の俺は身体まで洗ってもらっちゃったのだ……!!

　もちろん桂香さんの裸も見てるわけで……それだけに、こうして服を着てる状態でもその下の肉体がリアルに想像できるわけで──

「最初に来た時のこと、憶おぼえてる？」

　ドッキーン☆

「い……いや？　おぼエてナい……デス、よ？」

「そっかー。そうだよね、もう十年も前のことだもんね……」

　桂香さんは少し寂しそうに笑う。

「八一くんも銀子ちゃんも怖がって一人でお風呂に入れなくてね？　八一くん、一緒に女湯に入ったんだよ？　銀子ちゃんはコアラみたいにずっと私にしがみついてて。かわいかったなぁ」

「そ、そうだっけ？　俺まだ小さかったから何も憶えてないなー？　残念だなー？」

「二人とも大きくなったわよねぇ……私がおばちゃんになるわけだ」

「そんな！　桂香さん、まだ二五歳じゃん！」

「もうすぐ二六歳だよ」

　ノータイムで返された言葉の強さに、思わず息を飲んだ。


「もうすぐ…………なっちゃうんだよ。二六歳に……」



　二六歳。それは────将棋の世界ではとても大きな意味を持つ年齢。

　湯あたりしたことも忘れ、俺は勢いよく起き上がって言う。

「ねえ桂香さん！　みんなでパーッと焼き肉でも食べに行かない!?　俺おごっちゃうよ!?」

「ごめんなさい。今日は予定が入ってるの」

「予定？　お風呂に入った後に出かけるの？　……あっ！　ま、まさかデート!?」

「違うわよ。残念ながら」

　苦笑しながら、桂香さんは首もとにうっすらと浮かんだ汗をタオルで拭ぬぐった。

「同窓会があるの。高校の……女子校のね？」
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　大阪駅まで行く姉弟子と電車の中で別れると、俺とあいは福島ふくしまの駅を出て、夜のネオンが輝く商店街の中をアパートに向かって歩いていた。

「夜もだいぶ暑くなってきたなぁ」

「ですねー」

「商店街の飲み屋に来るお客さんも増えてきたなぁ」

「ですねー」

「……桂香さんって、俺のこと全然相手にしてくれないんだよなぁ」

「ですねー」

「何が悪いのかな？　俺プロ棋士として成功してる方だと思うし顔だってそこまで悪くないと思うし桂香さんとは長い付き合いだし……そろそろ恋に発展してもいいと思うんだけど？」

「やっぱりあれじゃないですかね？　桂香さん、師匠のことを弟としか見られないとか」

「あー……それなー……」

「女性からすると、年下の男性は恋愛対象になりにくいんですよ。一般的なけいこうとして」

「そ、そうなの？」

「とうけいがあります」

「統計？」

「はい」

　あいはスマホを操作してＰＤＦの資料を見せてくれた。総務省の作った資料のようだ。

「……小学生なのに難しいもん読んでるんだなぁ？」

「小学校の社会科の時間に、班のみんなで調べもの学習をしたんです。少子化がテーマになっていたので、ばんこんについて調べました」

「ばんこん？　……ああ、晩婚ね」

　あいは小さな指で画面に触れ、資料の一部分を拡大して力説する。

「ほら。女性は年下よりも年上の男性を恋愛対象として選ぶけいこうが強いんですよ」

「ホントだ！　しかもかなり上までオッケーなんだな!?」

「女の人にとっては十歳くらい上の男性はぜんぜん恋愛対象ですよ？　実際、うちのお父さんとお母さんは八つ離れてます。お母さんは十八歳の時、二六歳のお父さんと結婚しました」

「あいのお母さん若かったもんなー」

　婿養子のお父さんは完全に尻に敷かれてたけど、確かにお似合いの夫婦って感じだった。違和感は全然ない。

「ですから男女は年齢が離れてるほうがいいんですよ。年上の男性は包容力も経済力もあるので女性にとっては理想ですし、年下の女性は男性にとって保護欲を刺激します。このように理論でも現実でも、年上の男性と年下の女性のカップルは絶対にうまくいくのです。そうですね……七歳くらい離れてるのがベストです」

「俺の七つ下っていうと……九歳かぁ。さすがにまだちょっと想像つかないけどな」

「……」

「でもそうやって自分に置き換えてみると、桂香さんが俺のことを子供扱いするのも理解できちゃうよ。九歳も年下じゃ恋愛対象としてはリアルじゃないよな……」

「そんなことないですっ!!」

「うわ!?　な、なんで怒ってんの？」

「おこってないですっ!!　ししょーのだらっ!!」

　あいはそう言うと師匠を置いてぷんすかぷんすかしながら先に行ってしまう。

「ったく、何を怒って──」

　そう言いかけて急に理解した。あいが何を伝えたいのかを。

　……あいはきっと、俺の背中を押してくれているんだ。

　年齢の差に尻込みしてしまっている情けない師匠を叱咤激励げきれいしてくれているんだ。

　師匠の恋愛まで応援してくれるとは……本当によくできた弟子である。

　統計が何だ！　総務省が何だ！　負けるのが怖くて将棋が指せるか!!

「わかったよあい！　俺、もっと頑張る！」

「ほんとですか!?」

「ああ！　頑張って桂香さんを振り向かせてみせる！」

「ししょーのだらっ!!　だらぶちっ!!」

「何で!?」

　さっきの倍くらいの勢いで怒られた。何が間違ってたんだろう？　解げせぬ……。

　まあでも今日は楽しかった。対局は負けたけど、久しぶりに一門かぞくで銭湯に行って絆きずなの深さを確認できた。

　俺に弟子ができてどうなるか不安になったこともあったけど……姉弟子とあいの関係は今も不安しかないけど……桂香さんのおかげで何とかなりそうだ。次は天衣あいも連れて来よう。

　夜空に輝く初夏しょかの星々が、俺達の行く手を照らしてくれているような気がした。
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「雨だなぁ……」

　日曜日。じめじめと降り続ける雨と、どんより広がる灰色の雲を部屋の中から眺めながら、俺はアンニュイな気分で呟いた。

「そろそろ梅雨つゆ入りか？　困るよなぁ、洗濯物が乾かなくなるし……」

　俺だけなら何とかなるけど今は弟子もいる。

　身体は小さいが女の子だから洗濯物はけっこう出るし、何より部屋干しして変な臭いがついたら困る。あいにそんな服は着させられない。

「乾燥機、買っちゃおうかなぁ。でも置く場所が……いっそのこと引っ越すとか？　いやいくら何でも『ＪＳの弟子と暮らすために広い部屋に引っ越しました』ってのはさすがに……」

　それ何て新居？　って話だ。

「だいたい引っ越すとして不動産屋にあいのことをどう説明すればいいんだ？　内弟子なんて言っても理解されないだろうし妹には見えないし、ましてや婚約者とでも言おうものなら通報されかねないし……」

　俺はテーブルの上に立てていたタブレットを見て、

「なあ歩夢。どう思う？」

『フッ……知らぬ！』

　画面の向こうで純白のマントを纏まとった神鍋かんなべ歩夢六段は、その切れ味の良い棋き風ふうのように俺の質問を一刀いっとう両断りょうだんだ。

「じゃあお前、その奇天きて烈れつな服はどうやって洗濯してんだよ？」

『全てドライクリーニングだが？』

「……クリーニング代、大変そうだよね」

　弟子の小さなパンツや洋服をクリーニング店に持ち込む自分の姿を想像し、お金よりも大切な何かを失いかねないという結論に俺は怯おびえた。

　清滝師匠の家に乾燥機があったので本当にヤバくなったら桂香さんにお願いしよう。困った時に頼りになるのはやっぱり桂香さんである。

『我が衣服は我が将棋のように繊細せんさい……故に自宅では洗えぬ。確かにクリーニング代の請求書を見た時は衝撃的だったがな……』

「俺はお前さんが自宅でもマント着てる方が衝撃的だよ」

『我は棋士にして騎士！　いかに親しき者との研究会とて、剣を交える際には着飾るのが騎士道というもの……貴様もタイトル保持者ホルダーであればそれなりの装よそおいをしてはどうか!?』

「……実際に盤を挟む時は俺もそれなりの格好をするさ」

　首回りの伸びきったＴシャツを引っ張りながら言い訳をする。

　俺と歩夢は先ほどネットで練習将棋を指し、今はこうしてスカイプで感想戦……というか、雑談をしていた。東西に分かれた棋士が研究会をする場合どちらかが対局で移動した際ついでに行われることが多かったけど、今ではネットを利用する場合も増えてる。

「ところで歩夢。俺のこの前の公式戦なんだけど──」

「ふむ。山刀伐八段との将棋デュエルだな？　八段の完勝譜だったと記憶しているが」


「うっ……！　ま、まあ……そうだけど」



「序盤から完璧に研究負けしていたな。そもそも貴様が選んだ手順は我ら関東棋士団ゲート・イースト・レギオーンでは後手不満が常識となっている変化。そこに自ら飛び込むとは研究不足も甚だしい」

「け、けど終盤は俺にだっていい場面があったんだぜ!?　事情があって粘れなかったけど一瞬逆転したんじゃないかって──」

「『限定合駒あいごま』を読み切られての負けなのにか？」

「ッ！　そ、それは……」

「最初から最後まで完全に読み負けているではないか……情けないッ！　情けないぞ竜王ドラゲキン！　それでも我が永劫えいごう最大の敵手てきしゅか!!」

『合駒』とは──王手をされた時に駒を打って受けること。

　普通この合駒には複数の正解があるんだけど、ごくごく稀まれに、たった一つしか正解がない場合がある。それが『限定合駒』だ。普通は単に『限定合あい』と略して言う。

　将棋を知らない人にとっては凄さが伝わりにくいかもしれないけど……飛んでくる銃弾を盾で防ぐのが普通の合駒だとしたら、限定合駒は刀で銃弾を真っ二つにするぐらいの超絶技巧と言っていい。

　家に帰ってから詳細に検討して、山刀伐さんがこの限定合駒まで読み切っていたことを知ったとき……俺はもう一度負かされた。

　彼我ひがの力の差を自覚し、投了した瞬間以上の敗北感に打ちのめされたのだ。

「と、ところでさ。その……山刀伐さんについて、そっちで噂とかって流れてる？」

「『神』の研究パートナーだとは聞いているが」

「えっ!?　名人の!?」

　将棋史上ブッチギリで最強な現名人のことを神の如く崇あがめる若手棋士は多い。俺も歩夢もそんな若手の一人だ。

「ま……マジで名人と研究会やってるの？　山刀伐さんが？　あの名人と？」

「本当だぞ」

「ふーん……」

「我も以前、山刀伐八段からその研究会に声をかけられたことがあるからな」


「ふー…………えっ!?」



「去年の夏頃だったように記憶しているが……神が所有する別荘で数日間、集中的に行う研究会という話だった。八段は『男だけの合宿だから楽しいよ！』と熱心に誘ってくださった」

「……」

　それさぁ……。

「タイミングが合わずに断ったがな」

「そ、そっか。残念だったね」

　もったいないような安心したような……いつまでも綺き麗れいな歩夢きゅんでいておくれ。

「しかしドラゲキン。なぜ山刀伐八段のことをそんなに聞きたがる？」

「ん!?　ま……まあ三連敗してるしさ。すぐまた次の対局もあるし」

「どんな些さ細さいな情報でも欲しいということか。理解できぬわけではないが……」

　歩夢は釈然としない表情だ。棋士は盤上の情報だけに集中すればいいと考える潔癖けっぺきなタイプなのだ。こいつも盤外戦術の塊かたまりみたいなやつだけど、無自覚だからな……。

「まあいいや。歩夢、もう一局どうだ？」

『断る』

「何で？　今日研修会だからさ。弟子が帰ってくるまで暇なんだよ。もう一局付き合ってよ」

『断る！』

　歩夢はノータイムでそう繰り返すと、リップクリームを塗りながら理由を告げてきた。

『今日は夜から、我がお気に入りブランドの新作発表会があるのでな！』

「お前まだそのヘンテコリンな服を買い足すつもりなのかよ!?」

『フッ……愚ぐ問もん！』

　バッ！　と顔の前に右手を翳すお馴染なじみのポーズを取る歩夢。そこでポーズを取る意味はわからないが矢や倉ぐらの細かい定跡手順みたいにきっと深い意味があるんだろう。多分。

『ではさらばだ！　ドラゲキン!!』

　画面の向こうでヴァサッ！　とマントを翻ひるがえすと、ゴッドコルドレンさんはマントで画面が暗転した瞬間に通信を切った。計算し尽くされたタイミングだった。

「……相変わらず、将棋指すより会話する方がカロリーを消費するやつだな……」

　深く息を吐くと、俺はタブレットに触れて対局ソフトを起動。今の将棋を振り返る。

「……やっぱ序盤で離されるんだよなぁ」

　画面の中で動く駒を追いながら、俺は自分の研究がはっきりと歩夢よりも遅れている事実を認めざるを得なかった。

「流行型の研究だと、どうしても関東勢に後れを取っちまうな。歩夢もまだ奥の手を見せてなかったっぽいし……」

　俺と歩夢は年齢も実力も同じくらいで気心きごころも知れてるし、関西と関東で分かれてるため予選で当たることも少ない。お互いにとってデメリットが少ない関係だ。

　そのため奨励会時代からこうしてネットで研究会をするようになった。

　対局が近づけば自然と研究会も中止になるが、終わればまたこうして再開する。そんな緩やかな同盟関係にあった。

　とはいえそこはシビアな勝負の世界。お互い全てを晒さらし合うわけじゃない。

　そして──

「このまま俺の研究がどんどん後れを取れば……歩夢にとって俺と研究会をするメリットは無くなる……」

　そうなれば二度と研究会は開かれないだろう。

『価値がある』と判断されればいくらでも声がかかり、そうでなければ空気のように無視される。それがこの世界の暗黙の掟おきてだ。

　借り物の知識を振りかざす者は見下される。タイトルを持ってるだけじゃ相手にされない。

　本当に『強い』と認められなければ。

「本当の強さ、か。俺も壁を破らなきゃな……」

　いつからだろう？　ずっと疑問に思っていることがある。

　──俺は強くなったのか？　と。

　幼い頃から夢見ていたプロ棋士にはなれた。そのプロの頂点である竜王にもなった。

　だが……自分が強くなっているという確信が持てないでいた。

　あいや天衣との出会いを経て不調からは立ち直ったものの、技術的に向上している実感はない。その証拠に、一人の男に負け続けている。

「俺の『壁』……山刀伐尽。あの人に勝てないようじゃ……」

　強くなりたい。そう思った。もっと強くならなければと。

　問題はその方法だった。

「今までの勉強方法じゃダメだ。もっと根本的な部分から自分を変えないと」

　そうしないと山刀伐さんの研究の上を行くことはできない。ましてやその研究パートナーである名人かみを超えるなどということは。

「壁を破る……根本的に自分を変えて、強くなる……」

　そのために今、俺がすべきことは──

「よし！　銭湯行くか!!」

　タブレットの電源を落とし、立ち上がって風呂道具の準備をする。

「もう研修会は終わってる時間だな？　じゃあ……」

　スマホを操作して桂香さんに電話をかけた。

　しばらくコールすると繫がり、俺は向こうの声を聞く前に一気にまくし立てる。

「あっ！　桂香さん!?　八一だけど、まだ連盟にいる？　もしまだいるんだったら、あいも師匠の家に連れてってくんない？　この前みたいに一緒に銭湯行こうと思ってさ。あ、銭湯っていっても前とは別の店なんだけどね？　俺もこれから準備してそっちに行くから──」




『ごめんなさい。しばらく連絡してこないで』




　……え？

『悪いけど会いたくないの。あいちゃんにも、八一くんにも』

　聞いたことがないほど冷たいその声に、俺は激しく動揺しながら慌てて聞き返す。

「け、桂香さん!?　どうして──」

　しかし答えを聞くどころか、質問すら言い終える前に。

　一方的に通話を切られた。


「………………なんで……？」



　雨音だけが響く部屋の中で、スマホを耳に当てたまま、俺は立ち尽くしていた。

　……会いたくない？　俺にもあいにも？

　……どうして？







　その日、近畿地方は本格的な梅雨入りが発表された。
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　いつからだろう？　同窓会に顔を出したくないと思い始めたのは。

「……二五歳かぁ」

　酔い覚ましに堂島川どうじまがわ沿いを歩いて帰りながら、私はそう呟つぶやいた。

　梅うめ田だの小洒落こじゃれたレストランに集まった高校の同級生達は、みんな幸せそうに笑っていた。

　話題の中心は『恋愛』『仕事』そして『結婚』。赤ちゃんを連れて来ている子もいた。

　それはそうだ。それが当たり前だ。

「……もう二五歳だもんね」

　高校生の頃は二十歳だって遙はるか先のことのように思っていたし、すごく大人に思えた。

　二二歳にもなればきっと結婚していて、仕事もあって、二五歳くらいまでに子供も産むんだろうなって、漠然ばくぜんとそう思ってた。そのために何か準備するわけでも努力するわけでもなかったけど、多分そうなるんだろうなって、それが当たり前なんだって思ってた。

　けど私はそんな当たり前を拒んだ。

『女流じょりゅう棋士きしになる』

　そう決めたのは十八歳の時。

　明らかに遅いスタートだったけど、当時はそんなに焦あせってもいなかった。高校の同級生は大学に進学したり専門学校へ行ったり就職したりと様々な進路を選んでいて、私もそれと同じような感覚で研修会に入った。

　目指すものは違っても、みんなと集まるのは楽しかった。

　成人式はすごく盛り上がったし、それ以降も何かあれば集まって他愛たわいの無い話をした。

　けれど大学へ行っていた同級生達が社会人になり始めた頃から……少しずつ、私はみんなと話が合わなくなっていった。

　恋愛も、結婚も、就職も経験せず将棋だけに打ち込んでいた私は、いつの間にか一人だけ取り残されていたのだ。

『桂香は今、なにをしてるの？』

　そう聞かれるのが怖くて、私は自分からは何も話さす、貼り付いたような笑顔を浮かべて隅のほうに座っていた。みじめだった。

「もう……二五歳なんだよね……」

　こんな歳まで子供みたいに夢を見ている自分が恥ずかしかった。

　自分が拒んだはずの当たり前を手に入れたみんなが羨うらやましくて、そう思ってしまうことを認めるのが悔しくて、情けなくて……。

　チリチリと胸の辺りが焼けるように痛いのは、脂っこい料理のせいでも、強いお酒のせいでもない。

　ざわついた心のまま家に帰った私は、その心を引きずったまま日曜日の例会で将棋を指して……惨敗ざんぱいしたのだ。
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『次は、京橋ィ。京橋です──』

「師匠ししょう？　ここで降りるんですよね？」

「……」

「師匠！」

「んお!?　ど、どうした？」

「ここ京橋ですよ？」

「えっ!?」

　慌てて立ち上がる。もうドアが閉まりそうになっていた。

「や、やばい！　降りるぞあい！」

　風呂道具を手にギリギリのタイミングで電車から降りると、弟子でしが不思議そうに聞いてくる。

「どうなさったんですか師匠？　なんかずっと、ボーッとされてますけど……」

「ん？　いや……特に何もないけど、疲れてるのかもな」

「じゃあお風呂屋さんで疲れを取らなきゃですね！」

　あいはウキウキと、初めて降りる駅の中を歩いて行くが……本当はずっと、さっきの電話が気になっていた。桂香さんに何があったんだ？　電話も繫がらないし……。

　北口の改札を抜けて右を向くと──あいが驚きと興奮の混ざった歓声を上げた。

「わぁ……!!　な、なんですかここは!?」

「面白いだろ？　駅直結の商店街だ」

　目の前にあるのは古いタイプのアーケード商店街……というか、飲み屋街だ。


「ふわわぁー……こんなに暗くてゴチャゴチャした場所、はじめてです！　どーくつみたいで面白そうです！」



「はは……洞窟ね」

　小学生のストレートな表現に思わず苦笑。

　ほぼ観光地化している新しん世せ界かいに比べ、ここ京橋の商店街は昔の大阪おおさかの雰囲気を色濃く残している。これぞ真のディープ大阪。

　とはいえ最近は治安もよくなったし、駅の反対側には綺き麗れいな住宅街が広がっており若い女性や学生もいっぱいだ。アニメイトだってある。

「あっ！　もしかしてあれが師匠のお目当てのお風呂屋さんですか!?」

　ダンジョンみたいなアーケードを歩いていると、あいがキラキラ輝く看板の一つを指さした。

『大人の健康ランド　～乳の湯～』

　アカン。

「いや……うん。あれは……お風呂屋さんではない、かな……」

「ふぇ？　じゃあこっちの『人妻温泉　～アツいのがお好き～』ですか？」

「それも違う！　こ、こっちだこっち！」

　弟子の手を摑つかんでいかがわしいお店から引き離す。

「……ここだよ」

　ネオンや看板でビカビカと飾り立てられた他の店とは違い、その建物は木造二階建ての古くて地味な店だった。

　玄関の前に掛けられている暖簾のれんの文字を、あいは口に出して読む。

「ご・き・げ・ん・の・ゆ？」

「そう。『ゴキゲンの湯』」

　暖簾を潜くぐれば、久しぶりに見る知り合いの顔があった。

「こんばんは飛鳥あすかちゃん。巨匠マエストロは二階？」


「…………」



　番台ばんだいに立っていた女の子は、ぽかん、と口を開けてこっちを無言で見返す。

　五秒ほど経過してからやっと反応があった。前髪の下に隠れている目が大きく見開かれる。

「やっ、やい……!?」

「あ、うん。八や一いちです。九頭くず竜りゅう八一。棋士の。憶おぼえてる？」

「ッ……!!　ッ……!!」

　ぶんぶんと激しく首を縦に振る。

「で、お父さんは上？」

「ッ……!!　ッ……!!」

　ぶんぶんと激しく首を縦に振る。痛めるよ？　筋すじ。

「じゃあ大人一人と子供一人ね」

「……ぃ」

　番台の飛鳥ちゃんに料金を手渡す。他の銭湯より高いけど、それには理由があった。

「お父さん、いつ帰って来たの？　今月に入ってから？」

「……ぃ」

「そっか。じゃあちょうどいいタイミングだったんだね」

「……」

　飛鳥ちゃんは茹ゆで上がった蛸たこみたいに真っ赤になってしまい、もはや返事は期待できない。

「お風呂は後で。先に二階で遊ばせてもらいます」

　そう言って、俺は弟子を連れて階段を上る。

「師匠……あの女の人とはお知り合いなんですか？」

「ここの娘さんだよ。顔なじみではあるけど、無口な子だからそんな話したことはないかな」

「……かわいい人ですね」

「そうか？」

「……師匠は、女の人のお知り合いが多すぎる気がします」

「そんなことないだろ？　あいが女の子だから、女の人のことばっか憶えてるだけだって」

「……だらぶち」

　なんか怒ってる……。

　けどそんなあいの怒りは、長くは続かなかった。

「これ……音楽？」

　二階から漏れ聞こえてくるピアノの音。その美しい旋律せんりつに、あいは気を取られる。

　辿たどり着いたその場所を見て、驚きに目を見開いた。

「しょ……将棋道場、ですか!?　お風呂屋さんなのに!?　しかも音楽……？」

　あいの言う通り、ここ『ゴキゲンの湯』の二階はかなり広い将棋道場になっている。

　道場内には生演奏によるジャズが流れ、内装もまるでジャズバーのようにオサレだ。

　そしてこの不思議な店の主あるじが──

「巨匠マエストロ」

「……八一か」

　道場の隅でピアノを弾いていた黒いスーツの男性が、気だるげにこっちを振り返った。

《捌さばきの巨匠マエストロ》────生石おいし充みつる玉将ぎょくしょう。

　Ａ級在位十二期、タイトル獲得六期を誇る超トッププロの一人であり、関西将棋界のみならず全世界の将棋ファンの半数に崇あがめ奉たてまつられる存在だ。

「お久しぶりです巨匠マエストロ。半年ぶりくらいですか？」

「お前が竜王りゅうおうになってからは会ってないから……そうだな。それくらいになるか」

「また九州きゅうしゅうまで護摩ごま行ぎょうに行ってたんでしょ？　おかげで俺が厄介やっかいな仕事を引き受けるハメになったんですからね？」

「弟子を取るとかどうとかって話かい？　会長から留守電が入っちゃいたが……そっちのちっこいのが？」

「いや、この子はまた別の弟子なんですけど……」

　生石さんは対局以外ほとんど連盟に出てこないし、研究会やＶＳブイエスもやらない一匹いっぴき狼おおかみなので将棋界の事情に疎うとい。あいのことも知らないみたいだ。

「ま、座れよ」

《捌きの巨匠》は鍵盤けんばんから指を放して立ち上がると、空いている盤の前に俺を促うながし、言った。

「せっかく来たんだ。軽く捌いてやる」
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「珍しいですね？　生石さんから練習将棋に誘ってくれるなんて」

　望外の展開にウキウキしながら俺が角道かくみちを開けると、

「暫しばらく指してなかったからな……確かめたかったのさ」

「何を？」

「俺の切れ味が鈍にぶってないかを。それと──」

　生石さんはクシャクシャになったパッケージから折れ曲がったタバコを一本取り出し、それを指で伸ばして火を点つけてから、答えた。

「竜王の強さってやつを」

　後手を持った巨匠は角道を開け、５筋の歩ふを突き、そして飛車を中央に振る。俺の力を試すために自身最強の戦法を用いようとしていた。




　角道を開ける攻撃的な振り飛車──『ゴキゲン中なか飛び車しゃ』である。




「「ＹＥＡＨ!!」」

　生石さんがゴキ中なかを明示した瞬間、それまで静かに対局を見守っていた道場のお客さん達ギャラリーが一気に沸いた。

　振り飛車は基本的に守りの戦法といわれる。

　だがこのゴキゲン中飛車は逆だ。敵が守りを固める前に攻めることを目的にした華々はなばなしい戦法を中飛車という誰もが本能的に指したがる形で表現したゴキ中は、将棋ファンの約半数に絶大な人気を誇っていた。

　半数とは即ち──『振ふり飛び車しゃ党とう』。

　俺をはじめ居い飛び車しゃ党が圧倒的に多いプロ棋士の中で、生石さんはＡ級棋士・タイトル保持者として唯一の純粋振り飛車党だ。

　その実績から《振り飛車党総裁そうさい》とまで讃たたえられ、軽快かつ華か麗れい、繊細かつダイナミックな将棋は、見る者を魅了みりょうしてやまない。

　楽団を支配する指揮者のタクトのように飛車を一振りするだけで盤上の全てを支配する……指揮者を意味するマエストロという異名はそんな生石さんの棋き風ふうにちなんだものだった。本人はクラシックよりもジャズが好きなんだけど。

「へぇ？　竜王の強さをね……だったらこっちも本気を出させてもらいます！」

　そう応じると、俺はゴキ中に対する居飛車側の現時点での最善手を繰り出した。

「『超速』か。ハッ……確かに厄介やっかいだな」

　額の前にタバコを挟んだ指を翳かざしつつ、生石さんは呟く。
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『超速』とは──その名の通り超スピードで銀を繰り出し、中央に移動した相手の飛車を押さえ込むという戦法である。

　俺の狙いはシンプルだ。

　居飛車党らしく、飛車のある右う辺へんに攻撃陣を。そして玉ぎょくのある左さ辺へんに防御陣を築き、二つの厚みで敵を押し潰つぶす！

　その狙い通り、俺は生石さんの飛車を押さえ込むことに成功。必勝形を築き上げた。

「……やったか!?」

「そうでもないさ」

「強がりを……ここからどうしようっていうんです？」

「……喰らわせてやるのさ」

　生石さんは不敵に笑うと、タバコを挟んだままの指を封じられたはずの飛車に伸ばし、こう呟く。

「捌きを」

　次の瞬間、信じられないことが起こった。

　見ていた全員が思わず叫ぶ。

「「ひ────」」
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「「飛車を切ったぁ!?」」

　のだ。

　俺が飛車を押さえ込んだと確信した瞬間、あろうことか生石さんはその飛車を捨てた。

「ええッ!?　こ、こんな手が……!?　……いや、これは──!!」

　いきなり突撃してきた飛車を見た瞬間、俺は生石さんの狙いを理解する。

　俺の陣形は生石さんの飛車を押さえ込むために組み上げたものだ。

　だからその飛車が無くなってしまえば、目的を失った陣形は破綻を強いられる。

　確かにそうだろう。理屈では。理屈ではそうだ。

「けど……普通やらないでしょそんなの!?」

「ゴキゲンだろ？」

　そこから先は、まるで魔法を見ているかのようだった。

　巨匠マエストロは飛車だけではなく角もぶった切り、小こ駒ごまだけで俺の玉を寄せ切ってしまったのだ。

　終わってみれば、俺は必勝形と思った局面から短たん手て数すうでのボロ負けを喫きっしていた。

　こ、これが……！

　この想像を絶する、魔法のような将棋が──


「これが…………捌き……！」



「フッ。どうやら感覚は鈍っちゃいなかったようだな」

　ギャラリーは総立ちで巨匠マエストロに喝采かっさいを贈おくる。「ブラボー!!」「アンコール!!」と、将棋道場っぽくない騒がしさだ。最前列で見ていたあいも一心いっしん不ふ乱らんに拍手していた。こらこら（苦笑）。

　けど……悔しいが理解できるな。その気持ちも。

　かつてあの月光つきみつ会長ですら生石さんの捌きを喰くらって手も足も出ず、呻うめくようにこう言ったという。

『感覚を破壊された』──と。

　そして誰よりも……この芸術的な捌きを喰らった俺自身が、今の将棋に感動していた。

　やはり。

　やはり、この人こそが──!!

「……生石さん！」

「ん？」

「お願いがあります」

　生まれた時から居飛車党。師匠もその師匠もそのまた師匠も居飛車党。

　弟子を含む一門みんな居飛車党で、その居飛車戦法を駆使して棋界最上位タイトルである『竜王』を史上最年少にして手に入れた俺は、仇敵きゅうてきであるはずの振り飛車党の第一人者に向かい、盤に額を擦りつけて叫んでいた。


「俺に……………………振り飛車を教えてくださいッ!!」
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「ええ!?　し、師匠……振り飛車党になっちゃうんですかぁ!?」

　俺の言葉に真っ先に反応したのはあいだった。

　拍手していた手をピタリと止め、真っ青になってこう叫ぶ。

「そ、そんな……！　師匠はいつも振り飛車のこと『不利ふり飛車』って呼んでたじゃないですか！　あんな不完全な戦法使う人間の気が知れないって！」

「ファッ!?　ちょ、ちょっとあい──」


「『振り飛車党なんて指運ゆびうんに任せて適当に指してるだけの将棋の発展に取り残された憐あわれな連中』なんですよね!?　わたし師匠が何度もそう言ってたのを聞いて、それで絶対に振り飛車に負けちゃいけないと思ってがんばってきたのにっ……！」




「あいちゃん！　シーッ!!　シィィィィ────ッ!!」



　あいの言う通り、確かに俺は振り飛車をバカにするような発言をしたこともあるが……振り飛車党の総本山そうほんざんみたいなこの場でそれを口にするのは甲こう子し園えんの阪神はんしん側応援席で巨人きょじんの応援するようなもんだ。こ、殺される……！

　道場の将棋ファン達（振り飛車党員の皆さん）は竜王おれに敵意のこもった視線を向けつつ、ヒソヒソと言葉を交わし合っていた。

「……九頭竜って、子供の頃から居飛車一本だったよな？」

「ああ。小学生名人戦でも居飛車で優勝してたし、奨励会でも居飛車だったはず……」

「性癖せいへきもロリ一筋らしいしな……」

「ああ。性癖もな……」

　将棋の部分はおおむね正しい。将棋の部分だけは。

「……確かに俺はずっと居飛車党です。今までさんざん振り飛車を相手にして、振り飛車党は敵って思ってきたし……振り飛車を絶滅させるつもりで対策を研究してきました」

　モガモガと暴れる弟子の口を塞いだまま、俺は自分が振り飛車を指そうと思った理由を説明する。

「けど！　居飛車党が圧倒的な人数差でどれだけ研究しようとも、振り飛車を絶滅させることはできなかった！　だから振り飛車には、居飛車には無い何かがあるはずなんです！　俺はそれを自分のものにしたいんです！　巨匠マエストロのような捌きを……!!」

　居飛車党と振り飛車党の溝は深い。

　姉弟子なんか四歳の頃、初対面の生石さんに『おまえ、生石か？』とタメ口で食ってかかり、おまけにこう言い放った。

『うちの師匠をいじめるな!!　振り飛車なんて消えてなくなれっ!!』

　師匠びっくり、巨匠も苦笑である。

　いくら当時うちの師匠がいろんな棋戦で生石さんと当たって負かされ続けていたとはいえ、本人に向かってこんなことを言うとは……横で見てた六歳の俺ですらドン引きだった。あの人は幼児の頃から怖いもんなしだ。

　そんな不幸な出来事もあったが、生石さんは俺と姉弟子に優しかった。多分、娘と同じ年頃だからだと思う。一階にいた飛鳥ちゃんと俺は同学年。

　だから俺の申し出を受け容いれてくれるかもしれない。

　そう思ってお願いしてみたんだけど──

「……なるほどな。言いたいことは理解できた」

「っ！　じゃあ──」

「で？　どうして俺が、お前さんに振り飛車を教えてやらなきゃならないんだ？」

「そ、それは……あの、もちろんギブアンドテイクというか、俺も居飛車側の最新戦法をお伝えいたしますし……研究パートナーとして……」

「パートナー？　俺の捌きを喰らって簡単にぶっ飛ばされたような奴がか？」


「うっ……！」



「しかも八一。お前また山刀なた伐ぎりに負けたらしいな？」

「……はい」

「一度も勝ててないんじゃないのか？」

「……はい」

「情けねぇ……山刀伐なんてお前、俺達の世代じゃめちゃめちゃ弱かったんだぜ？」

　山刀伐さんは三八歳。生石さんも三八歳。

　二人とも同世代だけど出世のスピードや実績は随分と違って、生石さんが二十代で早々にＡ級に上がってタイトルも獲得したのに比べ山刀伐さんはＡ級に昇格したのも去年やっと。タイトル戦も一度挑戦者になっただけ。

　それでも十分すぎるほど立派な経歴だと思うんだけど、東西の対抗意識からか生石さんは山刀伐さんに厳しい。

「竜王があんなのに負けてくれるなよ。あんな才能の無い奴……俺は奨励会の三段リーグでも何回かやったが一度も負けなかったぞ？」

　すいません。俺はもう三回負けました。

「山刀伐は俺がいなくなって、やっとプロに上がったんだ。あいつには俺のゴキゲンがいつも炸裂さくれつしていたから」

「だからなんですか!?　ししょーは竜王なんです！　いちばん強いんです!!　そんなへんてこりんな名前の振り飛車戦法なんてこっちからおことわりです!!」

　口を塞いでいた俺の手から逃れたあいは「ぷはっ」と息を吸い込んでから、凄すさまじい勢いでまくし立てた。おおおおい!?

「いや、あい……俺は一番強くなんかないし、振り飛車を学ばないと──」

「なんで!?　師匠は今のままでも最強じゃないですか！　師匠のあいがかりは無敵です！　振り飛車なんて必要ありませんっ!!　そうですよね!?」

「あい……」

　この子は竜王戦で俺の『相あい掛がかり』を見て将棋に魅入みいられた。

　それからずっと初手しょては飛車先の歩を真まっ直すぐ突く戦法……つまり居飛車に拘こだわってきた。

　それもこれも俺の将棋に憧あこがれてるから。俺のことを『最強』と頑かたくなに信じているからだ。

　その気持ちはすごく嬉うれしい……けど、もうその拘りは捨てなきゃいけない。

　そうしないと研修会で勝てなくなる。

「……あいは、先手なら何を指したい？」

「あいがかりです!!」

「後手番なら？」

「あいがかりですっ!!」

「じゃあ仮に、あいが相掛かりを極めて『相掛かりは先手必勝』の結論を出したとするな？」

「やったー！　先手番で無敵ですっ!!」

「でも後手番だと必敗だぞ？」

「……？」

　ぴょんぴょん跳はねて万歳ばんざいしていたあいの動きがピタッと止まる。

「し、師匠！　たいへんです！　後手番で指す戦法がありませんっ!!」

「さらに言えば、先手必勝の結論が出た戦法をあいだったら後手で受けようと思うか？」


「ふぇ？　そんなの思うわけないじゃないで…………ああっ!?」



「気付いたか？」

「し、師匠！　たいへんです!!　先手番で指す戦法もありませんっ!!」

「そう。先手必勝の結論が出た時点で、後手を引いた相手はその戦法を避けてくるから、もう盤面にその必勝戦法が出現することはない。つまり『必勝』なんて戦法は、現実にはほとんど意味を持たなくなるんだ」

「ぷろの世界はしびあですー……」

「ロマンもへったくれもねえよなあ？」

　男なら誰でも、たった一つの、究極の必勝戦法を極めたいと思うだろう。

　けれどその戦法を手にした瞬間、プロの世界でそれは無む用ようの長物ちょうぶつと化かす。

　そして最強になったはずのその男は、一つしかない武器を取り上げられ、最弱の存在に転落するのだ。

「だから一つの戦法を掘り下げるスペシャリストってのは危険なんだ。少なくとも超トップ棋士にそういうタイプは少ない」

　将棋の戦法には流行はやり廃すたりというものがあり、そのサイクルはかなり短い。

　春は戦法の流行に乗って勝ちまくってた棋士が夏には全く勝てなくなってるなんてことはザラにある。

「俺は先手で相掛かり、後手で一手いって損ぞん角かく換がわりが好きだけど、そのどっちも相手が避けようと思えば簡単に避けられる。だから調子のいい時は避けられちゃうし、悪ければ狙い撃ちされるんだ。得意戦法のバリエーションが少なすぎるんだよ」

　野球と同じだ。

　どれだけ凄すごい速球やキレのあるスライダーを持っていても、それだけを投げ続けていたら相手の目も慣れる。

「一発勝負のトーナメントなら何とか誤魔化ごまかせるかもしれない。けどこれからは将棋界最大のリーグ戦……順位戦も始まる。俺が所属するＣ級２組は全勝しなきゃ確実に昇級できるとは言えないほど厳しいクラスだ。切れるカードは少しでも多く持っておきたい。それもなるべく相手の意表を突けるような切り札を」

「それで……振り飛車ですか？」

「ああ。居飛車一本だった俺が振り飛車を指せばそれだけで意表を突けるし、それに──」

「振り飛車はいいぞ！」

　黙って聞いてた生石さんが急に割り込んできた。

「居飛車には三つのパターンしか存在しない。矢倉系か、角換わり系か、空中戦かだ」

　生石さんは指を三本立てて説明する。ちなみに空中戦とは相掛かりや横よこ歩ふ取どりといった、飛車や角がびゅんびゅん飛び交う将棋のこと。

「だが振り飛車は違う！　まず中飛車、三間さんげん飛車、四し間けん飛車、向かい飛車の四パターンがある。これで既に居飛車のパターンを超えている！」

「おお!?」

　あいは目を輝かせた。

「しかも！　振り飛車の囲いには『美濃みの囲がこい』と『穴熊あなぐま』の二つが存在する！　これにさっきの四パターンを掛け合わせれば、その組み合わせは八パターン！　居飛車の二倍以上!!」

「おおお!!」

　あいはもう振り飛車に夢中だ。

「さらに！　角を交換するか否かで展開が大きく変わってくるので八×二で十六パターン！　そして何と言っても振り飛車には未開の大陸『相振り飛車』が存在する！　これで振り飛車のパターンは全十七種類!!　居飛車の約六倍もの種類が存在するのだッ!!」

「師匠！　振り飛車すごいです!!　かのうせいむげんだいですっ!!」

「いやいやいや。ちょっと待ってよ。おかしいからそれ」

　洗脳せんのうされかけた弟子を現実に引き戻す。何だよそのガバガバ理論……。

「その分類でいったらそもそも居飛車は矢倉、角換わり、一手損角換わり、相掛かり、横歩取りの五パターンに、それこそ無数の囲いを掛け合わせることができるでしょうが」

「お……おおー？」

　あいは混乱して身体ごと首を横に曲げ『？』みたいな姿勢になる。かわいい。

「けっきょく……居飛車と振り飛車、どっちがいいんです？」

「それは居飛車だけど」「振り飛車だろ」

　俺の声と生石さんの声が被かぶった。

　互いに牽制けんせいするような視線を向けつつ、俺は「コホン」と咳払せきばらいしてから、改めて弟子の疑問に答える。

「……居飛車と振り飛車のどちらが優れているかっていう話じゃない。どっちも指せるのが最強なんだ」

「どっちも……？　けど、そんなの──」

「できる」

　力を込めて俺は断言した。目指す姿は明確にイメージできた。

「少なくとも、それができる人が今の将棋界で最強の地位にある」

「さいきょう？　最強は師匠じゃ……竜王じゃないんですか？」

「俺なんか及びもつかないさ。俺だけじゃない、歴史上のどんな棋士もあの人には及ばない」

「それは……だれ？」

「名人」

　俺がプロ棋士になる二五年前に、史上三人目の中学生棋士として将棋界に現れ……瞬く間に頂点へと至った天才。

　七つあるタイトルを全て制覇し、そして今も複数ふくすう冠かんを保持する、誰もが最強と認める存在。

「居飛車と振り飛車の両方を指しこなすのは確かに難しい。簡単にできるなら誰でもやってる……けど、現実にそれができる人は極ごく僅わずかだ。プロの中でも超トップの才能と、血の滲にじむような修練が必要だと思う。俺にそれができるかはわからない。でも──」

　それが『最強』へと至る道ならば。

　自分の『壁』を破るための方法ならば。強くなるための方法ならば。

　居飛車でも振り飛車でも、どんな戦法でも完璧に指しこなせる棋士に──

　あの人みたいな最強の存在に──

「オールラウンダーに──────俺は、なるッ[image: ]」

　そう宣言する俺を、生石さんは呆あきれたように、道場のお客さん達はポカンとした様子で見ている。『オールラウンダーになる』ってのは、それくらい困難な夢だ。

　決意したからって、その通りになるわけじゃない。図々ずうずうしい決意かもしれない。

　だけどその決意を現実に変えるのは自分だ。全ては自分の中にある。

　そしてその決意が、勇気が持てたのも……急速に強くなっていく弟子の姿を間近で見ているからなのかもしれない。

　そのあいはというと、


「し……ししょー…………かっこいい……♡」



　ほっぺに両手を当てて、オールラウンダー宣言した俺にポ～ッと見惚みとれている。

「そ、そうか？　やっぱり？」

「なります！　あいも師匠と一緒におーるらうんだー目指しますっ!!」

　子犬みたいに無邪気に俺を追いかけてくる弟子は、けどそこで急に不安そうに、

「あっ、でも……振り飛車ってどうやって指したらいいんです？」

「振り飛車を指すために必要なものなんて、熱いハート以外にないさ」

　力強くそう言ったのは生石さんだった。やだ振り飛車カッコイイ……。

「興味があるならここで振り飛車を勉強してみるかい？　よければ教えてあげるけど」

「ほんとですかっ!?」

　巨匠マエストロの申し出にあいは目を輝かせる。ちょっとー！

「ちょっとちょっと生石さん!?　あんた俺が教えてくれって言ったら断ったくせに──」

「お前が振り飛車を指したって『いろいろ上手うまくいってないんだな』としか思われないが、この子みたいな可愛い女の子が振り飛車を指してくれたら振り飛車の普及に繫がるだろう？　それが本物のギブアンドテイクさ。お嬢さん、お名前は？」

「雛鶴ひなつるあい、小学四年生です！　研修会Ｄ１です！」

「あい、か……良い名前だ。世界の半分は愛でできている……」

「残りの半分は？」

「振り飛車に決まってるだろ」

　居飛車はどこ行ったんだよ。

「随分と威い勢せいがいいが、大阪の子かい？」

「いえ。石川いしかわ県の……和わ倉くら？　だっけ？　にある温泉旅館の娘さんです。去年の竜王戦の最終局で会場になったんですけど、それがきっかけで将棋を指すようになって──」

「和倉温泉……の、雛鶴？」

　生石さんの表情からいつもの余裕が消し飛んだ。

「雛鶴ってまさか、あの『ひな鶴』か!?　日本一の温泉旅館と名高い!?」

「らしいですね」

「おいおい……そんなトコのお嬢様が何でお前なんかの弟子をやってるんだよ……？」

「いやぁ、なんででしょうねぇ？　流れ？　みたいな？」

　俺もどうしてこういう状況なのかたまに混乱するもん。

「っていうか竜王戦最終局ってクリスマスくらいだったよな？　そこから将棋を始めて研修会でＤ１？　冗談だろ？」

「いやホントですよ。この子、将棋覚えて三ヶ月で『図ず巧こう』解きましたから。しかも独学で」

「図巧って……詰将棋の『将棋図巧』をか？　八一、もうちょっとマシな噓うそを──」

「あい」

「はぁい」

「玉方・８一玉、９一香、８三歩、７四角、９四金。攻め方・５二飛、５三馬。持ち駒は銀」

「５四馬、６三銀、９二銀、同香、６三馬、同角、８二銀までです」

「ッ!?　い、今のを脳内で一瞬……だと？」

　生石さんだけではなく、その場にいた誰もがあいを見てあんぐりと口を開ける……いつの間にか二階に来ていた飛鳥ちゃんもビックリしていた。

　俺が今あいに出した詰将棋は『大道だいどう詰将棋』と呼ばれる、まあ誤解をおそれず表現すれば、ひっかけ問題みたいなやつの一つだ。手数は短いが有段者でも解くのに苦労する。

　それをこんな小さな女の子が一瞬で……しかも脳内だけで簡単に解いてしまったら、驚くなというほうが無理だろう。


「…………」



　生石さんは落ち着かな気にタバコに火を点け、それを何度かすぱすぱと吸う。


「ふぅん……そうか。なるほど…………よし」



　そして一瞬チラッと娘の顔を見てから何かを納得したように頷うなずくと、タバコの火を消し、俺とあいを見て口を開いた。

「八一」

「へい」

「俺もこれからＡ級順位戦が始まって割と忙しくなる。勝負しょうぶ勘かんを取り戻すためにスパーリングパートナーは欲しかったし、銭湯と道場の営業を手伝ってくれる優秀な人材はさらに欲しい。もっと言えば、振り飛車普及のための将来有望な若手は喉から手が出るほど欲しい。そこで、バイトを雇おうと思う」

「は？　……バイト？」

「そうだ。勤務内容は銭湯業務全般と道場のアシスタント。それでよければ雇ってやる」

「た、タイトル保持者をバイト扱いしようってんですか!?」

「いや雇うのはあいちゃんだ」

「えっ!?　じゃあ俺は!?」

「お前はあいちゃんのついでだ」

「ええー……」

　師匠の面目まる潰れじゃーん。

「つべこべ言うな。稽けい古こは二人ともみっちりつけてやる。二週間もありゃ、飛車が横に動かないと落ち着かないような完璧な振り飛車党に仕上げてやるさ。ああそれと──」

「「それと？」」

《捌きの巨匠マエストロ》は同時に問い返す俺とあいを見ると、ニヤリと笑ってこう言った。

「バイト代は払わなくていいよな？」
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「「ぷっはぁ～！」」

　牛乳瓶から同時に口を離して、俺とあいは大きく息を吸った。

「いやぁ……将棋を指した後のお風呂は最高だねぇ」

「ふるーつぎゅーにゅーおいしいです♡」

　あの後、あいも一緒に生石さんと練習将棋をたくさん指して、それから一階の銭湯で長い一日の疲れを癒し、師弟でシメの牛乳を飲んでる。そんな状況だ。

「それにしても……ししょー」

「んー？」

「どうしてお風呂屋さんのお二階に、将棋道場があるんです？」

「俺も詳しくは知らないんだけど……江戸えど時代の風呂屋ってのはだいたい二階があって、そこで将棋や囲碁いごをするのが一般的だったらしいんだ」

「そんな昔からこのお店ってあるんですか!?」

「さすがに同じ建物ってわけじゃないと思うけどね」

　それでも大阪で一、二を争うほど古い銭湯で道場なのは確かだ。

「生石さんは物心つく前からここでお客さん相手に将棋を指してて、それで強くなったんだ。アマチュアは振り飛車党が多いから最初に覚えた将棋も振り飛車で、以来ずっと振り飛車で勝負してる。『アマが真似まねしない将棋をプロが指して何になる？』ってね」

　アマあってのプロということを強く意識している生石さんは常々『魅みせる振り飛車を指す』と宣言している。それがあの華麗でダイナミックな捌きに収束しているんだろう。

　己の美学を追求する姿にファンはますます熱狂するのだ。

「それで、どうだった？　生石さんの振り飛車は？」

「すごかったです！　まるで魔法みたいで、ぜんぜん手が読めないです！　いきなり飛車とか角が『びゅーん！』って飛んできて、気がついたら、いつのまにかそれまでとぜんぜん別の将棋みたいになってて……あれって何なんですか!?」

「多分、見えてるものが違うんだと思う」

「ふぇ？」

「居飛車は自分の理想の陣形が整うまで駒がぶつからないよう慎重に局面を進めていくけど、振り飛車は捌いて──つまりさっさと駒をぶつけて、駒を交換しながら局面を進めていくんだ。そうすると駒がワープする」

「わーぷ？」

「持ち駒にすると好きな場所に打てるようになるだろ？　普通なら何手もかけて移動させなきゃいけない場所でも、すぐ移動させることができる。しかもそれまで持ってなかった駒を。そうすると──」

「あっ！　盤面が……まるっきり違ってきますね!?」

「そう。数手進むだけで全く違う局面になる」

　駒の交換が行われると、局面の複雑さは爆発的に増す。

　当然ながら、読むのも段違いに難しくなってくる。

「将棋の終盤は駒を取ったり取られたりで多かれ少なかれこういう部分は出てくるんだが……捌きを主体とする振り飛車は、中盤の段階でもう全然別の局面になったりする。だから駒を取ったその先をイメージしなきゃいけない」

「先……ですかー」

「けど、手の広い中盤で先の先まで読むのは無理なんだよ。将棋って初手からたった九手目で十一兆六千億も分岐するんだぜ？」

「ええっ!?　じゅ……じゅういっちょー!?」

「十手目だと三二八兆だ。そんなの読むなんて無理無理」


　よく漫画とかだと棋士が序盤の段階から何十手も先の局面を読み切って『ククク……○○手先で詰みだ！』みたいに超カッコよく宣言したりするシーンがあるけど、あんなの現実には不可能だ。そしてそんなセリフを大おお真面目まじめに口にするのも歩夢あゆむくらいだ。



「だから先の先の先まで読むときは、正確に読み切るというよりも『大局観たいきょくかん』を使って感覚的に『こんなふうになるんじゃないかな～？』って感じるんだ」

「たい、きょく……かん？」

「まあ簡単に言っちゃえば『勘』だな。けどそれは、ずっと将棋を指し続けて蓄えられた膨大な経験によって養われたものだ」

　熟練の職人が勘を頼りに機械より正確に作業するのに近い。

「居飛車党と振り飛車党じゃあ指してる将棋が違うわけだから、当然ながら見てきた局面も違う。だから大局観も違うものになるのさ。振り飛車党は居飛車よりも手が広い分、理論よりも感覚が鋭い棋士が多い印象だな」

「はー……振り飛車すごいです。奥深いです……」

「でもあいには早く振り飛車をマスターしてもらわないと。そうしないと、研修会で勝てなくなっちゃうから」

「えっ!?　どうして……？」

「研修会でクラスが上がると『駒こま落おち』の上手うわてを持つようになるだろ？　あいは今まで上級者と戦う時に駒を落としてもらってたけど、今度はあいが駒を落とす側に回る。具体的には左の『香車』を落とすんだが──」

　あいはこれまでにも、実力が全く違う相手に大駒おおごまを落として戦った経験はある。

　だけど同じ研修生と……ほとんど実力の変わらない相手と駒を落として戦うのは、それとは全く違う次元の厳しさだ。

「香車が無ければ端を必ず破られちゃうだろ？　だから落とした香車の代わりに飛車を移動させて弱点をカバーするような戦い方をしないといけないんだ」

「あっ！　それってつまり……振り飛車ってことですね!?」

「そう。だからあいには今のうちに振り飛車の感覚を学んで欲しい」

　そして学ぶからには最高の教師をつけてあげたい。それが、俺があいをここへ連れて来た理由だった。

　おっとそうだ。研修会といえば──

「ところであい。今日の研修会で、何か……変わったことはなかったか？」

「かわったこと、ですか？」

「その、たとえばだけど……桂香さんに何かあったとか──」

「っ……!!」

　思い当たることがあったようで、湯上がりで上気していたあいの顔が一瞬で凍りつく。

　それからみるみる表情が曇くもって……絞り出すようにこう言った。


「…………桂香さん……『Ｂ』がついちゃって……」



「えっ!?」

『Ｂ』とは────『降級点』のことだ。

　十戦して二勝八敗以下の成績を取ると、このＢがつく。

　そしてもう一度、二勝八敗以下の成績を取ると……降級することになる。

　Ｂの状態は三勝三敗すれば消すことができるけど、これを消してからでないと昇級できないという制限がつく。

　いわば降級にリーチがかかった状態なわけで、ただでさえ年齢制限が迫りつつある桂香さんにとって、ここでＢがついてしまったのは想像するだけでつらい……。

　桂香さんが俺達に会いたくないという気持ちは痛いほど理解できた。

「……桂香さん、すごく落ち込んでて……大丈夫でしょうか？」

「まあ……どんなエリートでも一度はＢ落ちを経験してるっていうし」

「師匠もですか？」

「もちろん。俺も奨励会でＢが付いたことがあるよ……あの辛つらさは忘れられない」

　思い出すだけでも悔しく、当時の苦しさが今でもリアルに甦よみがえってくる。

　負けた事実も悔しいが、自分が弱くなっているような気がして自信を喪失そうしつしてしまうのが一番つらい。

　もう自分は一生、上には行けないんじゃないか……あまりのつらさに盤を抱えて泣いたことだってある。

「ちょうどあいと同じくらいの歳の頃かな。香落ちの上手でぜんぜん勝てなくてね……それがきっかけでスランプみたいになって……」

「師匠も駒落ちで苦しんだんですか!?」

「そりゃあそうさ。俺はずっと居飛車党だったし。だからあいにも香落ちで苦しんで欲しくないんだ」

　桂香さんのことは確かに心配だった。

　けど俺は師匠として、まず弟子のことを第一に考えないといけない。

　そしてプロ棋士として、自分を高めることも怠おこたってはならない。

　それに何より……自らの力で立ち直れないようならば、仮に女流棋士になれたとしても、桂香さんは将棋の世界で生き抜くことはできないだろう。

　残りの牛乳を一気に飲み干すと、俺は弟子の頭に手を置いて言った。

「頑張ろうな、あい」

「はい！　ししょー!!」
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「ごめんね銀ぎん子こちゃん。呼び出したりして」

「ううん。……話って？」

　研修会でＢを取った二日後。私は自宅の和室で銀子ちゃんと対面していた。

　父親……師匠が対局で連盟に行っているから、今この家には私と銀子ちゃんの二人だけだ。

　前置きは抜きに、私は口を開いた。

「この前の研修会で……Ｂがついたの」

「……うん」

　銀子ちゃんは驚かない。結果を知っていたんだろう。

「Ｃ２に上がってから勝ったり負けたりが続いてたんだけど、ここ最近は全く勝てなくて……それで、少し相談に乗って欲しくて。私ももう後がないから──」

　女流棋士になるために研修会に所属できるのは、二七歳まで。

　二七歳の誕生日がある月の、その月末がタイムリミットだ。

　私は今、二五歳と七ヶ月。残された時間はあと一年半を切っている。

　研修会は二週間に一度、一日で四局を戦う。

　一年間で一〇八局。一年半なら約一六〇局。

　六連勝すればクラスは上がるので、まだまだチャンスはいくらでもあるようにも見える。

　けど……私はこれまで七年間も研修会にいる。

　Ｃ１へ昇級するチャンスもあった。二一歳の時だ。

　そのチャンスを、私は逃してしまった。

　自分のミスから出た、酷ひどい逆転負けだった。

『またすぐにチャンスは来る！』

　その時は、そんな前向きな気持ちになれた。

『大学に行った同級生達が卒業する二二歳までには女流棋士になれる！』

　そんな可能性を信じていた。

　けれど来たのはチャンスではなく、それまでに体験したことの無い程のスランプだった。

　一度崩れると、どうやって立て直せばいいのかわからなかった。降級の一番を三度も凌しのぎ、四度目で遂に落ちた。

　Ｃ２からＤ１への降級──

『……もう、ダメだ』

　その時、私は二四歳になっていた。

　女流棋士になれると思っていた二二歳をとっくに過ぎ、年齢制限という言葉が現実味を帯び始めていた。

　一方、かつて一緒に暮らしていた男の子は中学生でプロ棋士になり、かつて一緒に暮らしていた女の子は女流棋士どころかタイトル保持者にまでなって、史上初の女性プロ棋士への階段を一歩一歩、確実に上っていた。

　いつまでたっても前へ進めない私をよそに、誰もが明るい世界へと羽ばたいていた。学生時代の同級生はみんな就職し、結婚し、新しい世界で自分の人生を生きていた。

『もう諦あきらめる？　でも……他に何をすれば……？』

　気がつけば私は、引き返すこともできなくなっていた。

　無む人じん島とうに一人で取り残された気分だった。空を見上げれば、飛行機に乗って遙はるか彼方かなたへと飛び去っていく八一くんの姿が遠くに見えた……彼は棋界の頂点に立っていた。

　惰だ性せいで戦い続け、それでも二五歳の誕生日を迎えた頃にＣ２へ戻れた私は、これが最後のチャンスだと腹をくくって必死で勉強した。

　強いプロの棋譜を並べ、定じょう跡せき書を暗記して最新の戦法もインプットした。時間さえあれば道場やネットで将棋を指した。指した将棋は全て棋譜を取り、将棋ソフトにかけて悪手あくしゅや好手こうしゅを洗い出した。

『もうこれ以上できない！　人生で一番将棋の勉強をした!!』

　そう、胸を張って言えるほど努力した。

　努力して、努力して、自分の生活が全て将棋だけになるほど努力して。

　そして今──昇級どころか、再び降級の危機を迎えている。

「勝てないのもつらいけど……どれだけ努力しても、一歩も進めていないのがつらいの。自分が今、どこへ向かって歩いているのか……それすらわからないまま続けていても意味が無いんじゃないかって思うと、勉強にも集中できなくて……」

　胸の中に溜たまっていた悪い空気を全て吐き出すかのように、私は銀子ちゃんにそこまで一気に語った。銀子ちゃんは無言でそれを聞いてくれている。

　私を焦らせるのは『勝てない』という事実の他にもう一つあった。

　あいちゃんだ。

　竜王に才能を見出され、私が七年かけて上って来た道のりをあっというまに駆け上がってきた小学生の女の子。

　彼女の存在に、才能に……私は明らかに嫉妬しっとし、苛いら立だっていた。

「私の将棋をどう思う？　どうして勝てなくなったと思う？　私と……」

　ごくりと音を立てて唾を飲み込んでから、胸の奥に溜まっていた黒くて醜みにくい感情を吐き出すかのように、言う。

「私とあいちゃんと、何が違うと思う？　それを教えて欲しいの」

「……」

　銀子ちゃんは答えない。ただ、つらそうに少し俯うつむいた。

　その表情だけで答えの半分以上は理解できた。

　けれど弱い私は、はっきり言ってもらわないとわからない。『もしかしたら自分にも才能があるんじゃ？』という、根拠のない願望にすがりついてしまう。だから──

「言って。銀子ちゃん」

「桂香さん……」

「言って。正直に」

「……」

　銀子ちゃんは泣きそうな顔をする。

　けれど私の気持ちが変わらないことを悟さとると、真っ直ぐ目を合わせてこう言った。

「明らかに弱くなってる」


「っ……！」



「自分でもわかってるでしょ？　桂香さんの将棋には芯しんがない。定跡や流行を表面的になぞるだけの、中身のない将棋。自分で考えず他人の意見を丸暗記するだけだから、定跡から一手でも外れると何もできない。だから全然こわくないし、積み上げたものがないから強くもならない。知識はないけど伸び伸び指してた二十歳くらいの頃の方が強かった」


「…………」



　覚悟していたはずなのに……目め頭がしらがジンと熱くなるのを感じる。

　一番痛いところを一撃で突かれた。そんな気持ちだった。

「あの小童こわっぱは定跡の知識はない。けど、だからこそ全部自分で考えてる。だからこそ一手一手が輝いてる。一手指すごとに経験を積み、強くなっていく」

「……わかってるわ」

「桂香さん……」

「わかってたわよ。自分の将棋が、他人のマネをしているだけだっていうことは……私の将棋が、着せ替え人形だっていうことは……」

　噓だ。

　薄々気づいてはいたけど、その事実から目を逸そらし続けていた。それを『わかっていた』とは言わない。

　けどこうでも言わないと、ちっぽけな支えプライドすらなくなって、私の心は折れてしまう。

「あと一年……ううん。半年後、私はもうあいちゃんの影も踏めなくなってる。それはわかってるの」

　同じ研修生でも才能が全然違う。

　周囲の反応を見ればわかる。あいちゃんと天衣あいちゃんに対する期待の大きさが。才能のない私だって、棋譜を見れば二人の才能が凄いことくらいはわかる。

「それでもまだ、今なら勝てるわ。序盤でリードを保って、ミスをせずに最後まで指し切ることができれば──」

「無理よ」


「ッ……！」



「今の桂香さんの将棋で、それは無理。少しくらい序盤で優位に立っても、終盤で絶対に追い抜かれてしまうから」

「そこまで……？」

　そこまで、私は弱くなってるの？

　そこまで……あいちゃんは強くなっているの？


「そっか…………もう、そこまで……腐っちゃってたんだ。私の将棋は……」



「……」

「銀子ちゃん。もう一つお願いしていい？」

「なに？」

「私と研究会をしてほしいの」

　研究会は仲良しクラブじゃない。

　棋士の関係はギブアンドテイクでしか成り立たない。一方的に施ほどこされる関係は歪いびつで醜く、清せい浄じょうな将棋の世界でそんな関係は許されない。

　それでも私は、この時それを求めた。

「お願い銀子ちゃん。……いいえ、空そら先生」

　畳に手を突いて頭を下げる。

　今まで妹のように接してきた少女を初めて『先生』と呼んだ。

「一ヶ月でいいの。一ヶ月間だけ、先生の時間を私にください。そうしてくれたら私は、残りの一生をかけて、先生に尽くしますから──」

「やめて！」

　銀子ちゃんは泣きそうな顔で私の言葉を遮る。

「やめてよ……どうしてそんなこと言うの？　桂香さんのためだったら私は何でもするよ？　そんなの当たり前なのに、どうしてそんな言い方をするの!?」


「…………ありがとう銀子ちゃん。ごめんなさい……」



　こういう頼み方をすれば、きっとこの子は断らない。そんな汚い打だ算さんから出たパフォーマンスだった。

　どうしてこうなってしまったんだろう？

　汚れてしまった我が身を振り返り、夢と現実のあまりの乖かい離りに、私は苦笑すら浮かべていた。




　こんな自分になりたいなんて夢見たことは、一度だってありはしないのに。
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　そんなわけで『ゴキゲンの湯』での振ふり飛び車しゃ修業が始まった。

「竜りゅう王おう！　こっちコーヒー牛乳な！」

「早く指導入れよ竜王！」

「はいはーい！　ただいまよろこんでー」

　道場では早々に『竜王』というアダ名（？）を頂ちょう戴だいし縦横無尽じゅうおうむじんにコキ使われた。

　この店に集まるお客さんは全員が全員ゴリゴリの振り飛車党であり、居い飛び車しゃ党のタイトル保持者ホルダーなど憎ぞう悪おと侮ぶ蔑べつの対象でしかない。完全アウェーだ。

　将棋界で絶大な人気を誇るあの名人ですら、

「うちの巨匠せんせいの棋き界かい制覇を邪じゃ魔まする悪の親玉」

「居飛車党のくせに振り飛車も指す最新戦法つまみ食い野郎」

「振り飛車党より振り飛車の勝率が高い鬼き畜ちく」

　と、散々な言われようであった。ラスボス扱いである。

　とはいえ普段から生石おいしさんの指導を受けてるお客さんだけあって、どなたも非常に鍛きたえの入った振り飛車党だ。他の道場とは捌さばきの冴さえがまるで違う。

　実のところタイトル保持者はあんまり指導対局とかしちゃいけないんだが、このお店は経営してる当の本人がタイトル保持者だし客筋がしっかりしてるので俺も気兼ねなく平手でどんどん将棋を指した。

　県代表クラスの人もゴロゴロいて、アマチュアで大流行中の中なか飛び車しゃ左ひだり穴熊あなぐまなんかはプロより研究が進んでるくらいである。勉強になるなぁ。

　何より心の底から振り飛車が、特に中飛車が大好きだってのが指し手から伝わってくる。そういう将棋は指してて気持ちが上向く。ゴキゲンになる。

　自分には無い発想に触れていると不思議なことに振り飛車はもちろん居飛車の新しい手なんかも浮かんできて、俺は可能な限り道場でお客さんと将棋を指した。最近また負けが込んでて週休七日とか普通だからいくらでもシフト入れちゃうぜ（泣）。

「いらっしゃいませー。あっ、下駄箱の鍵はこちらでお預かりしますー」

　銭湯の営業時間ともなれば一階の番台にも立つ。

　基本的に生石さんは釜のほうを見ており、番台に立つことはない。

「俺はボイラー技士の資格を持ってる世界で唯一のＡ級棋士きしだからさ」

　それが生石さんの決め台詞ぜりふだった。わけがわからんが生石△さんカッケー。

　そんなことよりも番台である。

『番台』。それは……男の夢！

　俺は子供の頃からプロ棋士になることしか考えず今まで将棋一本で生きてきたけど、そんな俺ですら小学校の頃の作文『将来の夢』で、

『ぼくのしょうらいのゆめは将棋のプロです。そしていつか名人になりたいです。でもそれがダメだったら銭湯の番台に立ちたいです。理由は、女の人のはだかが見ほうだいだからです』

　と書いて師匠ししょうに絶賛され、姉あね弟子でしに口を利いてもらえなくなった。

「その夢が……遂に……!!」

　初めて番台に立った日、俺はひっそりと涙した。プロになった時も流さなかった涙を……。

　そんな歓喜の涙は、しかしすぐに悲しみの涙へと変わった。

「……師匠？　いま、いやらしい目でお客さんを見てませんでした？」

「ッ!!　そ、そんなことない……ぞ？」

「……ちゃんと見てますからね」

　弟子が監視してるのである。

　あいは小学校が終わるとすぐこっちに来てテキパキと銭湯の仕事をこなす。さすが温泉旅館の一人娘だけあって水回りの仕事は完璧だ。清滝きよたき師匠の道場でもお手伝いをしていたため道場の雑用も器用にこなす。俺の監視も抜かりない。こわい。

　夜になると、学校指定の体操着にショートパンツという服装の飛鳥あすかちゃんが自分の家なのに申し訳なさそうな様子で銭湯に顔を出す。

「お、おつかれさまです……番台、替わります……」

「ああ、うん。お願いします」

「あの……あいちゃんと一緒に少し休んで……ご飯、作ってきたから……」

　高校生の飛鳥ちゃんは学校から帰ってくるとまず家事をこなして、それが終わるとすぐ番台に入ってくれる。梅うめ田だ辺りで遊んでるギャルとは一線を画かくす、本当にいい子だ。

「あ、あの……夕食……こんなのしか、作れないけど……」

　そんな飛鳥ちゃんが作ってくれた料理を見て俺は歓声を上げた。

「お！『とん平ぺい焼き』じゃん！」

「とんぺーやきー？」

　聞き慣れない食べ物の名前に、あいは首を傾かしげる。

「お好み焼きの従兄弟いとこみたいなもんだよ。豚肉と野菜を炒めたものをオムライスみたいに卵で包むんだけど、味付けはソースとか青のりとかカツオ節とかでやるんだ」

「そんな料理があるんですか!?　大阪おおさかすごいです！」

「と、とん平焼きって……日本中にあるんじゃ……ないんだ……！」

　飛鳥ちゃんは衝撃を受けていた。関西ローカルです。

　さっそく弟子と二人でアツアツのとん平焼きをいただくと──

「ッ!?　こ、これ……ものすごくおいしいですよ!?」

　あいは初めて食べる料理の味に衝撃を受けている。

「味はお好み焼きみたいだけど……食感がぜんぜんちがいます！　卵がふんわりトロトロしてて、でもガッツリ食べられて……こんなのずるいです！　さいこーです！」

「それな。オムライスみたいだけど、味にパンチが利いてて満足感があるんだよな」

「ふわとろー♪」

　あいはとん平焼きをすごく気に入ったようだ。

「桂けい香かさんのお好み焼きもおいしいけど、飛鳥さんのとんぺーやきもちょーおいしいです!!」

「……そうだな」

　桂香さんのお好み焼き……食べたいなぁ……。

　あの電話以来、桂香さんとは未いまだに話せていない。

　もちろんずっと気になってる……けど、原因が原因だけに俺やあいが声をかけるのは逆効果になりかねない。何かいい切っ掛けがあればとは思うんだけど……。

　一人で悩む俺をよそに、あいと飛鳥ちゃんは仲良く会話していた。

「飛鳥さん飛鳥さん！　とんぺーやきの作り方を教えてください！」

「い、いいけど……あいちゃん、料理もできるの……？　まだ小学四年生なのに……？」

「はい！　今度はわたしが金沢かなざわカレーをごちそうしますね！」

「お……美味おいしそう、だね……」

　それ美味うますぎて死ぬから（実話）。

「あ、あいちゃんは……すごいね。料理も銭湯の仕事も……それに、将棋もできて……」

「飛鳥さんのほうがすごいですよー。こんなにおいしいとんぺーやきを作れるんですから」

「こ、こんなの……誰でも作れるから……」

　自嘲じちょう気味に言うと、飛鳥ちゃんは目の前の小学生に羨望せんぼうの眼まな差ざしを向けつつ、

「私も……頑張れば、あいちゃんみたいになれるかな……？」

「逆ですよ！　わたしが飛鳥さんにいろいろ教えてもらわないと」


「わ、私なんて……ぜんぜんだよ…………ぜんぜん……」



「そんなことないですよ？　飛鳥さんがぜんぜんだったら、うちの師匠なんか女のお客さんをエッチな目で見ることしかできない本物の役立たずですよ？」

　あれ？　あいちゃん怒ってる？

　どうも話が不穏な方へ行きそうだったので、俺は慌てて別方向へと誘導した。

「あ、飛鳥ちゃんは部活とか入ってないの？　たまには友達と遊んだりしたいでしょ？」


「あ、あの……私は…………そういうのは、苦手で……」



　飛鳥ちゃんはそう言うと、顔を真っ赤にして俯うつむいて、


「わ、私の…………したいこと……は……」



「したいことは？」


「え、えっと……し、したいことは…………し、し……し……」



　し？


「あ、あのっ！　……………………………………なんでもない、です……」



　飛鳥ちゃんは前髪を両手でぱさぱさして前に落とし、顔を隠してしまった。




《捌きの巨匠マエストロ》による振り飛車の指導は、銭湯や道場での仕事の合間を縫って、巨匠の興きょうが乗ったタイミングで突発的に行われた。

「面倒だ。二人同時にかかって来な」

「「はいっ！」」

　俺とあいは揃って頭を下げると、初々しい振り飛車で生石さんに挑む。

　プロが二面指しされるってのは屈辱でしかない。最初は俺もカチンと来たし、事前に振り飛車を指す準備を重ねていたこともあってギャフンと言わせてやるつもりだった。

　が、ギャフンと言わされたのは俺の方だった。

「ま……全く刃が立たない……」

「当たり前だ。こちとら熱い風呂しか売りもんがない銭湯の振り飛車だからな。オールラウンダーとか抜かすスーパー銭湯の振り飛車に負けるわけにはいかん」

　よくわからんが生石△。

　二面指しでどれだけ挑んでも、俺は巨匠に一発も入れることができなかった。実戦でボコボコにされ、感想戦ではさらにボコボコにされた。

「定跡じょうせきに頼るな！　指先から溢あふれ出る感情を盤上で表現するのが振り飛車だ！　ゴキゲン中飛車はジャズのフィーリングなんだ！　考えるな！　感じろッ!!」

　ダメ出し。

「角を守るな角を！　角なんて駒はな、振り飛車党にとっては狙われるだけの存在で邪魔以外の何者でもないんだよ！　そんなもんさっさと捌いて相手にくれてやれ!!」

　ダメ出し。

「重いんだよ攻めが！　もっと軽く捌け！　駒損こまぞんなんて気にすんな！　駒を取らせるだけ取らせて自分の囲いがボロボロになって、その代わりに相手の玉を寄せるのが究極の捌きだ!!」

　ダメ出し。

「温ぬるい！　もっと熱く！　肌が痺しびれるほど熱い振り飛車を指せ！　お前ら何のために風呂屋で修業してるんだッ!!　熱湯で頭洗って出直してこいッッ!!」

　そんでまたダメ出し。

　俺とてプロ棋士。それも史上最年少でタイトルを獲ったほどの男だ。

　振り飛車の定跡もほとんど全て頭に入っている。

　だがその俺でも振り飛車の命である『捌き』の感覚を摑つかむことは容易ではなく、怒鳴られっぱなしの日々が続いた……。

　そんな調子で、週末になると泊まりがけで働くことに。

「捌きの極意を会得するために最も必要な訓練……それは浴槽の掃除だ！」

「……うさんくせー」

「つべこべ言うな八や一いち。俺はこうして強くなったんだ。タイルを磨みがくモップの捌き方が振り飛車の捌きに通じるんだよ」

　うさんくさい……でも巨匠と会話できる貴重な時間なのも確かだ。

　お客さんがいなくなって湯を抜いた浴槽をみんなでゴシゴシ洗いながら、俺と生石さんは口頭で研究会を行った。

　互いに符号だけで会話していると、俺達のやり取りを聞いてた飛鳥ちゃんが、会話の切れ目にポツリと言う。


「あ、あの…………すごい……ですね……」



「え？」

「あの……見ないで、将棋を……」

「ああ、脳内将棋盤のこと？　そんな特別なことでもないよ。あいもできるよな？」

「はーい！」

　自分の身長くらいあるモップを誰よりも上手に扱っていたあいは手を休めることなく元気に返事してきた。まさに水を得た魚だ。

　飛鳥ちゃんはそんなあいにも尊敬の眼差しを向けつつ、


「あの…………どんなふうに、見えるんですか？　その……」



「脳内将棋盤が？　うーん、人それぞれっていうけどね。夢と同じでカラーだったりモノクロだったり。生石さんはどんな感じです？」

「俺は現実の盤とほぼ同じで、背景も映るなぁ。ただ、ところどころボヤけてる。一度に盤面全体は見えない。お前は？」

「俺もカラーですけど、駒は黒い文字だけです。最初は全体が見えて、競り合いになると四分割くらいの部分図になって……それが入れ替わる感じですかね」

　ちなみにこれ、姉弟子にも聞いたことがあって、《浪速なにわの白雪姫》の頭の中にある将棋盤ってのは、

『盤は黒くてぼんやりしてて、駒もなんか暗くてぼやっとしてるけど、何かが高速で動いてるのはわかる感じ』

　らしい。なんかこわい。

「あ、あいちゃん……は？」


「わたしはー……んー…………っと、詰将棋の図面と同じです。線と文字だけで、白黒です。けっこうはっきり見えます。小さいですけど全体が見えます」



「なるほど。あいは詰将棋で将棋を覚えたから」

「だとすると、自分が一番長く見てきた盤が再現されるっぽいな」

　生石さんが結論づける。じゃあ何か黒くてぼんやりしてるものを脳内に置いている姉弟子はいったい……？

「ま、まあ脳内将棋盤の形状が将棋の強さに直結するわけでもないですしね。高価な盤だろうが線だけだろうが将棋盤は将棋盤なわけで。誰もが一面、自分の頭に将棋盤を置いて──」

「一面？　六面ありますよ？」

　あいの言葉に他の三人がギョッとした。

「それから、師匠がおうちで研究用に使ってる七寸盤があります。あと連盟道場の盤が二面並んでて、ポケットの中にはスマホで表示される盤もあって……あっ！　あとタブレットもありました！　だからえーと、ぜんぶで……」

　あいは指折り数えながら、

「白黒が六面と、タブレットと、スマホと、師匠の七寸盤と、道場の盤が二つだから……ぜんぶで十一面ですね！」

「「じゅっ」」

　十　一　面　で　す　と　？

「そ……それが、一度に浮かぶのかい……？」

　生石さんが娘にそっくりな震え声で尋ねる。

「ぜんぶいっぺんにはちょっと難しいです。移動しないといけないから……」

　あいの話を詳しく聞いていくと──

　どうやら白黒の六面以外は他の部屋にあって、けどそれぞれの部屋は一瞬で行き来することができ、あとスマホはポケットに入ってるらしい。

　何だ、ポケットって……。

「でも白黒の六面はいっぺんに浮かびますよ？　みんなそうじゃないんですか？」

　みんなそうじゃねーよ。

　俺と生石さんと飛鳥ちゃんが一斉に心の中で突っ込む。空恐そらおそろしくて声にならなかった。

「じゃあ……ちょっと実験してみます？」

「そ、そうだな……」

　俺と生石さんが三面ずつ持って、あいと目隠し六面指しをやってみた。

　俺達の頭の中の将棋盤は一つ。

　でも暗記してる定跡を駆使すれば目隠しでの多面指しは可能だ。

　しかしこれは足りない二面分を無理やり暗記しているわけで、脳にかなり負荷がかかる。脳内将棋盤の無い人が目隠し将棋をするのと同じようなものだろう。

　だが……。

「えーと、一つ目は１二香で、二つ目はー……６八金上あがる、んで三つ目は３六飛……で、大丈夫だよね？　反則してないよね？」

「俺は、うう……一つ目が５五歩ふ。ふ、二つ目がー……５一飛。み、三つ目は……三つ目は、６一歩でどうだ!?」

「師匠の一つ目は６八銀、二つ目は７三銀、三つ目は４二金。生石先生の一つ目は同歩、二つ目は同飛成なる。それで三つ目ですけど……先生それたぶん歩の枚数を間違えてらっしゃいます。二歩になっちゃいますよ？」


「「…………」」



　プロの二人は中盤から終盤にかけてうんうん唸うなりながらやってるのに、あいはケロッとした顔で六面分の駒を動かしている。全く負荷を感じている様子が無かった。ただそこにあるものを普通に見てるだけ、といった感じだ。

　一手進めるごとに青ざめながら、生石さんは俺に耳打ちする。

「……おい八一。この子……ヤバくないか？」

「……俺も改めてそう思いますわ……」

　うちの弟子は……俺が想像していた以上にとんでもない子かもしれない。

　想像していたよりも、かなり……遙はるかに……。


「………………羨うらやましい……」



　誰かがポツリと漏らしたその言葉は、広い浴場にいつまでも反響していた。
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「脳内将棋盤？」

「そう。どんなふうに見える？」

　銀ぎん子こちゃんの問い掛けに、私は目を閉じて意識を集中する。

「……ぼんやりとは見えるわ。一手動かすごとに、霞かすみが掛かるようにボヤけるけど……」

「そんなところよね。私も似たようなものだから」

　私の家──清滝家の二階にある子供部屋。

　かつて八一くんと銀子ちゃんが過ごし、今はあいちゃんが泊まる時に使うその部屋で、銀子ちゃんは泊まり込みで私に将棋を教えてくれている。

「脳内将棋盤の鮮明度は、自分が今どれだけ精確に読めるかのベンチマークになるわ。それは将棋の才能の指標しひょうでもある」

「強くても脳内将棋盤があまり鮮明じゃない人もいるっていうけど……」

「棋力が同じでも感覚が違う。例えばスポーツでも、フォームがバラバラですごい記録を出せる選手と、きっちりフォームが固まってる選手とでは、記録が同じでもポテンシャルは全然違って見えるでしょ？　それと同じことが将棋でもあるの」

　銀子ちゃんはそこまで一気に言ってから、ふっ……と溜ため息を吐ついてこう続けた。

「……男性と女性だと、同じくらいの棋力でも感覚が違うと思う時がある」

「感覚？」

「説明は難しいけど……指していて、手の見え方がまるで違うと感じるの。遙か以前に一手差を読み切ってるから『ここで!?』っていう局面で防御を手抜いてスピード勝負の斬り合いを挑んでくる。女流棋士だと読み切れずに適当に指してくるけど若い奨励会員にはそれがない」

　現在、奨励会に所属している女性は銀子ちゃんの他に数名。

　その中でも有段者は銀子ちゃんだけ。

　その銀子ちゃんが、自分と同じ棋力の人間でも、男だと感覚が違うと言う。

　つまり、才能が。

「奨励会の二段とか三段のクラスになると、見えてる物がたぶん違うから」

「違う？　どう違うの？」

「駒の動きが見えてる」

「誰だって見えると思うけど……？」

「私達は、駒の位置を見て、そこから読んで動きを確かめる。でも若い男のプロや奨励会高段者は、読まなくても動きを摑むことができる。感覚として駒の利きが見えてるの」

「……ごめんなさい銀子ちゃん。何を言ってるのか──」

「あいつらは将棋星人なの」

「？？？」

「私達は地球人。目で見て、それで考えるしかない。でもあいつらは目で見る以外の情報を盤面から得てる。別の感覚器官を持ってる。だから読みの速度と局面探索の深さが全く違う……というか、そもそも読んでない。見るだけでわかるから」


「…………」



　ゾッとした。

　最初は、銀子ちゃんがおかしくなってしまったと思った。奨励会で命を削って戦っているうちに、精神に変調を来きたす人は多い。

　でも次第に、彼女の言葉が理解できるようになると……今度は別の恐怖に襲われた。

　銀子ちゃんの言っていることが、全て事実だとしたら……？

　もし仮に、技術や経験といった差ではなく。

　生物として全く違うのだとしたら？

　だとしたら──そんなものには最初から追いつけるわけがないのだ。

「私を含めて、女流棋士で見えてる人間はいない……釈迦堂しゃかんどさんは芸術的な抑え込みや受け潰しを狙ってくるけど、感覚の違いは感じなかった。万智まちさんもそっちのタイプ。速度自慢の月つき夜よ見み坂ざか燎りょうはそもそも速度で私に勝ててないから論外」

　並べられる名前の凄すさまじさに圧倒されて声も出ない。

《エターナルクイーン》こと釈迦堂里奈りな『女流名跡みょうせき』。

《嬲なぶり殺しの万智》こと供御飯くぐい万智『山城やましろ桜おう花か』。

《攻める大天使》こと月夜見坂燎『女流玉将』。

　三人とも現役の女流タイトル保持者であり、過去の歴史を振り返っても最強の女将棋指しだろう。

　そしてその全員が、銀子ちゃんには一度も勝てていないのだ。

「けど……祭神さいのかみ雷いか。あいつだけは異様な感覚を持っていた。あれは見えてるのかもしれない。それから……」

「……あいちゃん、ね？」

「……」

　銀子ちゃんは無言。けれどそれは肯定こうていだった。

《捌きのイカヅチ》こと祭神雷『女流帝てい位い』は、早指しのテレビ棋戦でプロ棋士にも勝ったことがあるほどの人だ。まだ女子高生だけど、才能だけなら銀子ちゃんを超えているかもしれないと噂うわさされるまでの存在だった。

　そんな天才と肩を並べるほどの才能。

　そこまでのものなの？　あいちゃんの才能って……。

「とにかく、私達は将棋星人とは違う。だからあいつらの研究や勉強方法を真似まねたりしてもダメなの」

　銀子ちゃんは肩をすくめて言う。

「あいつらの最新研究は、私達にとっては有害。いくらそれが最新で最善の研究だったとしても使いこなせないなら悪手あくしゅと同じでしょ？」

「……銀子ちゃんでも？」

「当然。私は将棋星人じゃないから」

「けど……それは謙遜けんそんしすぎじゃない？　現に銀子ちゃんは十四歳で奨励会二段にまでなってるんだし、才能に差は無いはずよ？」

「私は将棋星人に育てられた地球人。同じ言葉は話すことができても、やっぱり持って生まれたものが違うの」

「でも、その……将棋星人？　に、勝つことだってあるでしょ？」

「プロ棋士でも、ベテラン棋士なら私にも感覚的に共感できる部分が出てくる。抑え込んだり受け潰したりしてくるから……それで若手に勝つこともあるから、私はそれを参考にしてる」

「経験で勝つっていうこと？」

「それと研究。研究がなければ絶対に勝てない」

　え？　でもさっきは……。

「研究は使えないんじゃないの？」

「他人の研究はね。私が言ってるのは自分で研究した結果。他人の研究を借りるんじゃなくて自分自身の頭で相手を研究するの。それ自体がトレーニングにもなるから」

「自分自身の頭で……」

「将棋星人は感覚で攻めてくるけど、感覚に頼りすぎてる分、こっちの研究に嵌はまりやすい。驕おごりもあるし。だからその隙を突く」

「序盤で優位に立って、そのまま受け潰せばいいわけ？」

「それに近いけど、受けるのは危険……理想としては最初から最後まで攻め続けるのがいい。気持ちの上でも楽だし」

「それができれば確かに理想なんでしょうけど……」

　要するに相手に何もさせず圧勝するということだ。そんなことが私にできるんだろうか。

「で？　何をしたらいいの？」

「まずは実戦。それもなるべく研修会と同じ条件でやるのが望ましいと思う。十秒将棋とかは感覚を磨くものだから。そうじゃなくて、時間をじっくり使って、自分で考える癖をまずつけることが大事」

「なるほどね……」

　私はとにかく数をこなそうと短時間のＶＳブイエスやネット将棋を主にやってきた。

　けれどそれではダメだったのだ。

「終盤に向けて時間を残すのも大事だけど、持ち時間を使い切る訓練はもっと大切。そもそも考える材料がないと時間は使えないし。とにかく自分で考える癖をつけて。どんな時でも」

「考える……うん。わかりました」

「あとは対局相手の棋譜並べは大前提として、自分に似た棋き風ふうの高段者の棋譜を並べるのもいいと思う。考える材料をもらえるから」

「詰将棋とかは？　あいちゃんみたいに難解なものを解けば、終盤力が──」

「詰将棋は有用。けど、長ちょう手て数すうのものは実戦には出てこないから、短たん手て数すうのものを繰り返し解くくらいでいい。実戦で使えないことをやってるような無駄な時間は無いから」

「……」

「一日の勉強を終えて、最後の最後、疲れた頭で五手詰めを解く練習を繰り返す。終盤の訓練はこれだけでいいと思う」

　私の勉強法が次々と否定されていく。

　それは私がこれまで費やしてきた膨大な時間が『無駄』と切り捨てられているわけで、究極的には私の人生の否定だ。しかもその全てに説得力があった。

　けど──

「あの……一つ、いいかしら？」

「なに？」

「銀子ちゃんと八一くんは、将棋の修業を本格的に始めてからほとんど同じことをしてきたでしょ？　同じ環境で過ごしてきて、誰よりもお互いと多く将棋を指して……しかも最初は銀子ちゃんの方が強かったじゃない？」

「そうね」

「それなのに、なぜ……？」

　なぜ────差がついてしまったの？　差がついたと思うの？

　どれだけ努力しても、同じように努力しても、報われる人とそうでない人がいる。なぜそうなるのかを教えて欲しかった。

　仮に自分の努力が報われないのだとしても、その理由さえわからないのだとしたら……あまりにも残酷すぎる。

「……八一は史上四番目の速度でプロになった。現行の三段リーグ制で初めての中学生棋士でもある。そして史上最年少で、最高位のタイトルを獲った。竜王を……」

「……」

「八一の才能は間違いなく、将棋の歴史の中で五本の指に入る。将棋の星の王子様。それが九く頭ず竜りゅう八一竜王。私の弟弟子」

　才能。やっぱりそうなのか。

　それが分けているのか。報われる者とそうでない者とを。

「私は、女の将棋指しでは一番強いかもしれない。でも、仮にそうだったとしても……男も合わせたら千番にも届かない程度の才能でしかないの」

　銀子ちゃんの言葉には、謙遜も誇張こちょうも無い。極めて正確な認識だと思った。

　まだ十四歳の女の子だ。

　普通なら……自分はお姫さまになれると信じていたり、凄い才能を持っているんじゃないかと信じていたり……そんな夢を見ていられる年齢だろう。

　少なくとも十四歳の頃の私は、根拠のない自信を持ち、明るい夢だけを見ていた。

　けれどこの子は、果てしない努力の末に『自分は才能がない』という絶望的な答えを見つけ、それを受け容いれている。

　受け容れ、絶望し……それでも戦い続けている。

　どうしてあなたはそんなにも強いの？　私はそう問い掛けていた。どうしたらそんなに強くなれるの？

「……将棋星人が棲すむ星はすごく遠くて、その星の空気は地球人にとって毒。行けばきっと、死んでしまう。でも──」

　窓の外に浮かぶ星々を見上げて、銀子ちゃんはポツリと言った。

「私もその星に行きたい」

「どうして？」

「……悔しいから」

　──本当はもっと別の理由なんじゃないの？

　──本当はただ、好きな人と同じ場所に立って、同じ景色を見たいからなんじゃないの？

　そう言いかけ、私は言葉を飲み込んだ。

　夕闇に浮かぶ星々へ、切ないまでの憧れを向ける銀子ちゃんの横顔を見れば……それは聞くまでもないことだから。









[image: ]　　年齢制限






「今日は研究会とか無理だから」

　日曜の朝。研究会をしてもらうために休日返上で弟子と一緒に馬車ばしゃ馬うまみたいに働いたのに研究会を断られてしまってびっくり。

「ど、どうしてですか!?　……はっ！　ま、まさか……仕事中にコッソリ牛乳を飲んだり小さくなった石鹼せっけんを家に持って帰ったりしたのがバレてたとか!?」

「お前そんなことしてたのか？　バイト代から引いとくからな？」

　バイト代もらってません。

「でもホントどうしてです？　何か他に予定が？　飛鳥ちゃんの授業参観とか？」

「研究会があるんだ」

「は？　……え？　はぁ!?　研究会ぃ!?」

「ああ。奨励会員と」

「奨励会員とぉ!?」

「そんなに驚くことでもないだろ」

「いや、でも……生石さんは研究会とかやらない人だって……」

「確かに昔は俺も尖とがってたからよく言ってたよ。『プロが他人と情報を共有して何になるんだ、研究は自分一人でやってこそプロだろ』ってさ。フッ……若かったな」

「いやいや！　だったら俺にも手伝いとかさせずに研究会だけやってくださいよ！」

「奨励会員の柔軟な発想は刺激になるからさ」

「……竜王の発想は刺激にならないって意味ッスかねぇ？」

　巨匠は答えず、ただ鼻で笑いやがった。くっ……。

「俺と一緒に研究してる子はな、そりゃあすげえ研究家だぜ？　この俺が引くくらいのな」

「そ、そんなに……？」

　生石さんがそこまで言うような奨励会員が関西にいただろうか？　わざわざ研究会を開くくらいだから関東の奨励会員という線も……？

　ゴキゲン中飛車対策の『超速！　[image: ]３七銀』を開発したのが奨励会員だったように、今はプロでも奨励会の情報をフォローしとかないと怖くて将棋指せない時代だ。孤高を保つ《捌きの巨匠》も例外じゃないってことか……。

「だから今日は相手してやれないんだ。こっちは母おも屋やでやるから、お前らは風呂も道場も好きに使ってくれていい。悪いが勝手にやっててくれや」




　そんなわけで久しぶりに俺が自分で弟子の稽けい古こをつけることになったんだけど──

「「おじゃましまーす!!」」

　銭湯の入り口にはお風呂セットを抱えたＪＳが四人、ちょこんと整列していた。

　いつも元気な水越みずこし澪みおちゃん（小四）。

　おしとかやな貞任さだとう綾あや乃のちゃん（小四）。

　俺の一番弟子、雛鶴ひなつるあい（小四）。

　そして……金髪の天使、シャルロット・イゾアールちゃん（小一）。

「いらっしゃいみんな。先にお風呂にする？　それとも将棋にする？」

「「将棋ぃー!!」」

　出迎えた俺の問い掛けに気持ちのいい返事が。みんな将棋大好きなのだ。

「しゃうね!?　おっきなおふりょね!?　はじめてはいうよー!?」

　シャルちゃんは興奮して、お風呂に入る前からほっぺが赤い。腰が抜けるほどかわゆいです。

　さっそくみんなを二階の道場に案内すると、あいが得意げに説明した。

「ここの道場はお客さんがみんな振り飛車を指すんだよ！」

「ほんとです！　しかも中飛車ばっかりです！」

　純粋振り飛車党の綾乃ちゃんは眼鏡めがねの奥の大きな瞳をキラキラさせている。

「中飛車ぁ？　だったら澪も研究中の振り飛車穴熊ふりあなで勝負だよ！」

　小さなオールラウンダーの澪ちゃんも腕まくりだ。

　相変わらず元気がいい……けど、穴熊？

「澪ちゃんが穴熊って珍しいね？　うちの弟子みたいに、あんまり囲わずにガンガン攻めるのが好きだったでしょ？」

「あ、はい。そうなんですけど、最近ちょっと研修会でも調子が上がらなくて……攻めてるばっかじゃダメだから、防御もしっかりしようかなって！」

「あー……それわかる」

　研修生でも竜王でも悩みは同じだ。わかる……。

「普段と違う環境だからこそ色々と試してみるのもいいかもね。じゃあ始めようか！」

　さっそくみんなの手合いカードを作って道場に放流。

　ＪＳ研のみんなはシャルちゃんを除いて関西研修会で揉もまれてる。レベルの高いこの道場でも決して負けてないし、何よりここのお客さん以上に楽しそうに将棋を指す。

　そんな中でも特に輝いてたのは──

「やっぱり綾乃ちゃんが一番だね！　今の捌きはすごく綺き麗れいだったよ」

「そ、そんなことないです！　うちなんて……そんな……」

「いやいや大したもんだって。俺よりぜんぜん筋がいいよ」

「あ……ありがとうございます、です……♡」

　謙遜しつつも、綾乃ちゃんは口の端がむにむにと上を向こうとする。それを必死に抑えようとしてるのが、見てて超かわいい。こっちも思わず表情が緩む。

「……だらぶち」

　どこかから弟子の声が聞こえてきて、思わず表情が引きつる。

「さあさあ！　澪の中飛車左穴熊の相手になるやつはどいつだー!?」

　流行の戦法を積極的に試しつつ気勢を上げる澪ちゃん。

　この子は本当にいつも明るくて元気いっぱいだ。

　性格のそれぞれ違うＪＳ研のみんなが仲良くしていられるのも澪ちゃんが中心にいてくれるからだし、あいがすぐに大阪に馴染なじめたのも澪ちゃんのおかげ。

　この子が将棋のことで悩んでるなら力になってあげたい……その前に自分を何とかしろよって話ですが。

　そんな澪ちゃんと対局しているシャルちゃんの可愛さは────人類を超越していた。

　小さなお手々で大きな飛車を摑み、王様の前にぺたんと置くと、にっこりしながら言う。

「なぁぴちゃ」

「違うよ。中飛車」

「なぁぴちゃー」

　にこにこと舌っ足らずにそう繰り返すシャルちゃん。澪ちゃんが自分の口元を指で示しながら辛抱強く修正する。

「『ぴちゃ』じゃなくて『びしゃ』だよー。な・か・び・しゃ！」

「なぅあ……ぴたー？」

「な！　か！　び！　しゃ!!」

「なぁぴちゃ」

「うん！　もうそれでいいや！」

「ぴちゃー♡」

　もうやだこれ癒いやされすぎるこの空間……。




　数時間後。


「ふぁぁー……指したねぇ！」



「もう中飛車はお腹いっぱいです……」

「みんなよく頑張ったね。特別に一番風呂に入れてあげよう！」

「「わーいおふろー！」」

　ＪＳ達は大喜び。営業開始前なので、短い時間だけど貸し切りだ。

　開店準備をしていた飛鳥ちゃんは初めて会う小学生に赤面しつつも、快こころよくみんなを女湯へ案内してくれた。

「さて……俺も今のうちに入っとくか」

　一人で男湯の脱衣場に入り、上着のボタンを外していると──

　とててて。

　そんなかわいい足音がして、誰かが脱衣場に入ってきた。

「ちちょー♡」

「ん？　シャルちゃんどうしたの？　ここは男湯だよ？　シャルちゃんは反対側のお風呂に入るんだよ？」

「あのねー？　しゃうねー？」

　天使はくいくいと俺のズボンを引っ張ると、

「しゃう、ちちょといっしょにおふりょはいぅよー？」


　…………え？



「シャルちゃん今、俺と一緒にお風呂に入るって言った？」

「はいりゅよー？」

「うん。だめだよー？」

　笑顔で即否定する俺に、シャルちゃんは本気で理解できないといった表情を浮かべる。

「なんでー？　しゃう、ちちょのおよめたんだぉー？」

「ま、まあ……それはそうなのだけれどもね？」

　俺は以前、シャルちゃんの弟子入りを断る口実として『お嫁さんにしてあげる』という秘技ひぎを繰り出した。

　もちろんそれはほぼ冗談なんだけど純粋じゅんすい無垢むくなシャルちゃんは俺の言葉をまるっと信じてしまっていて、何というか、こう……夫婦っぽいことを求めてくるのだ。

　確かにまあ……小さな女の子がお父さんとかと一緒に男湯に入るというのは割とよく見る光景ではあるんだが……。


「う、うーん…………六歳児かぁ…………六歳…………小一…………」



　長考。


「……………………ギリギリ、かなぁ？」



　確かに際どいけどシャルちゃんは普通の六歳児より幼い感じがするし小学生だけでお風呂に入れるのは危ない感じもするしフランス人だから日本の銭湯に慣れてないしだとしたらシャルちゃんだけでも俺が一緒にお風呂に入ってあげたほうがこの子のためにもいいかもしれな──

「いやいやいや！　よくないから！　絶対ダメだからッ!!」

　何を理論武装しようとしてるんだ俺は!?　六歳だろうがフランス人だろうが一緒に入るなんてそんなの許されるわけ──

「ああーっ！　シャルちゃんだけずるーい！」

　シャルちゃんを追いかけて男湯の脱衣場に突入してきた下着姿の澪ちゃんが、後ろに続くＪＳ達を振り返って叫んだ。

「だったら澪たちもくじゅるー先生と一緒に入りたいよー。ね？　あやのん？」


「う、うちは…………みんなに合わせるです……」



　綾乃ちゃんは真っ赤になってもじもじすると、眼鏡を外して、俯きがちにチラッと俺に流し目をくれた。

　そんな仕し種ぐさが妙に大人びて見える……いや待て竜王。正気に戻れ。この子は小学四年生、この子は小学四年生……。

　苦悩する俺を嘲あざ笑わらうかのように、ＪＳ達はどんどん攻めてくる。

「じゃ、多数決！　くじゅりゅー先生と一緒にお風呂に入りたい人は挙手！　はーい!!」

「しゃう、ちちょとはいりゅよー」


「…………ぃです」



「わ、わたしも師匠のお背中を流さないといけないから！　弟子として!!」

　シャルちゃんは万歳ばんざいするように両手を挙げ、綾乃ちゃんは真っ赤になって俯きながらコソッと片手を小さく挙げ、そしてあいは何やら理由を述べつつ断固とした表情で挙手。

　満場一致であった。

「おいおいおいおい！　ちょ、ちょっと待った！　そんなのダメに決まってるでしょ!?」

「えー？　なんでー？」

　澪ちゃんが口を尖らせる。他の子も程度の差こそあれ不満そうな表情だ。

「な、なんでって……みんなもう小学校に通ってるんだし……」

　返答に困ってわたわたと周囲に視線を散らした俺の目に飛鳥ちゃんの姿が飛び込んで来た瞬間、強力な助っ人の存在に気付いた。

『法律』である。

「あ……飛鳥ちゃん！　飛鳥ちゃーん!!」

　俺は番台に立っている法の番人に救いを求める。俺の理性がちょっとでも残ってるうちに早く法の力を!!

「飛鳥ちゃん！　さすがに小学生と混浴なんてダメだよね!?　年齢制限とかあるんだよね!?　法律で決まってるんだよね!?」


「あ、あの……………………無いんです……」



「はぇ？」

「公衆浴場法には、そういう年齢制限みたいな条文はなくて……普通は、各自治体の条例とかで決められているんですけど……」

　飛鳥ちゃんは赤面しつつも普段より流暢りゅうちょうに語り始める。

「東京とうきょうなら『公衆浴場の設置場所の配置及び衛生措置等の基準に関する条例』の第三条十一項で『十歳以上の男女を混浴させないこと。』と明記されていますし、京都きょうとなら六歳、滋賀しがなら七歳とそれぞれ決まりがあるんですけど……大阪には条例にもそういう決まりがなくて……」

「え？　……年齢制限がない？　本当に……？」

「は、はい。大阪の条例には銭湯での年齢制限は存在しないんです……」

　マジで!?　大阪おかしいだろ!?

「で、でも一応、基準はあって……府の健康医療部環境衛生課からは『おおむね十歳以上の男女を混浴させないこと』って指導されてます……」

「なら問題ないじゃん！　シャルちゃんは六歳で澪たちもまだ九歳だもん！　ばんざーい!!」

「「ばんざーい!!」」

　ＪＳ達は万歳した勢いに乗ってぽんぽん服を脱ぐ。おいおいおいおいおい!!

「ちょ、ちょっとみんな！　ダメだって！　男の人の前で裸になるなんて──」

　そこまで言いかけて、はたと気付く。

　ここで俺が目を逸そらすということは……逆に小学生の裸に欲情するド変態という証明になりはしまいか？　むしろ堂々と裸のお付き合いをしてこそ大人の男……？

　なわけないだろ！　大人の女性と混浴するより違法性高いって絶対!!

「飛鳥ちゃんこれ本当に合法なのぉ!?　俺、逮捕されたりしないの!?」


「ほ、本当です…………あと、その……同一世帯なら銭湯で混浴してもＯＫです……その、いわゆる『家族風呂』っていう、小さなお風呂でですけど……」



「えっ!?　それってつまり俺と桂香さんが一緒の家に住んでたらその家族風呂ってのに一緒に入っても大丈夫ってこと!?」

「は、はい……」

「今でも!?　十六歳と二五歳でも合法なの!?」

「は、はい……」


「うわーっ!!　どうして俺は師匠の家を出てしまったんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」



「あいを内弟子にするためですよ？」

　弟子がにっこりと笑顔を浮かべて、俺の腕をガッチリと摑んでいた。

　笑ってるのになんかこわい。

「あー！　ちょっとあいちゃん!?　どうして一人だけ抜ぬけ駆がけしようとしてるの!?」

「ぬ、抜け駆けなんてしてないもん！」

「澪もくじゅりゅー先生の背中を流すんだから！　あやのんだって洗いたいよね!?　くじゅるー先生の背中！　いつもお世話になってるお礼に！」


「う、うちは…………九頭竜先生なら、どこを洗えと言われても……」



　綾乃ちゃんも何だか不穏な発言をしている。

　一方、シャルちゃんは飛鳥ちゃんのショートパンツをくいくいと引っ張って、

「ねーねー？　しゃうはおよめたんだからだいじょーぶー？」


「う、うん…………けど、六歳の子をお嫁さんにするのは……問題かも……」



「おー？」

　なぞなぞでも出されたかのように首を傾かしげるシャルちゃん。

　……結局、合法だろうと何だろうと『竜王が内弟子の小学生とそのお友達を研究会と称して銭湯に集めて一緒にお風呂に入ってる』なんて噂が流れたら将棋界は終わるという当たり前の結論に至り、俺は一人で風呂に入った。
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「ふぅ…………危ないところだった……」



　男湯に入って桶おけ一杯分の湯を被かぶると、俺は椅子を置いて洗い場に座った。

　俺は風呂に入る際、まずシャンプーから行う。

　シャンプーやリンスに含まれる成分が皮膚に残るとニキビの原因になるためだ。

　タイトル保持者は棋界の顔としての役割があるため常に清潔感を保つ必要がある。意識高い系竜王の俺は、そういう部分も注意してるのだ。

「それにしても……本当に危険な状況だった……」

　洗髪しながら、俺はさっきの混沌こんとんとした状況を振り返る。

　シャルちゃんは最後まで納得していなかったし、あいも澪ちゃんも非常に強硬に混浴を主張して譲らなかった。

　挙げ句の果てには綾乃ちゃんまでもが、

『わたしたちの混浴は法で守られているです!!』

　と訳のわからない子どもの権利を主張するわで、一時は本気で一緒に入らねばという空気に流されかけていたほどだ。

「あの大人しくて冷静な綾乃ちゃんがあそこまで熱くなるなんて……これも銭湯と振り飛車の熱さがそうさせるのか……」

「そ……そうだね……」

「けどさすがに小学生の女の子と混浴は許されねーよなぁ？　小四とか絶対ヤバいし、小一でも普通にアウトでしょ」


「う、うん…………最近の小学生って、発育もいいし……」



「だよねー」

「そ……そろそろシャワー、かけ……る？」

「あ、よろしくー」

　温水でシャンプーを洗い流しながら、俺はふと気付く。どうして一人で風呂に入ってるのに誰かと会話をしているのか？　と。

　ゆっくりと後ろを振り返る。

　体操服とショートパンツ姿の飛鳥ちゃんが、シャワーヘッドを持って立っていた。

「ど……どうしたの？　シャワー……熱かった……？」


「……え？　いやシャワーのお湯は適温だけど…………あ、飛鳥ちゃん？　え？　何で？」



「あ、あの……それは……」

「シャンプーの補充？」


「い、いえ…………違い、ます……」



　飛鳥ちゃんは俺の言葉を否定すると、脇に置いてある洗面器にお湯を満たし、そのお湯にスポンジを浸してから、ボディーソープで丹念に泡立て始めた。


「あ、あの……じゃあ、お背中……流します…………ね？」



「？？？」

　どうして飛鳥ちゃんが俺の背中を流すの？

「どうして飛鳥ちゃんが俺の背中を流すの？」

　頭に浮かんだままの言葉を口にする。混乱すると人は単純な行動しかできなくなる。


「っ…………！」



　飛鳥ちゃんは泡立ったスポンジを握り締めて俯くと、真っ赤な顔でこう言った。


「え、えっと……あの…………わ、私の、お母さんが……」



「お母さんが？」


「お、お、お……男の人、に…………お願いするときは…………い、い、一緒に、お風呂に入ると……絶対に言うことを聞いてくれる…………って……」



　お母さん娘に何てこと教えてんだよ。

「わ、わたし……りゅ、りゅ、りゅ……」

「りゅ？」


「りゅ、りゅ、りゅ、りゅうお……あの、ちょっと…………」



　飛鳥ちゃんは間を取って「すー……はー……」と深呼吸してから、

「りゅ、りゅ、りゅ……」

　変わってない！

「りゅ……りゅうおうに、お願いが……あって……」

「お願い？」

　と聞き返しつつも……実は気付いていた。

　飛鳥ちゃんが俺に向ける熱い視線に。

　初めてこの銭湯を訪れた時から、彼女は俺に何か言いたげな視線を向けていたのだ。

　番台に立っている時も、道場で指導対局をしている時も、その視線を感じていた。彼女の胸の中にはサウナのような熱く悶々もんもんとした感情が秘められているはず……！

　う～ん、でもどうしよっかなー？

　飛鳥ちゃんはかわいいけど俺には桂香さんという本命がいるし、何より修業中の身で女性と付き合うってのもねー？　しかも今は内弟子も引き取っちゃってるからなー。『ロリ王』だけじゃなく『モテ王』なんてアダ名もついたら困るしなー。いやーモテる男は悩みが多くて大変だわー。モテちゃうから大変だわー。

「お、教えてください……!!」

　何を？　などと問うのは無ぶ粋すいだろう。

　もちろんそれは『恋』という名のゲームに決まっているのだから！

　女の子から初めて受ける『告白』という行為に身構える俺に、顔を真っ赤にしてスポンジを握り締めた飛鳥ちゃんは、今まで聞いたことが無いほどはっきりとした口調でこう言った。


「私に………………将棋を教えてくださいッ!!」



　この日、俺は生まれて初めて将棋を憎んだ。
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「…………将棋かー……」



　無人のロビーで扇風機に当たりながら、俺は敗北したボクサーのように頭にタオルをかけ、椅子に座って俯いていた。

　飛鳥ちゃんはあの後すぐ姿を消した。恥ずかしかったんだろう。俺も恥ずかしかった。

　このまま真っ白な灰になってしまいたい……とか考えていると、

「師匠？　どうかなさったんです？」

　下から覗のぞき込むように弟子が声をかけてきた。うわっ!!

「あ、あい!?　な、なな、なんでもないぞ!?　なんにもなかったぞ!?」

「ふぇ？　なにがですー？」

　激しく動揺する俺に、あいは不思議そうな顔を向けてくる。この子は俺のウソや隠しごとを探る場合に限って超能力じみた力を発揮するが、今回は本当に何もなかったため特に反応はなさそうだ。嬉うれしいような悲しいような……。

「み……みんなもう風呂から出たのか？」

「わたしだけです。師匠に将棋を指してもらいたくて、抜け駆けしちゃいました！」

　風呂上がりで顔を赤くしたあいは、濡ぬれた髪を乾かす時間すらもったいないとばかりに俺を盤の前に引っ張って行こうとする。ＪＳ研の後はいつもだいたいこんな感じだ。俺が他の子と将棋を指すのを見ると、あいは構って欲しがる。かわいい。

「……うん。将棋を指したいっていう気持ちは大切だ」

「えへー♡」

「でも髪はちゃんと乾かさないと。風邪かぜをひいちゃうかもだし、第一そんなふうに髪から水を垂らしてたら相手に失礼だろ？」


「あっ…………は、はい。ごめんなさい……」



「ちょっと待ってて」

　俺は番台の下からブラシとドライヤーを持って来ると、自分の座っていた椅子の前にもう一つ椅子を置き、そこをポンポンと手で叩たたいて言う。

「ここに座りな。髪、乾かしてやるから」

「え!?　し、師匠がドライヤーしてくれるんですか!?」

「今日だけ特別な？　みんなには内緒だぞ？」

　バレたらみんな「やってー!!」て言いそうだ。澪ちゃん以外は髪が長いから大変だ。


「で、では……あの…………ふ、ふつつかものですが！」



　奇妙な挨拶あいさつを口にして、あいは俺に背中を向けて座った。

　タオルで水気を拭ってから、ドライヤーの風を当てて乾かし始める。

「ふわわー……きもちいいですー♡」

「ほぉ……なるほど。細くてちょっとペタンとしやすい髪だね。猫っ毛だね」

「あいは猫っ毛だにゃー♪」

　ゴキゲンな弟子は足をぷらぷらさせながら「にゃにゃにゃー♡」と鳴く。

　はぁ……かわいい。

　弟子マジかわいい。ヤバい。かわいい。

「ししょー、ドライヤー上手ですねー？」

「そうかい？」

「ドライヤー屋さんになれますよー」

「じゃあ棋士を引退したらドライヤー屋さんを開くかねぇ……」

　他た愛わいない会話の一言一言が、不幸な勘違いによって傷ついた俺の心ハートを癒してくれる。

「お客様。かゆいところはございませんか？」

「にゃいです！　ししょーのドライヤー、すっごく上手です！　かんぺきです!!」

「そうか？　自分じゃよくわかんないけど、昔からやってたからかな？」

「……むかしから？」

「内弟子時代にね。姉弟子の髪を乾かすのは俺の仕事だったから」

「……へー」

「あの人も、あいみたいに『髪の毛を乾かす暇があったら一局でも将棋を指す！』ってタイプの人だからさ。けど身体が弱いから濡れた髪のまんまだと風邪をひくんだよね。それで桂香さんから仰せつかって俺が姉弟子の髪を乾かす役をやってたんだ」

「……ほー」

「懐かしいなぁ……姉弟子の髪も猫っ毛でね。おまけにあんな色だろ？　子供の頃はすっごく不思議でさぁ。『銀子ちゃんって鼻毛とかも銀色なの？』って聞いたらブン殴られて……姉弟子は何でもかんでも桂香さんにやってもらいたがったけど、髪を乾かすのだけはずっと俺の役目でね。奴ど隷れいとかにやらせる仕事だと思ってたんだろうな」

「……ふぅーん」

「あまりにも姉弟子の俺に対する扱いが雑だってんで、桂香さんが『八一くんの髪は私が乾かしてあげる』って……けど俺はそれを嫌がってね。今から思えばもったいないことしたって思うけど、ほら、小学生くらいの年頃の男子って女の人にベタベタされるのを恥ずかしがるだろ？　あいの同級生とかにも女子にイジワルする男子とかいない？　あれ好きって意味だから」

「……」

「ま、俺もガキだったってことだよ。年上のお姉さんは、何だか眩まぶしすぎてさ……」

「……」

「その点、姉弟子は最初から桂香さんにベッタリだった。マグネットの将棋盤を持って、ずっと後ろをついて回って」

　セピア色の記憶を思い出しつつ弟子の髪に触れながら、俺は話を続ける。

「けど、桂香さんは──」
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「今日からこの子も一緒に暮らすで」

　父親からそう言われた時、何かの冗談かと思った。

「……ぎんこ。そら、ぎんこ」

　挑むような表情でそう名乗ったのは、わずか四歳の、血縁でも何でもない、銀色の髪と灰色の瞳の女の子。

　お人形やぬいぐるみの代わりにマグネット式の小さな将棋盤を常に抱えたその子のことが、私は初対面から大嫌いだった。

　幼い頃に亡くなった母親の記憶は薄れ、一緒に住んでいた父方の祖母も一年前に亡くなり、高校一年生だった私は当時、父親と二人で暮らしていた。

　道場の手伝いや家事にもやっと慣れて、部活とも両立でき始めた矢先に、私に何の相談も無く決められた『内弟子』という存在。

「いや……あり得ないでしょ？」

　当然ながら私は反発した。しかし父は頑かたくなで、

「この子の面倒を見てあげ」

　と、将棋を指す時以外の世話を私に押しつけた。

「銀子ちゃん。わしの娘の桂香や。今日から本物のお姉さんや思って仲良くするんやで？」

「……けいか？」

「桂馬の『桂』に、香車の『香』。それで桂香や」

「……けいか」

　銀色の髪の女の子は、灰色の瞳に私を映しながら、挑むような表情でこっちを見上げ……その日からずっと、私の後をついて回るようになった。マグネット式の小さな将棋盤を持って。

　……数年後に、銀子ちゃんを引き取った理由を父親に聞いたら、笑ってしまった。

「お前が寂しいかと思って……」

　今は感謝してるけど、とにかく当時、私は銀子ちゃんのことが大嫌いだった。忌々いまいましいとすら感じるほどに。




　二週間後、将棋大会の審判に行ったはずの父親がまた別の子供を連れ帰って来た。

「くずりゅうやいちです！　よろしくおねがいします！」

　今度は六歳の男の子だったけど、この子……八一くんに対しては銀子ちゃんに抱いたような感情はなかった。

　八一くんは年相応の、活発でよく喋しゃべる子で、コミュニケーションが取りやすかったというのもあるけど……やっぱり銀子ちゃんは女の子で、父親の見つけた『私の代わり』のように感じていたからかもしれない。

　たった四歳の女の子に、高校生の私は嫉妬しっとしていたのかもしれない。

　四歳といえば、私が親から将棋のルールを教わった年齢より下だ。私は駒の動かし方を憶おぼえるのですら苦労したのに、銀子ちゃんは二歳でルールを完璧にマスターし、四歳でもう大人と互角に戦っていた。

　天才。

　そういった存在がいることは何となく理解していた。そもそも私の父親もそんな天才の一人だ。

　そしてそういう天才達は、凡人のことが理解できない。




「今日から将棋を教える。稽古中は『師匠』と呼びなさい」

　父親が私にそう告げたのは、小学校に上がったその日のことだった。

　いつもとは全く違うその雰囲気に、私は自分に拒否権が無いことを悟った。

　おそらく父は、母親のいない娘に少しでも早く生きる術すべを伝えようと思ったのだろう。

　そして父にとって生きる術とは将棋の他に無かった。

「どうしてそんな手も読めんのや!?」

「教えたばかりの定跡を、なんですぐ忘れる!?」

　稽古は厳しく、そして私は父が期待したほどには伸びなかった。

　教えられれば教えられるほど、私は将棋が嫌いになった。嫌いなものはどれだけやっても身につかない。稽古をすればするほど私は伸びなくなり、どんどん将棋が嫌いになっていった。

　そんな気持ちが伝わったのだろう。ある日、父はこう言った。

「やめたかったらやめてええ。自分で選びなさい」

　私はやめる方を選んだ。もう大嫌いな将棋を指さなくていいと喜んだ。




　自分では指さなくなったけど将棋との縁は完全には切れなかった。

　うちは将棋道場を経営しており、私もその手伝いをしていたからだ。父子ふし家庭で、家の手伝いをするのは当然だと思っていたし、お小遣こづかいも貰えたから。

　将棋は嫌いだったけど、たまに道場のお客さんと気楽に指すことはあった。周囲には、かつて父から特訓を施されたことは黙って、ルールを知っている程度だと偽いつわった。父も私の棋歴には触れなかった。二人の間で、そこには触れないのが暗黙あんもくの了解になっていた。

「こんな美人がおったら商売繁盛やねぇ。清滝先生が羨ましいわ」

　将棋道場に若い女の子は珍しい。将棋が嫌いで弱くても、私はお客さん達からちやほやされていた。

　銀子ちゃんが来るまでは。

　この奇妙な女の子は、父親の経営する道場でもすぐに人気者になった。

　無ぶ愛あい想そで何も話さないけど、将棋さえ強ければそこでは全てが肯定される。逆に、将棋が弱い私はどれだけ愛想よくしても否定された。

「銀子ちゃんはホンマ才能がある」

「この子がおったらここの道場も安泰や」

「桂香ちゃんも少しは見習わんと」

　大きなお世話だと叫んでやりたかったけど、私は笑顔でそれを受け流した。相手は大事なお客さんだ。

　積もりに積もった鬱憤うっぷんは、小さくて弱い存在に向けられた。

「いい加減にして！」

　ある日とうとう、私は銀子ちゃんを怒鳴りつけた。

「目め障ざわりなのよ！　どうしていつもいつも私につきまとうの!?」

　高校生の私は、まだ小学生にもならない女の子に悪意の全てをぶつけていた。自分でも抑えきれなかった。

　父親や道場のお客さんにとって銀子ちゃんこそが理想の娘で、私は失敗作。

　そんな劣等感や将棋そのものに対する嫌悪感や……私の抱える負の感情が全て銀子ちゃんをきっかけに溢れ出し、そして私はその全てを彼女に叩きつけていた。

「……」

　私に怒鳴りつけられても、銀子ちゃんはその場から動こうとはしなかった。

　それどころか彼女は、私が全く予想もしていなかったことをした。

　泣くのでも、怒るのでも、離れるのでもなく──

「……銀は」

　いつも抱えているマグネット式の小さな将棋盤を掲げて見せて、銀子ちゃんはこう言った。




「銀は……桂と香の、となりにいるから」




　愕然がくぜんとした。

　銀子ちゃんが言っているのは、将棋の初形配置だ。銀は、桂と香の隣に並んでいる。どんな激しい将棋を指しても、終わればまたそこに戻る。なぜなら銀は、桂と香の隣にいるものだから……将棋とは、そういうものだから。

　そして銀子ちゃんが将棋を好きなことに理由なんて無いのと同じように、私と一緒にいることに理由なんてないと、そう言っているのだ。

　そこにあったのは、純粋すぎるほどの好意だった。

「ごめんなさい銀子ちゃん！　本当に……ごめんなさい……！」

　気がつけば私はボロボロと涙を流し、目の前の女の子を抱きしめていた。そしてずっと謝り続けた。

　この子の中には将棋しか無い。

　けれどその将棋の中に、この子と私がいた。

　その時、私の中にずっとあった将棋への嫌悪が消えていくのを感じた。

　私が女流棋士を目指して研修会に入会したのは、それから一年後のことだった。
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「わぁ♡　ししょー、ありがとうございます!!」

　乾かした髪を二つに括くくってやると、あいはこっちを向いて笑顔を浮かべた。

　途中、ちょっと機嫌が悪そうな空気も感じたけど……何が気に障ったんだろう？　まあ今はゴキゲンみたいだからいいけど。

「お礼に今度はあいが師匠の髪を乾かしてあげますにゃん♡」

「そりゃ嬉しいけど、俺の髪はもう乾いちゃってるしなぁ……」

　俺は自分の髪をわさわさ触りながら首を回す。

　それを見て、あいは急に心配そうな表情を浮かべた。

「あの……師匠？　最近よくそうやって首を回してますけど、肩がこってるんです？」

「ん？　ああ……しばらくやってなかった指導対局をかなりこなしたからな。肩とか首とか腰とか……あと、慣れない肉体労働のせいか腕とか下半身の筋肉痛も……」

　苛か酷こくな修業と労働によって思った以上に疲労が蓄積ちくせきされているようだ。どんだけ虚弱きょじゃくなんだ俺……。

　あいは目を輝かせて俺の膝の上に身を乗り出すと、

「じゃあ師匠、お礼にマッサージしてあげます！」

「……マッサージ？　あいがか？」

「はい！　けっこう本格的なマッサージができると思います！　温泉旅館の娘なので！」

「ほほう？」

　これは……割と楽しみだ。仮にあいのマッサージ術が料理の腕と同じくらいだとしたら、俺は施術せじゅつ中に気持ち良すぎて死ぬ可能性すらある。何か怖くなってきた。

「……じゃ、お願いしようかな？」

「はい!!」

　今度はあいが俺の後ろに回ると、小さな両手で俺の肩をマッサージし始めた。

「ほほー？　おきゃくさん、こってますねー」

「あ……やっぱそうですか？」

「おしごとは何をなさってるんですー？」

「ああ……将棋のプロを、少々……」

「へぇー？　たいへんなおしごとなんですねー？」

　とんとん。もみもみ。


　あいは小さな手をグーにして肩を叩いたり、あったかくてぷにぷにした手の平で首筋を揉んでくれたりする。『本格的』と言うだけあって手際の良さは確かにプロ級だ。揉んでもらった部位がぽかぽかしてくる。何より弟子の愛情が心を癒す…………けど。



「……うーん。やっぱちょっと力が弱いんだよなぁ」

「だ、だめでした……？」

「いやいや。あいが悪いんじゃなくて棋士の肩が凝こりすぎてるんだと思う。あの村上むらかみ春はる樹き先生の本にも『いちばん肩凝ってる人は将棋の棋士』って書いてあるらしいからね……」

「ええっ!?　あのノーベル賞候補の!?」

　村上春樹先生はかつて東京の将棋会館がある千せん駄だヶ谷がやでジャズ喫茶を経営しながら小説を書いていたので、その際、プロ棋士の肩凝りについて知る機会があったんだろう。きっと誰かに肩を揉まれながら。やれやれ。みな等しく、疲れている。

　正座や胡座あぐらで十時間以上盤を見下ろし続けているという姿勢は、当たり前だけど肉体に大きな負荷が掛かるんだ。完璧な姿勢などといったものは存在しない。完璧な戦法が存在しないようにね。

「棋士が引退する理由の一つは、この無理な姿勢から来る肩凝りや腰痛だったりするんだよ。年配の先生は揃って『正座がつらい』って言うし」

「た、たいへんです！　しょくぎょーびょーです！」

「囲碁いごは椅子対局が主流になりつつあるけど、将棋は畳の上で正座するのが主流だからね……正座できなくなったら対局できないし、そうなると引退するしか……」

　世界進出が著しい囲碁と比べ、将棋は日本の伝統文化としての面を強く推している。今後も正座対局が続くだろう。

　それだけに、若い頃から身体のメンテナンスは重要だ。

　このまま全身の凝りを放置するのはプロとして失格。早急に治療する必要があった。

「……よし。あい」

「はい！」

「踏んでくれ」


「…………はぃ？」



「足で、俺の肩とか首筋とか背中とかを。あと腰な。その辺りを踏んでくれ」

「ええ!?　で、でも……お師匠さまを、足で踏むなんて……」

「いいよいいよ。師匠が許可するから踏んじゃってくれ」

　俺は床にバスタオルを敷いてうつ伏せに寝転がると、戸惑う弟子の背中を押すように「やってくれ！」と強い口調で促した。


「え、えと……じゃあ…………ふ、踏ませていただきますっ！」



「うん。遠慮しないでね」

「い……いきますっ!!」

　ふみっ。

「ふおおぉっ!!」

「ひゃわ!?　し、ししょう大丈夫です!?　いたかったですか!?」

「いやいや逆。すっげぇ気持ちよかったぁ……♡」

「ほ……ほんと、ですか……？」

　あいは小さな足でおそるおそる俺の肩や首筋を踏む。ふみふみ。

　次第に緊張が解けてきたのか、体重を上手にかけられるようになってきた。


「ああ……いいよ、あい……すごく気持ちいい…………♡」



「えへへー♡　ししょーによろこんでいただけて、あいもうれしいにゃー♡」

　猫っ毛あいちゃんが猫語でにゃんにゃん。まさに猫踏んじゃっただ。かわいい。

　そこにまた別の声が。

「うわっ！　あいちゃん何してるの!?」

「師匠をマッサージしてるんだよ！」

「び、びっくりしたです……」

　澪ちゃんが驚き、綾乃ちゃんが怯おびえた声を出す。そりゃあ弟子が師匠を踏んづけてて、しかも師匠が「あ……♡」とか「おぉ……♡」とか呻うめいてたらびっくりもするわな。

「しゃうもー！　しゃうもちちょふみふみすぅぅー!!」

　新しい遊びと思ったんだろう。シャルちゃんが真っ先に俺の腰のあたりに飛び乗って、小さなあんよでふみふみを開始した。

「ふみふみー♪　ちちょ、しゃうのふみふみ、きもてぃぃ？」


「ああ……最高だよシャルちゃん…………最高だ……」



「よーし！　澪もくじゅるー先生のために頑張っちゃうぞー！」

「う、うちも……やってやるです！」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんも、俺の足の裏や太ももといった箇所を二人で健気けなげにもみもみしてくれる。ＪＳによる全身マッサージ……すばらしい……！

「師匠！　おかげんはいかがですか!?」

「……王様になった気分だねぇ」

　四人の小学生が日頃の感謝を込め、手分けして俺の身体を癒してくれる……その行為に、厳しい修業と戦いで疲れた肉体だけではなく、心までも癒されていた。

　ここ京きょう橋ばしのどんなエステやリフレやマッサージ店を探しても、ここまで充実したサービスを提供してくれるお店などあるまい……！

　特にシャルちゃんの持つ幼児特有の高い体温とプニプニした肌の感触は、まるでそれ自体が一個の治療器具であるかのような高いリラックス効果を発揮していた。


「ああ……すごい……みんな最高だよ…………最高に……気持ちいい……♡」




　そうか…………これが…………。



「これが……命の重さか……！」

　ズンッ！

　急にその重さが後頭部に集中し、俺は床に顔面を押しつけられるような具合になった。

「んんー？　あい、そこちょっと違うよ？　そこは首筋じゃなくて後頭部だよー？」

「だから？」

　それは、あいではなく……氷のように冷たい声だった。


　こ……この声は…………まさか──────
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「あ────姉でしぶぉッ!!」

「頭ずが高い」

　ガツン！　ぐりぐりぐりぐりぐりぐり!!

　俺の頭に片足を載せた《浪速なにわの白雪姫》は、黒タイツに包まれたその足で弟弟子の頭を情け容赦ようしゃなく踏みつける。

　そして絶対ぜったい零れい度どの声でこう言った。

「変態のくせに人類みたいに頭を上げないでくれる？　変態は変態らしく小学生が足跡をつけた床を舐なめてればいいでしょう？　それで満足なんでしょう？　ねえ……ロリ王さん？」

　あわわわわわわわ……。

　姉弟子の怒りの激しさを足の裏ごしに後頭部から感じ、俺は震え上がるしかなかった。


「「ひぇぇぇぇぇ……」」



　ＪＳ達もロビーの隅で固まって震えている。いつもは果敢に立ち向かうあいですら今の姉弟子の圧倒的な怒りの前には抗あらがう術を持たずにいた。こわい。

「生石先生のところで研究会をやってるっていうからどんな高度な研究をしてるかと思ったら……そうねぇ。確かに高度だったわねぇ。ロリコンとして」

「いやいやいやいや！　違う！　違います姉弟子!!」

「この状況で何をどう言い訳しようっての？　八一あんた今、複数の小学生に踏まれて『最高に気持ちいい♡』て言ってたのよ？　最高に気持ち悪いんだけど？」

「違くて!!　こ、これは……そう、リフレッシュ！　将棋の研究し過ぎで疲れてたから、ちょっとリフレッシュしてたんです！」

「ＪＳリフレってわけ？」

「だから違うからッ!!」

　そんな複数の条例に引っかかってそうな単語使わないで！　自分がすっごいダメな人間に思えてきちゃうから!!　言われなくても薄々それ感じてるからッ!!

「べ、別にＪＳだけを選んでるわけじゃないんです！　弟子がＪＳだからその友達もＪＳってだけで……その子達が日頃の感謝の気持ちからマッサージをしてくれてるんですよ!?　これのどこが変態ですか!?」

「小学生に全身マッサージされて喜んでるあんたがよ！」

「じゃあ……姉弟子ＪＣも一緒に踏む？」

「ぶち！　ころ！　すぞ！　われッ!!」

　ガンガンガンガン！　とストンピングの要よう領りょうで俺の頭を何度も踏んづける姉弟子。やめて脳細胞が破壊されて将棋が弱くなるから頭はやめてッ！

「だ、だいたいどうして姉弟子がここにいるんだよ!?」

「研究会をしてるからに決まってるでしょ？」

　へ？

「ま、まさか……生石さんが研究会をやってる奨励会員って……」

「わ・た・し」


「巨匠マエストロォォォォォォォォォ!!　言えよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」



　どうして『研究家』とか『熱意ある奨励会員』とかそういう情報を伝えつつ肝心かんじんの名前を言わないんだよ！　絶対にわざとだろ!?

　そんな研究家で熱意ある奨励会員は、急に声のトーンを落として、

「……桂香さんのことで、八一に相談しようと思ってたけど……そうよねぇ。あんた達には、私や桂香さんみたいな地球人の気持ちなんてわかるわけがないわよねぇ……」

　ち、地球人？　なに言ってんだこの人？

　いや！　それよりも──

「あの……姉弟子？　桂香さんって今、どんな様子──」


「いいわ。わかった。よっっっっくわかりました。あんた達はそうやって遊んでなさい。けど私達だって努力すればあんた達と互角に戦えるってことを思い知らせてやるわ。だから──」



　姉弟子は最後に俺の頭をサッカーボールみたいに蹴っ飛ばすと、

「頓とん死ししろッ！　将棋星人ども!!」

　そんな意味不明な言葉を残して去って行った。ナニソレイミワカンナイ……。
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「……っていうことがあってさー」

「ふーん死ねば？」

　感想戦をしながら最近の出来事について語ると、それを聞いた夜叉神やしゃじん天衣はどうでもよさそうな口調で激辛げきからな一言を放った。

　ここは連盟の二階にある道場。

　少し離れた場所ではボディーガードの池いけ田だ晶あきらさんも腕まくりして小学生と指している。かなり熱くなってるようだ。

「……晶さん、将棋続けてくれてるんだな？」

「私より熱心なくらいよ。『お嬢様、早く道場へ行きましょう！』とか『お嬢様、ウォーズで勝てないので最強の戦法を教えてください！』とか……うるさいったらないわ」

　憎まれ口を叩く天衣だが、その割に声は嬉しそうだ。

　俺は話を戻し、改めて頭を下げた。

「悪い……そんなわけでさすがに今は師匠の家に連れて行けない。早いとこ挨拶に行かなきゃとは思ってるんだけど……」

　俺は天衣を弟子にしたが、実はまだ清滝師匠に正式に紹介してなかったりする。

　もちろん天衣を弟子にする経緯については説明済みだし、天衣の保護者であるお祖父じいさんからは丁寧な挨拶があったとも師匠から聞いている。

　だから今日、ここ連盟道場で待ち合わせたのは、稽古の後にそのまま清滝師匠の家に行こうと考えてのことだった。

　そのつもりで天衣にも連絡しておいたんだけど……桂香さんや姉弟子の件もあり、後日にした方がいいだろうと判断したのだ。特に姉弟子の誤解は致命的だった。

「でもタイミングを見て必ずみんなに紹介するから──」

「別にいいわよ。もともとあなたの一門と親しくしようなんてつもりもないし」

「またそういう憎まれ口を……安心しろよ。すっげー歓迎会開いてやるから」

「心外ね。憎まれ口を叩いてるんじゃなくて、本気なんだけど？」

　天衣はそう言って、小さな手で黒髪を搔かき上げると、

「逆に私が理解できないのは、どうしてそこまで競争相手とベタベタできるかってことよ」

「べ、ベタベタっておまえ──」

「ただでさえ関西は棋士の数が少なくて、予選で当たる確率も高いでしょ？　プライベートで親しくしてもお互いに苦しくなるだけじゃない。今みたいに」

「それは……」

　この点は関東の棋士からも言われることだ。

　関西は行事などがあれば全員参加だが、関東は親しい人間しか呼ばないらしい。

「で、でもほら、プロなんだからさ。仲が良いことと勝負は別物だろ？」

「それができないから困ってるんじゃなかったの？」

「う……」

「まったく！　頼りない師匠よね。別に他人と仲良くしたいわけじゃないけど、自分で言ったことくらい守ってくれない？」

　天衣はツンと顎あごを上げ、俺に説教する。

　これじゃどっちが師匠かわかったもんじゃない。

「あなた、私に何て言ったっけ？　確か『俺の籍せきに入ってくれ』とか『幸せにする』とか、そう言って口説くどき落とされた気がするんだけど？」


「シッ！　シィィィーッ!!　こ、声が大きいから!!」



　俺は慌てて天衣に注意するが、もはや手遅れだった。

「あーあー、竜王がまた小学生を口説いてるよ……」

「竜王って確かあいちゃんの時もご両親に『娘さんをください！』って土下座どげざしたんじゃなかったっけ……？」

「ええっ!?　ロリコンの上に、重婚……ッ!?」

　道場のお客さん達がこっちを見て囁ささやき合っていた。

　風評被害が広がっていくのを止めることすらできず、俺はただ俯うつむき、唇を嚙かみ締める。タイトルの……竜王の権威が……。

「と……ところで、研修会じゃあここまで無敗だって？　順調に昇級してるのはいいことだけど、そろそろ駒こま落おちの上うわ手てを持つ訓練を──」

「ご心配なく師匠せんせい。街の道場でみっちり経験を積んでいますから」

「……手のかからない弟子だねぇ」

「アマチュアの研究やネットワークって意外とバカにできないわよ？　プロ級に強い人もいっぱいいるし、プロでも知らないような序盤戦法がたくさんあるもの」

「うん。それは確かにそう思う」

　近年プロで流行している『角交換かくこうかん四し間けん飛び車しゃ』や『中飛車左穴熊』といった戦法も、最初はアマで流行し、磨かれていったものだ。

　アマ大会は持ち時間が短く、しかもトーナメントなので一発勝負。そういう条件に対応するためプロとは別の技術が発達している。

　そしてそれは研修会や女流棋戦に応用しやすいという面があった。

「だから私は一人でも大丈夫。今までずっと一人でやってきたんだから」

「……」

「私には……将棋があれば、それでいいから」

　寂しそうに駒を動かす弟子を見て、俺は自分の無力さを痛感した。

　この子の新しい一門かぞくになると……将棋でこの子を幸せにすると約束したはずなのに、実際は何もしてあげることができない。

　それどころか、うちの一門のゴタゴタを見せることによって逆に失望させてしまっているんじゃないか……苦悩する俺に、天衣は怒ったように顔を赤らめ、さらに何か言った。


「しょ、将棋と…………それに、どんくさい師匠がいれば……」



「ん？　いま何て？」

　途中から急に声が小さくなってよく聞こえなかった。

　聞き返そうと天衣の口元に顔を寄せると、


「お嬢様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」



　まるでドラ●もんに泣きつくのび太のような勢いで横から晶さんが飛び込んで来た。

「聞いてくださいお嬢様!!　あの小学生のガキ、卑怯ひきょうなんです！　ずるいんです!!　反則してくるんですぅぅぅ!!」

「は、反則ですか？　持ち駒を手で握って見せないとか？」

「席を外した隙に二手指すとか？」

　俺と天衣がそう言うと、晶さんは涙目になりつつ「そんなんじゃない！　もっとひどい!!」と言って、衝撃の事実を告げる。

「王様を盤の隅のほうでガッチガチに固めるんです！　何だあれは反則だ反則!!」

　単なる穴熊じゃん。

「それ反則じゃないッスよ」

「完全に合法ごうほう手しゅじゃない……」

「反則なのっ！　あんなの反則だもんっ!!」

　悔しさのあまり幼児化して床をダンダン踏みならす晶さん。こういう子供いるいる。

　まあ穴熊が反則だって言いたくなるのはわかる。プロの世界でもたまにそう思う。でもあれはあれで指しこなすには技術がいるから……。

「お願いしますお嬢様！　あいつ、懲こらしめてやってください!!」

「はぁ……仕方ないわね。どれ？」

　面倒そうに立ち上がる天衣は、律りち儀ぎに仇かたきを取ってあげるつもりのようだ。優しい。

「行くのか？　ってか、おまえが出るような相手じゃないだろ？」

「……私が出るような相手じゃない、ですって？　ハッ！」

　俺の言葉に、天衣はまるで漆黒しっこくの翼つばさを翻ひるがえすかのように黒い髪を大きく搔き上げて。

　そして驚くほど真剣な表情でこう言った。

「誰が相手だろうと全力で戦い、勝つ。それだけよ」

　夜叉神天衣とはそういう少女だった。天衣△。
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「…………ここまで、だな」



「よしッ!!」

　生石さんが駒を投じるのを見て、俺はガッツポーズをした。


「な……長かった…………!!　これでようやく俺もオールラウンダーに……!!」



「……一回勝ったくらいで大げさに喜ぶなよ。竜王だろ、お前」

　銭湯の営業開始前。空き時間を使って一階のロビーで俺に将棋を教えてくれていた生石さんは、苦笑しつつこう続ける。

「でもまぁ少しは捌けるようになってきたな。あいちゃんもそうだが、短期間でここまで伸びてくれれば教え甲斐がいがあるってもんさ」

「あ、そうだ。『教える』で思い出したんですけど──」

　今日は日曜。研修会のある日だ。

　あいも飛鳥ちゃんも店にいない隙を見計らって、俺は生石さんに先日の出来事を話していた……もちろん男湯で背中を流してもらったという部分は抜きで。

「飛鳥が将棋を教わりたがってるだぁ？」

「ええ。急に言われて……気付いてました？」

「ま、そりゃ薄々は気付いてたさ。将棋を見る目つきでな」

　薄いビニール盤の上に並べたプラスチックの駒を片付けながら、生石さんは特に驚いた様子もなくそう言った。

「……飛鳥はな、子供の頃から俺や客の指す将棋をよく見てた。最初は単に俺達に構って欲しくて見てただけだが……あいちゃんくらいの頃かな。明らかに『読んでる』目になったんだ」

「将棋そのものに興味を持ったんですね？」

「ああ。だから俺自身であいつに将棋を教えようとしたんだが──」

「が？」

「才能がなかった」

　巨匠はサバサバと言う。

「俺も親だ。子供が自分と同じように将棋の才能を持ってくれてたらって夢は、それこそあいつが生まれる前から持っていたさ……親子で将棋を仕事にできたら楽しいだろうなって」

「生石さん……」

「そもそもあいつの名前は『飛鳥』じゃなくて『飛車』にする予定だったんだからな」

　ムチャクチャだよこの人。

「カミさんが大反対して『飛鳥』に落ち着いたんだが……おかげで今でも夫婦ふうふ喧嘩げんかでそれを持ち出されるよ。つい最近もその話を蒸むし返かえされて大喧嘩だ。カミさん、実家に帰っちまった」

「それで奥さん家にいないんですか……」

　姿が見えないからおかしいと思ったよ。

「けど今から思えば『飛鳥』にしといて正解だったな。あいつには将棋の才能はこれぽっちもなかった。親の欲目で見ても、だ」

「だから……教えるのをやめたんですか？」

「ああ。『将棋はきっぱり諦めろ』って言ってやった。こういうのは早いうちに未練を断ち切っといた方がいい」

　生石さんは珍しく強い口調で、

「お前も見てきたろ？　才能がないのに将棋界で生きていこうとするのがどれだけ辛つらいかを」

「……はい」

　ある人は、二度と将棋を指さないと誓ちかい。

　ある人は……心を病んだ。

　大好きだった将棋がいつのまにか大嫌いなものに変わる。『将棋がなければ生きていけない』とすら思っていた人間が、将棋を憎むようにすらなる。

　それが奨励会であり、女流棋士にとっての研修会だ。

「奨励会の年齢制限は二六歳、女流棋士は二七歳。その歳まで将棋だけをやってきて、プロになれなかったら世間に放り出される……俺の奨励会同期にも、そういう人間はいっぱいいる。みんなしっかり生きてはいるが……どこかへ消えて連絡もつかないような奴もいるんだ。親として、娘にそんな苦労はさせたくない」

　俺には子供はいないけど、生石さんの気持ちは痛いほど理解できた。

　あいや天衣がそんなことになったら……想像するだけで胸が締めつけられる。

「俺もプロになってもしばらくは、自分に才能なんて無いって思ってた。割と真面目まじめにな。何せ俺達の世界には、次元を超えた超天才ってのがいるだろう？」

　誰のことを言っているかはすぐにわかった。名人だ。

「でも生石さんはあの人からタイトルを奪ったじゃないですか。それも、二つも……」

「一つはあっという間に奪い返されたけどな」

　生石さんはカラカラと笑い、

「まあそれもこれも、俺は自分が努力したからだと思ってたんだよ。誰よりも努力したからこそ、プロ棋士になれてタイトルも獲れたって。けど──」

「けど？」

「娘に将棋を教えてみて、それにこの道場で客と将棋を指して、わかったことがある。同じように教えても、伸びる奴と伸びない奴がいる。同じ努力をしても、報われる量は人それぞれ違う。何でだと思う？」

「才能……ですか？」

「そう。だから思ったのさ。俺は他の奨励会員より努力したんじゃない、たまたま持って生まれた『才能』ってやつのおかげでプロになれたんじゃないかってな」

「……」

「奨励会は生き地獄だ。みんな命懸けで将棋を指してる。そんな中で自分だけが他人より努力してるなんて考えは、傲慢ごうまんだと思わないか？」

　自分に才能があるかと問われた時、俺は『ない』と答えてきた。

　だが『才能』というものが将棋の世界にあるかないかと聞かれたら、俺は『ある』と答えるだろう。

『努力すれば夢はかなう』

　それは真実だ。いくら才能があっても、努力しなければ夢はかなわない。

　けど、努力だけではどうにもならないことがある。努力だけでは……。

「それで……どうしましょう？　飛鳥ちゃんのことですけど……」

「俺としては、この際あいつの未み練れんをスッパリ断ち切ってやって欲しいな」

「首くび斬きり役ですか？　寝覚ねざめが悪いな……」

　奨励会での退会の一番や、プロ棋士の引退のかかった一番で相手を務めることを『首斬り役』と表現する。『将棋生命を絶つ役目』という意味だ。

「別に、お前にやれって言ってるわけじゃないさ」

「……？」

　俺じゃない？


　なら誰に…………まさか!?



「生石さん？　まさか……俺とあいに振り飛車を教えようと思ったのって……」

「……才能の問題だけじゃない。飛鳥はそもそも勝負事に向いてないんだ。あいつは──」

　そう言いかけた生石さんは、そこで言葉を止めた。

　銭湯の玄関で物音がしたからだ。

「すいません。まだ開店時間じゃ──」

　玄関を振り返りつつそう口にしかけた俺は、絶句した。




　そこには────びしょ濡れになった、あいが立っていた。




「ッ!?　あい！　ど、どうしたんだ!?　びしょ濡れじゃないか！」


「…………」



　あいはそのとき初めて俺の存在に気付いたかのように顔を上げた。

　まるで幽霊のように生気の無い様子で、おまけに頭から爪先までズブ濡れだ。明らかに様子がおかしかった。微かすかに震えてすらいる。


「……ししょう…………」



　放心状態のあいは、玄関先に突っ立ったまま途切れ途切れにつぶやく。


「……あの、雨が…………研修会が終わって、連盟を出たら、雨が降ってて…………わたし、それで……けど、濡れても…………わたし……わたし……澪ちゃんに…………酷ひどい……」



　澪ちゃん？　澪ちゃんと何かあったんだろうか？

「酷い負け方をしたのかい？」

　生石さんが優しく尋ねる。

　けれどあいは俯いてこう言った。まるで痛みを堪こらえるように。


「……対局は…………勝ちました……」



　びしょ濡れになったあいは大きくしゃくり上げると、堰せきを切ったようにボロボロと涙をこぼし始める。

　髪や服からしたたり落ちる冷たい水滴に、あいの頰からこぼれ落ちる熱い涙が混じり、床に染み込んでいく。


「……勝ったのに…………わ、わたしっ…………か、勝ったのに…………！」



　震える右手で胸をきつく握り締め、あいは叫んだ。





「勝ったのに……心が痛いんですっ……！」
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　あいが研修会で澪みおちゃんに駒落ちで勝った。

　それがこの涙の原因なのだと、ずぶ濡ぬれのまま途切れ途切れにあいは語った。


「……澪ちゃん、対局前からいつもと様子が違ってて…………わたしも初めて香を落として戸と惑まどってたけど……澪ちゃんは、もっとボロボロで……」



　結局、澪ちゃんは自じ滅めつのような形で負けたのだという。


「『負けました』って言った後……澪ちゃん、盤の前に座ったまま、大声で泣き始めて……そんなの初めてで、わたし、どうしたらいいかわからなくて…………」



　あいが研修会に入ったとき、澪ちゃんは格上だった。研修会の先輩として、不慣れなあいをいつも気遣ってくれていた。

　平手であいに負けることがあったから、実力的にはあいが上だと感じてはいただろう。

　けれど……駒落ちで負けるとまでは思っていなかった。

　頭の中では理解していたはずだ。あいは特別だと。あいの才能は自分より上だと。

　だが駒を落とされて負ける悔しさは別次元のものだ。同じ歳の女の子で、自分よりも遅く将棋を始めたあいに、研修会で追い越された上ハンデを付けられて負ける……もう二度と将棋を指したくないと思ってしまうほど悔しいだろう。澪ちゃんの気持ちは痛いほど理解できる。

　どれだけ相手が強くとも、負ければ悔しいのが将棋だ。

　俺だって自分の実力がプロの中でトップにあるなんて思ってない。たまたま運や勢いがあってタイトルを獲れたものの、まだプロ棋士きしの中で下位の力しか持っていない。それは十分に理解している。

　それでも。それはわかっていても。

　仮にあの絶対王者めいじんと戦い、仮に善戦できたとしても、負ければきっと泣き叫んで悔しがるだろう。将棋とはそういうもので、だからこそ俺達は必死になって戦う。どんなことをしてでも勝とうとする。

　だって負けたらつらいから。悔しいから！　悲しいから!!

　けれど今、勝ったはずのあいは……負けた時ですら見せたことのないような暗い表情で、ぽろぽろと涙を流していた。


「わ、わたし…………勝つのがこんなにつらいだなんて、知りませんでした……」



「あい……」

　ずぶ濡れのまま涙を流す九歳の弟子でし。

　大切な友達を傷つけてしまったと後悔し、その友達の心を思いやって涙を流す、心優しい小学四年生の女の子。

　その幼い女の子に、俺はこう言った。

「だったら負けてあげるのか？」

「え……？」

「駒落ちで負けてあげるか？　わざと負けてあげて、悔しがってみせて、それで澪ちゃんが笑ってくれたら満足か？」

「そ、そんな……！　わたし、そんなこと……」

　きっと、優しい言葉をかけてもらえると思っていたんだろう。

　師匠おれならばきっと、この切なくて遣やり切きれない気持ちを何とかしてくれる。そう信じて、傷ついた心を引きずって、俺の元に帰って来たんだろう。

　抱きしめてやりたかった。

　すぐに温かい風呂に入れてあげて、優しい言葉をかけてやりたかった。『あいは悪くないよ』とその涙を拭ぬぐってあげられたら、どれだけいいだろう。

　だが俺は寒々さむざむしい玄関にずぶ濡れのまま弟子を立たせ、今まで一度もかけたことがないほど厳しい言葉を浴びせていた。

　それが師匠ししょうの役割だと信じているから。

「人の気持ちを思いやるのはいい。敗者の気持ちを思いやれない人間は、自分が敗者になった時、すぐに折れてしまうから」

「……」

「でも、あい。盤の前に座ったら考えることは一つだ。正々堂々と、自分の持っている全ての力を最後の一滴まで振り絞り、勝つ。それ以外は全て雑念ざつねんでしかない。そして雑念を抱いたまま盤の前に座るようなことは、師匠であるこの俺が許さん」

　かつて俺も同じような心の痛みを経験し、そして同じように師匠から諭さとされた。

　その時の師匠と同じ口調で、同じ言葉で、俺はあいに告げる。

「もしおまえが勝つことを怖おそれるような人間なら、もう苦しむ必要なんて無い。今ここで破は門もんしてやる。荷物をまとめてそのまま田舎いなかへ帰れッ!!」


「っ……！」



　あまりにも強い俺の口調に、あいの瞳に新しい涙が溢あふれてくる。

　脅しでも何でもない。本気だった。

「……奨励会にも、あいちゃんみたいに優しい奴がいたよ」

　黙って話を聞いていた生石おいしさんが穏やかな口調で言った。

「そいつはとんでもなく才能のある奴だった。俺の同級生で、昔からのライバルで、俺より何倍も才能があって、絶対にプロになれるって誰もが少しも疑ってなかった……けど、三段になったその日に、自分から奨励会を辞めた」

「どうして……？　あとちょっとなのに──」

「そいつは俺にこう言ったよ。『将棋は好きだ。でも誰かを傷つけたり蹴落としたりするのは嫌いだ』……その後、必死に勉強して医者になった。小児科の先生に」

　関西将棋界では有名な話だ。俺も姉弟子も、病気になるといつもその先生に看みてもらっていた。診察後には将棋を指してくれて……先生はいつも負けてくれていた。

　そういう生き方もあるだろう。

　むしろそういう生き方こそが人間として尊とうといんだろう。

　将棋は単なるゲームに過ぎない。他人を癒いやしたりすることはできない。社会の発展に寄与することもない。むしろ貴重なエネルギーを浪費しているだけで、無駄以下の存在かもしれない。

　けれど俺達にとって将棋は全てだ。

「俺達は将棋が無ければ生きられない。将棋が指せないなら生きている意味が無い。将棋で否定されたら他に何も残らない。将棋しか必要ない」

　そう信じて、それ以外の全てを捨てて、戦う。

　プロも奨励会員も研修生もアマチュアも関係ない。

　そう信じて戦い続ける者が『棋士』なのだ。

「負けられない。どんな相手にも。だったら悩む必要なんて無い。そうだろう？」


「…………はい！」



　あいは頷うなずいた。

　師匠の前で二度と涙を流さぬよう、嗚咽おえつを漏もらさぬよう……小さな拳を握り締め、必死に唇を嚙かみ締めた顔で。雨に濡れた子犬のように震えながら。

　あいは俺に見捨てられたくないという一心で、勝つことを正当化した。

　だが、それで傷ついた心が癒えるわけじゃない。

　俺達は互いの心を傷つけ合いながら強くなっていく。傷ついた心は瘡かさ蓋ぶただらけで、けれどそれが剝がれれば前よりも強靱きょうじんな皮膚ひふが現れる。折れた骨が前よりも丈夫になるように、折れることで心も前より強くなる。

　けれどその傷が癒えるよりも早く、新しい傷が生まれてしまえば……いずれ心は粉々に砕け散り、二度と元には戻らないだろう。







「ふぅ……」

　弟子が脱衣場に消えると、俺はやっと表情を緩めた。叱しかるのは難しい……。

　とはいえこれからが大変だ。

　澪ちゃんはＪＳ研のリーダー格。その澪ちゃんとの関係が上手うまく行かなければ、他の子との関係にも影響しかねない。

　そもそも強すぎる人間というのは、嫉妬しっとや対抗心を一身に浴びて孤こ立りつし、精神的な戦いも強いられる。あいが研修会で孤立するようなことがなければいいけど……。

「……いい子だな。あいちゃんは」

　あいのために銭湯を早く開けてくれた生石さんは、再びロビーで俺と二人きりになると、しみじみとそう言った。

「健気けなげで、素直だ。ああいう子は伸びるよ。心配ない。そりゃ、しばらくは振ふり飛車びしゃを持って手が伸びなくなるかもしれないが……」

　あいはここで駒落ちの上うわ手てを持つために振り飛車を修業したが、よりによってその成果を大親友にぶつけてしまった。

　そのことが呪縛じゅばくとなって、あいの力を縛る可能性は高い。

　将棋は勝てば経験値をもらえてレベルアップするような単純なゲームじゃない。勝ち方によっては心に傷を負い、その傷が将棋を弱くすることもある。

「研修会の幹事は久留野くるの君だろ？　彼なら上手にフォローしてくれるさ。振り飛車党だしな」

　確かに久留野先生なら安心だ。振り飛車は関係ないと思うけど……。

「……ええ。あいは大丈夫だと思います。問題は──」

「あいちゃんに負けた方の子か……」

「……澪ちゃんは、最近スランプに悩んでいたそうなんです」

　少し前に上の道場で見た澪ちゃんの姿を思い出しながら俺は溜ため息を吐ついた。あの時、気付いてあげていられれば……。

「棋き風ふうじゃない穴熊あなぐまなんかも指そうとしてて、それで逆にもっと調子を落としてるようにも見えました。それもこれも──」

「急激に伸びるあいちゃんを意識して、か。よくある話だな」

「そうですね。ありすぎるほどによくある話です」

　子供の世界だけの話じゃない。プロの世界だって、強すぎるライバルの存在を意識しすぎるあまり自分で転んでしまうような場合はいくらでもある。

　才能とは台風のようなものだ。

　その中心である本人は静かだが、周囲の人間は近くにいればいるほど強い影響を受けて薙なぎ倒されてしまう……。

「八や一いち。お前、名人とやったことは？」

「まだありません。幸か不幸か……」

「あの人と戦うと、勝っても負けても調子を崩す。あの人の将棋の中に『自分には絶対に指せない手』を見ちまうからだ。それに憧れて手を伸ばし、背伸びしすぎてバランスを崩す……そんな経験を何度もするとな、学ぶんだよ」

「何を……？」

「『この人には何をしたって届かない』ってことをさ」

「……」

「それでも勝てばまだいい。届かなくても何とかなると勘違いできるからな。負けたら本当に悲惨だぜ？　一欠片ひとかけらの希望すら打ち砕かれて、次に戦う時はもう絶対に勝てなくなってる。最初の数回は勝ててもその後にほとんどの人間が連敗を続けるのは、あの人が戦いの中で相手の心に毒を注ぎ込むからだ」

「毒？」

「ああ。毒さ。『絶望』と『諦め』って名前のな。そいつはじわじわと俺達の心を冒おかし、夢や希望を腐くさらせる」

　人の心を腐らせる、毒……。

　名人の強さの一端を見た気がした。経験者の言葉は重い。

「負けて得られるものがあるとすれば、そんな卑ひ屈くつな発見だけだ。将棋は負けても強くなれない。負けたら弱くなる。お前に勝機があるとしたら、それは『まだ名人と戦ってない』っていう、その一点だろうな」

「ありがたいアドバイスですけど、まだ名人と戦う準備は早いですよ。いつ当たるかもわからないんですから」

「噓うそだな」


「ッ……！」



「山刀なた伐ぎりは名人の研究パートナーだ。居い飛び車しゃを基本としたオールラウンダーで棋風も共通してる。まさに名人の下位互換といっていい。そしてお前が振り飛車の研究をしてるのは、順位戦のためでも山刀伐のためでもない」


「…………」



「名人に勝つためなんだろ？　お前は竜王りゅうおう戦の挑戦者に名人が出てくると予想してる。腹を括くくれよ。山刀伐に勝てなきゃ名人に勝てる確率はゼロだ。ストレート負け確実だろうな」


「……勝てる、と思いますか？　今の俺なら………………山刀伐さんに」



　名人に、とは聞けなかった。その答えはわかりきっているから。

「才能は確実にお前が上だ。前にも言ったと思うが、山刀伐の才能はプロでも最底辺レベルだからな」

「でも、だったらどうして山刀伐さんはＡ級棋士になれたんです？」

　Ａ級棋士は総勢十名。

　その上には名人しかいない、超トッププロの代名詞だ。

　俺は竜王戦では頂点に立ってるけど、順位戦ではＣ級２組のケツから十番目くらいに位置している。今から最短で上ったとしてもＡ級になるには四年もかかるという、それほどに遙はるか遠い高みだ。

　初対局の時に侮あなどっていたように、俺も山刀伐さんがＡ級の器だとは思っていなかった。将棋界のほとんどの人間がそう思ってたはずだ。研究がなければ何もできない人だと……。

「教えてください巨匠マエストロ。山刀伐さんの強さの秘密を」

「……さっき、才能と努力の話をしたな。憶おぼえてるか？」

「もちろん。奨励会員は誰もが極限まで努力してるから、結局は才能がプロになれるかどうかをわける……って話でしたよね？」

「そうだ。奨励会を抜けてプロになる人間は誰もが極限まで努力してる。だがプロになってからも同じだけ努力できる人間は少ない」

「山刀伐さんは奨励会時代と同じ努力を続けていると？」

「違うな。奨励会時代以上に努力してるんだ」


「っ……！」



「奨励会時代のあいつは居飛車しか、それも矢や倉ぐらしか指せなかった。オールラウンダーになったのはプロになってからだ。『お前みたいに才能のない奴が名人のマネなんかするな』ってバカにされながらも、あいつはそれを止やめなかった……やがて、全ての戦型を網もう羅らするあいつの研究が名人の目に留まり、研究パートナーに抜擢ばってきされたのさ」

　生石さんは吐き捨てるように続ける。

「あいつの根性は尋常じゃない。異常だよ。何度叩たたき潰しても、どれだけ才能の違いを思い知らせても、ゾンビみたいに甦よみがえってくる。しかも前より確実に強くなって。だから俺はあいつが嫌いだ。あいつを見てると、まるで自分が努力してこなかったように思えるからな」

「……」

「山刀伐は研究パートナーとして日常的に名人の才能に触れている。なのに奴の心は腐るどころかますます強くなってる。あいつには他人の才能を素直に認めて、その強さを自分に取り入れるという度量の広さがある。相手の得意戦法を受けることで、その研究成果を吸収しようとしてくる。だから強い相手や才能のある若手と戦うのが大好きだ。八一、お前も好かれてるんじゃないのか？」

「……まあ、その傾向はあったような……」

　アレってそういうことだったのかなぁ？　もっと違う意味の『好き』だったような気もするんだけどなぁ……。

「山刀伐は敗北を怖れない。あいつは将棋が強いんじゃない、心が強いんだ。だからこそ、あいつの研究は厚いし、あいつの将棋は剛つよい。あいつは単なる研究家じゃない。関西棋士おれたち以上に泥臭くて粘り強い、本物の将棋指しだよ」

　本物の……将棋指し……。

「山刀伐の強さの秘密を教えてくれって言ったな？　秘密でも何でもない。あいつは誰よりも努力してるんだ。冗談でも何でもなく人生の全てを将棋に捧ささげ続けてる。誰よりも努力してるから強い。当たり前の話だろ？」

　誰よりも努力しているから、強い。

　当たり前のようだが、その当たり前のことができる人は少ない。

「とはいえその努力ってやつをひっくり返しちまうのが才能だからな。史上四人目の中学生棋士にして史上最年少タイトル保持者ホルダー……ムカつくが、お前の才能は規格外だ。振り飛車を教えてみて、改めて思い知ったよ」

「……」

「お前の才能と山刀伐の努力。冷静に見て、現時点での力は僅わずかに山刀伐が上だが……お前の振り飛車でどれだけ奴の意表を突けるかが勝負の分かれ目になるだろうな」

　俺の振り飛車……か。

《捌さばきの巨匠マエストロ》に教わったとはいえ、俺の振り飛車はしょせん付け焼き刃だ。山刀伐さんみたいに根性という熱い炎で鍛えた技とは違う。

　けれど俺は、その未熟な技に賭けようと決めていた。

　最初の一歩を踏み出さなければ何も始まらないのだから。

「……ところで生石さん。さっき言ってた、飛鳥あすかちゃんが将棋に向かない理由って──」

「飛鳥は優しすぎるんだ。あいちゃんみたいにな。だが飛鳥には、あいちゃんみたいな才能は無い」

　生石さんはあくまで才能にこだわるが、それには理由があった。

「負けて傷ついた心を癒す方法はたった一つ。勝つことだ。才能のある人間は負けてもすぐに強くなるからそのうち勝てるようになるが、才能の無い人間は負け続けることになる。それは不幸だろう？　親が娘を不幸から守って何が悪い？」

　違う。と思う部分はあった。

　けれど俺には反論できなかった。そしてこう思った。

　きっとあいを弟子に取る前だったら反論してたんだろうな──と。









[image: ]　　オールラウンダー






　そして月曜。山刀伐さんとの戦いの日。

　弟子と一緒に家を出た俺は、対局のため連盟へと向かった。あいは表面上、明るく振る舞っていたが……やはりまだどこか痛々いたいたしさがあった。

　なにわ筋の横断歩道を渡り切ったところで、

「おはよう！」

　爽さわやかな笑顔と共に、爽やかに挨拶あいさつされる。今日の対局相手だった。

「お、おはようございます……山刀伐さん」

「今日はよろしくね？」

　対局前は黙礼もくれいくらいで済ますことも多いが、この人はストレートだ。まあ性癖はストレートじゃないかもれないが……。

　気まずさを感じつつも「あっち行ってください」とも言えず、一緒に連盟へ。

　一階の自販機でお茶を買うことでエレベーターに乗るタイミングをズラそうとしたんだけど、ご丁寧に待っていてくださった。すごくいい人だな。先に行ってください……。

「いやぁ、今日はラッキーだったよー」

「な、何がですか？」

　二人きりでエレベーターに乗ると、山刀伐さんは二人きりなのに妙にこっちに密着した体勢で爽やかな笑顔を浮かべたまま言う。

「実は少し寝坊しそうになってね。昨日、大阪に入ったのが遅かったから……」

「何かあったんですか？」

『新宿しんじゅく二丁目で遊んでたんだよ！』とか爽やかな顔で言われたらどうしようかと思ったが……ある意味それ以上に衝撃的な言葉を山刀伐さんは口にする。

「昨日は名人と研究会だったんだ。対局前日だからボクも八一くんの対策に没頭したかったんだけど、お忙しい方だから他に時間が取れなくて……そうそう、今日のボクらの対局も注目していると仰おっしゃっておられたよ」

「ッ！　名人が……この対局を？」

「もちろんさ。それどころか、竜王の将棋は全てチェックしておられるそうだよ？」

「……」

　名人が……俺の対局を？　全部？

　最初に感じたのは、恍惚こうこつとした嬉うれしさだ。

　あれだけ忙しい人がわざわざ棋譜をチェックするということは、俺の中に何か見るべきものがあると思ってくれているから──俺の実力を認めてくれているからに他ならない。

　だが、恍惚とした数分が過ぎると……次に来たのは凄すさまじいプレッシャーだった。

　名人に見られている……それだけで『一手もミスできない』と気負ってしまう。

　そして何より……名人が俺の将棋を見ているということは、いずれ俺と戦う時のために、俺の将棋を分析しているということだ。

　あの史上最強の棋士が俺の持つタイトルを……竜王位を狙っているという当たり前の事実を改めて突きつけられ、膝が勝手に震え出していた。

　そう。俺は怯おびえていたのだ。

　獅子ししの視線に気付いた兎うさぎのように……。

　そんな俺の心を見透かしたように、山刀伐さんが俺の耳元で囁ささやく。

「今日はお互い、変な将棋は指せないね？」


「っ……！」



　やられた、と思った。

　戦う前から目の前の対局以外に注意を散らしてしまっていた。

　こうなってしまうと名人のプレッシャーを意識から外すのは難しい。対局中も気を抜けば思考をそちらに引っ張られるだろう。

　相手に盤外戦術のつもりがあったかどうかは不明だが……これで将棋が固くなってしまわないよう注意しないと……。

　四階でエレベーターを降りると、二人並んで対局室へ。

　この日の対局は『賢王戦けんおうせん』の段位別予選。

　賢王戦は七大タイトルには含まれていない一般棋戦だけど、対局の様子がネット中継されたり予選が段位別になったりしてるのが特色だ。

　普段は竜王のタイトルで呼ばれる俺も、ここでは単なる九く頭ず竜りゅう八段。

　撮影機材の関係で、四階にある『水無瀬みなせ』という部屋で対局は行われる。ここは普段、休憩時に棋士が店てん屋や物ものを食べたりするために使われるので、部屋の外には電子レンジが置いてあったりする。

「おはようございます」と室内に声を掛けつつ、山刀伐さんと一緒に入室。

　既に記録係と観戦記者は入室しており、あとは俺達の準備を待つばかりとなっていた。

「……九頭竜と山刀伐は仲良く揃って入室、と」

　観戦記者の鵠さんはさっそくペンを走らせる。やめてくれ。

「振り駒です」

　記録係がそう言って立ち上がった。先手と後手を決めるのだ。

　賢王戦の持ち時間は一時間。切れたら一分。

　こういう持ち時間の短い棋戦では事前の準備が大きくものを言う。

　仮に一時間の事前研究をして来て、実戦もその通りに進めば、実質的な持ち時間を二倍にすることができるからだ。

　相手の研究を外し、なおかつ自分の研究領分に引きずり込むことができれば、実質的な持ち時間で相手と大きく差をつけることができる。このアドバンテージは時として勝負を決する。

「山刀伐先生の先手番でよろしくお願いします」

　……よし！

　俺は心の中でガッツポーズをした。もちろん表面上は『うわっ、後手かよー』みたいな雰囲気を出す。

「……後手を引いた九頭竜は渋い表情。どうやら先手が欲しかったようだ……と」

　盤側ばんそくの記者がさっそく騙だまされてくれた。よしよし。

「それでは十時になりましたので対局を始めてください」

「「お願いします！」」

　先手の山刀伐さんは初手から大きく前傾すると、力強い手つきで角かく道みちを開けた。応じるように俺も角道を開ける。最もオーソドックスな展開だ。

　山刀伐さんは間を置かず飛車先の歩ふを突いた。

「……山刀伐は素早く[image: ]２六歩を着手。この時点で戦法の選択権は後手の九頭竜に委ゆだねられた……と」

　観戦記者の見立て通り、次に俺が指す一手が戦法の分岐点となる。

「フフッ！　今日はどんな将棋を見せてくれるのかな？」

　山刀伐さんがウキウキと言う。

《両刀使りょうとうつかい》の異名を持つオールラウンダーならではの言動だった。相手に戦法の選択権を委ね、どんな将棋になっても研究量で上回るという自信が漂っている。

『ボクの将棋に穴は無いよ？』

　ここまでの三手で、山刀伐さんは俺にそう言っているのだ。

「……」

　俺は瞑目めいもくして、右膝を握り締める。

　次に指す一手は既に決めてきた。そのために今日まで修業を積んだのだ。

　しかしそれは勇気のいる一手だった……様々な感情が胸の中で暴れる。

　決断のために要した時間は五分。

　心を整えるために要した時間も五分。

　一時間の持ち時間の中から合計十分もの時を感情の制御に費やし、俺はその一手を指した。

「え？」

「えっ!?」

　着手した瞬間、記録係と観戦記者が数瞬のタイムラグを置いて同じ呟つぶやきを漏らす。

　おそらく中継画面には驚きょう愕がくの文字が乱舞しているだろう。当然だ。居飛車党の竜王が振り飛車を示唆する一手を指したのだから。




　俺の指した手は──中央の歩を突く、５四歩！




「ゴキゲン中なか飛車びしゃ……か。これは意表を突かれたな。驚いたよ……」

　山刀伐さんは目をぱちぱちさせて何度も盤面を確認してから、盤から顔を起こして髪を搔かき上げ、最後に大きく息を吐いた。

　予想外の手を放たれた時、棋士が示す反応にはいくつかのパターンがある。

　まるっきりポーカーフェイスの人もいれば、動揺を素直に表に出す人もいる。逆に、わざと大げさに驚いてみせて相手を油断させようとする人もいる。

　──この人はどれだ……？

　俺は盤に視線を落としたまま、相手の『気』を感じることに全神経を集中する。

　言葉や表情ではなく、対局者の放つ微かすかな気配……盤を挟んだ者だけが感知できるそれを読むのも、棋士の能力の一つだ。

「キミの公式戦の棋譜きふは全て並べた……奨励会時代の棋譜も集められるだけ集めたけど、平手の将棋で振り飛車は一局も無かったはず。ボクのために……ボクのためだけに、勇気を振り絞って初めて飛車を振ってくれたんだね？」

「……」

「フフッ！　八一くんの初めて、ボクがもらっちゃった♡」

　色々と妙なことを口走っているが、自分の動揺を気取らせないための盤外戦術のはずだ。そのはずであって欲しい。そうじゃないと困る……。

「……山刀伐は嬉しそうに、九頭竜の初めてを受け容いれた……と」

　観戦記者は興奮した様子で筆を踊らせる。やめろ！

　……まあとにかく、山刀伐さんの意表を突くことには成功したようだ。

　名人との研究会があったという言葉に噓がないとすれば、俺への対策もそれほど練ねっていないことになる。四戦目にしてようやく序盤でリードを奪えたか──

　そう結論づけようとした、まさにその瞬間だった。

「けれど残念だな。キミとは実力で戦いたかったから……」

「……？」

「せめてこの対局が一昨日だったら、公平な条件で戦うこともできたんだけど……本当に残念だよ。きっと名人もそう思っておられるだろうね。これでもう、この将棋は決着がついてしまった……」

　山刀伐さんは本気で残念そうな顔をすると、ゆっくりとした動作で駒を持ち、言った。

「その戦法は昨日、ボクと名人で終わらせてしまったのだから」
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「八一くんが中飛車を……!?」

　中継を見ていた私は思わずそう声に出していた。

　自宅の二階。銀ぎん子こちゃんに稽けい古こをつけてもらっている子供部屋には古いパソコンも置いてあって、その画面には確かに八一くんが飛車を振ろうとする光景が映し出されていた。

「……生石先生のところで修業してたから、まさかとは思ったけど……」

　齧かじり付くように画面に顔を寄せて銀子ちゃんが呻うめく。

　今日は平日だけど学校行事の振替休日でお休みらしい。間違いなく噓だ。けど、将棋を教えてもらってる手前あまり厳しいことは言えない。

　八一くんの対局が始まる前、私は銀子ちゃんに昨日の例会で指した将棋を見てもらっていた。

　例会の結果は────一勝三敗。

　全敗は免まぬかれたけど、Ｂを消すどころか指し分けにすら届かなかった。

　次の例会で二勝しなければ、降級の危機が続くことになる。

　だけど今の私には一勝すらものすごく高いハードルに感じる。

　銀子ちゃんと研究会をしたくらいで勝てるようになるなんて思ってなかったけど──

　いや、正直に言おう。

『もしかしたらすぐに勝てるようになるかも？』

　私はそんな甘い考えを抱いていた。

　そしてその甘い気持ちは、棋譜を一瞥いちべつした銀子ちゃんに簡単に見抜かれてしまった。

『温ぬるすぎる』

　吐き捨てるように銀子ちゃんは言った。

『技術以前の問題。軽率な手が多すぎる。まるで考えてない』

　……反論する言葉もなかった。

　だけど降級の掛かった状況というのは、首にロープを掛けられたまま将棋を指すようなものだ。まともな判断なんてできるわけがない。

『それでも指すのよ』

『どうやって……？』

『積み上げてきたものを使って』

『積み上げてきたものなんて……私には……』

『あるでしょ？　あそこに』

　銀子ちゃんが示したのは、部屋の隅に積み上げられたノートの束だ。

　私が書いてきた研究ノート。

　今まで指してきた全ての将棋の棋譜と、研究会で学んだことや、記録係をしたときにプロの先生から感想戦で聞いた知識が書き込んであるノート。

　けれどそこには、いつしか他人の知識ばかりが書かれるようになった……何の意味もない、着せ替え人形の日記だ。

『それだって無駄むだじゃないわ。自分で考えることができるようになれば、それは武器になる』

『武器？　このノートが？』

『桂けい香かさんにはたくさん武器がある。桂香さんは本当は強いの。けど、自分が弱いと思ってるから……自分に自信がないから、自分で考えた手を指せてないの。自分で自分を否定してしまっているの』

　私が強い？　冗談でしょ？

　そう思っていると、銀子ちゃんは一気にこう言った。

『だから桂香さん、もっと自信持って指しなよ！　勝負事において自信が一番大事なんだから!!　それしかないと言っていい[image: ]』

　とても激しい口調で……驚くほど激しい口調で、銀子ちゃんは私にそう言った。

　そんなやり取りがあった後に現れたのが八一くんの対局だった。

　今まで積み上げてきた居飛車の技術を……『竜王』にまでなった自分を変えて、全く新しい将棋に挑戦する。

　すごく勇気のいる行動だと思った。

　私ならできるだろうか？　大事な対局で、全く新しい何かを試すなんてことを。

　私にもできるんだろうか？　自分を変えることが……。

　八一くんの手が飛車を摑つかみ、力強い手つきでそれを中央へとスライドさせる。

　まるで何万回も繰り返してきたかのような、堂々とした手つきだった。私にはない自信に溢れている。

「いい手つきね」

「手つきだけよ」

　銀子ちゃんは手厳しい。どうやら生石先生のところで八一くんと会ったらしいけど……そこできっと、気にくわないことがあったのね。それ以降、私に稽古をつけるときの気迫がまるで違うから。『小学生どもを残らず血祭りに上げるのよ』が口癖くちぐせになってるし……。

「けど……大丈夫なの八一くん？　ゴキゲン中飛車は今、かなり勝率が……」

「そう。ただでさえ超速が猛威を振るってるプロの世界で付け焼き刃のゴキ中なかを指せば、普通は虐殺ぎゃくさつされて終わり」

　しかも相手は研究家で知られる山刀伐八段だ。序盤で完全に優劣がついてしまう可能性すらある。

「でも、生石先生と研究を重ねたなら──」

「《捌さばきの巨匠マエストロ》と呼ばれるほどの人ですものね……」

　超スピードで繰り出される居飛車の銀を打ち破る手段を編み出しているかもしれない。私も銀子ちゃんも、どんな超速対策が見られるのか固かた唾ずを飲んで見守る。

　けれどその対策を見ることはできなかった。

　山刀伐八段が持った駒は銀ではなかったのだ。

　彼が手にしたのは────









[image: ]　　超急戦






「ッ!?　銀……じゃ、ない……？」

　山刀伐さんが手にした駒を見て、俺は思わず声を上げていた。

　俺が飛車を中央に振ってゴキゲン中飛車を確定すると、山刀伐さんは自玉の右に控える金をその飛車を迎え撃つかのように中央へと踊らせたのだ。

　この手は──


「ッ……！　超急戦……ッ!!」






　ゴキゲン中飛車対策────[image: ]５八金右『　超　急　戦　』




『超速！　[image: ]３七銀』と並ぶ、ゴキ中対策の双璧そうへき。

　だがこの戦法は、単なる対策という以上の意味を持っていた。

「この手が何を意味するか……わかるよね？」

「……！」

　山刀伐さんの言葉に、俺はゴクリと唾つばを飲み下す。

　超急戦は戦法としては下火だが、それはこの手が超速に劣っているからじゃない。

　ここから十二手先に出現する局面──

　居飛車党と振り飛車党。相反あいはんする双方の大局観たいきょくかんが、その局面で既に勝負が決まっているはずだという共通の見解を持っていた。

　十九手目にして既に勝負が付いているのだ。

　ゆえに。

「……超急戦を選ぶということはゴキゲン中飛車という戦法を絶滅させたと宣言するに等しい。山刀伐は七手目を着手した瞬間に勝利を宣言していた……熱い！」

　観戦記者が熱っぽい手つきでペンを走らせる。

　超速はゴキゲン中飛車に勝つための戦法。

　超急戦は──ゴキゲン中飛車を絶滅させるための戦法。

「ボクと名人はずっとこの局面を研究し続けていた。結論が出ないからこの戦型は避けてきたけど……その研究がやっと昨日、終わったんだ」

　結論は？　などと聞くまでもない。

「居飛車必勝で、ね？」

「……」

　居飛車必勝……か。

　俺は今まで純粋居飛車党としてゴキゲン中飛車を相手に策を凝らしてきた。ありとあらゆる手段を使ってゴキ中を根絶しようとしてきた。

　俺だけじゃない。プロの世界では振り飛車党よりも圧倒的に多い居飛車党の棋士が寄って集って研究し尽くし、様々な対策を生み出した。『丸山まるやまワクチン』『二枚銀急戦』『超速！　[image: ]３七銀』そして『超急戦』……どの対策が生まれた時も、これでゴキ中は終わりだと言われた。

　──だが、ゴキゲン中飛車は死ななかった。

　どれだけ劣勢に立たされようと、振り飛車党は俺達の研究を嘲笑あざわらうかのような美しい捌きで軽かろやかにその結論を覆くつがえしてきた。

　逆説的な発想だが……俺は俺が滅ぼせなかったゴキ中という戦法を信じる！

「さぁて……どっちの研究が正しいのか──」

　俺はペットボトルのお茶を勢いよく呷あおると、口元を腕で拭って呟いた。

　居飛車と振り飛車。

　その二つの運命を決する戦いが幕を開けた。絶滅戦争が。

「……勝負ッ！」

　俺は中央の歩を前進させ、定跡じょうせきという名の列車に飛び乗った。

　走り出した列車は止まらない。定跡を外れる瞬間は拳銃を抜く瞬間だ。

　十九手目の問題の局面は必然。

　そこは素通りし、互いに超スピードで前例をなぞっていく。

「は、早い……!?」

　記録係がそう戸惑うほどの速度で指し手は進む。タブレットを使っていなければ記録が追いつかなかっただろう。そして──

「……ここだ！」

　三六手目。

　俺はそこで前例を離れ、温めていた新手を放った。

「ふぅん？　ここで手を変えてきたんだね？　……なるほど。この変化は──」

　山刀伐さんは俺の研究手を見て、

「知ってる」


「ッ!?　…………早い……！」



　ほぼノータイム！

『読んだ』という気配は無かった。となれば研究しかない。

　こんな手まで研究されているのか……!?

　改めて、山刀伐さんの研究の深さに驚かされる。

　そして山刀伐さんと共同でこの手を研究したであろう人物の影を見て、俺の指は震えた。

　名人の影を。


「…………」



　盤側の時計に目をやる。

　ここまでで二十分近くを費やしていた。残り時間は四十分弱……。

　俺の玉は相手よりも不安定で、駒損こまぞんも大きい。居飛車党の大局観からすれば圧倒的に劣勢と判断せざるを得ないような状況。

　これまでの俺なら、指が竦すくんでここから先の手順には踏み込めなかっただろう。

　だが俺の胸中では今、巨匠マエストロの言葉が熱く熱く鼓動していた。

『安全に勝とうなんて思うな。相手の攻めを呼び込んで紙一重で勝つ。それが──捌き！』

　ここまでは事前の研究通りに進んでいる。

　読み直している時間は無い。この胸の鼓動を信じて──

「……攻めるッ!!」

　俺は自玉を危険に晒さらしたまま、相手の玉を目掛けて持ち駒の香車を打ち込んだ。

　山刀伐さんはその香車を、同じように持ち駒の香車で受ける。

「ここッ……!!」

「ン!?」

　俺は山刀伐さんの打った香車を取らず、その地点を目掛けてさらに桂馬を打つ。駒得こまどくよりも速度を優先し、相手がこっちの駒を取っている隙にガンガン攻める！

「……この局面でスピード勝負を挑もうっていうんだね？　フフッ！　ドキドキしてきた……さすがは竜王。ギリギリまで楽しませてくれる……！」

　山刀伐さんは俺の狙いを読んだ上でそれに乗ってきた。玉頭ぎょくとうに危険な間隙かんげきを生むのも厭いとわず、香で香を取り込んでくる。最強の応手おうしゅ……！

「だが……もう一本ッ!!」

　こじ開けた空間に、俺は最後の香車やりをねじ込んだ。

　山刀伐玉と俺の香車を隔てるものは、もはや超急戦の引き金となった５八の金のみ。

　あと一枚……！

　ここを突き破れば山刀伐さんの玉を押し潰すことができる。そうすれば一気に勝負を終わらせられる!!

　苦手な相手に初めて勝てるかもしれないという手応えを感じ、俺の心臓は肋骨ろっこつを突き破りそうなほどの勢いで鼓動していた。熱い!!

　あと一枚……!!

　あと一枚ッ!!

　そしてとうとう俺の香やりが山刀伐さんの金たてを突き破り、成なり香きょうとなって玉を追い詰めた……王手！

「これで──────終わりだッッッ!!」

「そうかな？」

「え」

　次の瞬間、とんでもないものを見た。

「なっ!?」

「ま、まさかッ!?」

　記録係と観戦記者が腰を浮かして声を上げる。

　追い詰められたはずの山刀伐玉が、何と自ら俺の成香を取って、そのままこっちへ突っ込んで来たのだ！

「が────『顔面受け』ッ!?」

「フフ……気持ちいい!!」

　爽やかな笑顔を浮かべて変態的な手を放った山刀伐さんは俺の総攻撃を全く意に介さず、それどころか裸の玉を突撃させて来る。

　玉を守るのではなく、玉そのものを防御に参加させる捨て身の受け──『顔面受け』だ。

「ば……馬鹿な!?　こんな受けが……!?」

「気持ちいい!!」

　恍惚こうこつとした表情すら浮かべつつ、山刀伐さんはそう繰り返す。

　全ぜん裸ら単たん騎きで突っ込んでくるその玉は、異様なまでの生命力に溢れていた。山刀伐さんの指し手には微み塵じんの怖れも怯えもない。攻防一体の凄まじい勝負手……！

『相手の攻めを呼び込んで、紙一重で勝つ』

　俺はそれを目指していた。そしてそれは成功したはずだった。ギリギリまで自玉を危険に晒し……あと数手で詰むという状況まで相手の攻めを呼び込んでから反撃し、紙一重で勝つ。

　だが山刀伐さんはそれ以上にギリギリまで自玉を追い込んでいた。

　紙一重どころか、俺の攻めが素肌に触れるほどに。

　そして薄皮一枚で俺の攻めが届かないことを遙か昔に読み切っていたのだ。信じられないほどの研究精度で。

　攻めさせられていたのは俺の方だった。

　捌いたと思ったのに、捌かれていた……。


「お…………お、ぉ…………」



　胸の高鳴りが急速に萎しぼんでいく。

　脇きょう息そくに肘を突いて頭を抱え、思わずこう呻いていた。

「お、俺は……」


　俺は…………この人には勝てない、のか……？











[image: ]　　百億の挑戦と千兆の死の






「一千時間だよ」

「……え？」

　頭を抱えていた俺は、山刀伐さんが発した言葉に顔を上げる。

「ボクが超急戦の研究に費やした時間だけで一千時間くらいにはなる。ゴキゲン中飛車全体の研究量はその倍以上になるだろうし、振り飛車全体の研究はさらにその数十倍になる」

「……」

「ボクはそれだけの準備をして振り飛車を指している。八一くん、キミは振り飛車を指すためにどれだけの準備をしてきたのかな？」

　俺が実際に振り飛車を指し始めたのは二週間前で……多分、百時間くらいだ。

　超急戦に費やした時間は十時間くらいだろうか。

　定跡の勉強なんかはもちろんずっとやってきたが、プロにとってそれは研究のうちにも入らない基礎知識でしかない。

「一千時間の事前研究。そしてそのうち百時間は名人との共同研究……それだけのアドバンテージを覆せるかい？」

　爽やかな笑顔の裏にある感情を、俺はその時はっきりと理解した。

　怒っているのだ。

　こっちの準備が足りていないことを見抜き、そして『居飛車がダメなら振り飛車で』という俺の浅はかな考えを見透かして……山刀伐さんは激げき怒どしていた。

　だが、俺は反論することもできない。

　言葉ではもちろん、盤上ですら何もできない。

　常に一枚上を行かれている感覚──

　いや、一枚どころじゃない。何百枚……何千枚という研究量の差。そしてその研究を支えるのは根性だ。将棋が強くなりたいという気持ちだ。

　技術だけじゃない。

　俺は気持ちでも山刀伐さんに負けていた……。


「ぅ…………う、ぅ……」



　呻き声を漏らしながら、改めて、盤面に目を落とす。

　もはや駒損なんてもんじゃなかった。

　向こうは飛車と角の大駒二枚を筆頭に、大量の持ち駒を保有している。

　そしておそらく山刀伐さんは、このまま斬り合っても一手差で勝てることを正確に読み切っている。

　限定合駒あいごまを読み切っていた、二週間前の対局と同じように……。

「まだ何かあると思っているなら諦めた方がいい。言っただろう？　ゴキゲン中飛車はボクと名人で終わらせたと」


「…………」



「この研究は完璧だよ。破れるわけがない」

　完璧。絶対に破れない壁。

　果てしなく高く、厚く、そして小さな傷すらないその壁を前にして、俺の心はポッキリと、小枝みたいに簡単に折れてしまった。

　──また泣きながら走るのか？

「ッ……!!」

　ズギンッ、と全身に痛みが走った。

　塞ふさがりかけた瘡蓋かさぶたが剝がれ、ぐじぐじになった傷口を抉えぐられる。軋きしむほど歯を食いしばらなければ声が漏れてしまいそうなほど、痛い。

　この痛みはよく知っている。

　耐えることのできない心の痛み。

　決して慣れてはいけない痛み。

『敗北の痛み』だ。

　──不可能だから諦めるのか？　破れない壁だから諦めるのか？


「ッッ…………!!」



　もう心は折れたはずだった。負けを認めたはずだった。

　だが諦めようとすればするほど痛みは強く、激しくなる。

　逆転は……ほぼ不可能。

　けれど俺はここからでもまだやれることがあると知っていて、それが痛みとなって敗北を拒否していた。理性ではなく、棋士としての本能で。

　不可能を可能にするたった一つの方法。




　それは────不可能に挑むこと。




　いつだって目の前には高い壁があった。

　将棋を始めたときは親父と兄貴にずっと勝てなかった。初めて行った道場では二ヶ月間負け続けた。二歳年下の姉弟子にも最初は全く勝てず、飛車落ちで師匠に勝てたのは入門して二年後だった。奨励会でＢに叩き落とされ、プロになった初めての対局でもボロ負けし、竜王になってからも十一連敗した。

　子供の頃の俺が「プロになる」と言ったら、誰もが不可能だと笑っただろう。

　けれど俺は竜王になった。

　負けるたびに挑み。挑むたびに負け。心に痛みを刻みつけ。

　それでも挑み続けることが、不可能を可能にする唯一の方法だと知った。

　そして。

　いくつもの壁を乗り越えた先に現れた、最強の壁。

　いくつもの不可能を乗り越えて突き当たった、最強の不可能。

　明日からでも、次の対局からでもない。

　今、この瞬間から──────俺は『最強』に挑む！

　盤を睨にらみつけたまま記録係に問うた。

「ここまで」

「三四分使われました」

「残り」

「二五分と三四秒です」

　──……届くか？

　相手の研究は一千時間。しかも名人とＡ級八段が二人がかりで下した結論。

　その結論を────たった二五分と三四秒で覆す。

　順位戦Ｃ級２組の、プロになって二年も経たない新人が覆そうとする。

　無謀かもしれない。不ふ遜そんかもしれない。

　だって俺は、この二人とは比べものにならないくらい弱いから。

　弱い、けど──────俺は『竜王』なんだ!!


「………………はぁー……」



　顔を上げて大きく息を吸い込み、肺と脳に思いっきり酸素を送り込む。

　両の手を拳に握り。

　その拳を畳に突き立てて全体重を支えると、限界まで前傾して盤の上に覆い被かぶさる。

　真っ直ぐに、盤を──将棋盤だけを、見る。

　つらいことから目を逸そらさずに挑み続けろと弟子に教えた自分の言葉を思い出す。

　きっとあいも、小学校でスマホを握り締めてこの対局を見ているだろう。

　あいだけじゃない。

　巨匠マエストロも、姉弟子も……もしかしたら澪ちゃんや桂香さんも、この将棋を見てくれているかもしれない。

　そして、誰よりも──


「………………名人が……」



　いずれ戦うことになるあの人が。

　今、超えようと決めたあの人が。





　──名人が見ているんだぞおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッッッ!!






「ッッッ[image: ]」

　唇が切れるほどきつく嚙み、痛みを気合いに変えて一気に『読み』を加速させる。

　思考の中で、俺の玉は何度も死んだ。

　ある手順では頓とん死しし、ある読み筋では無残に嬲なぶり殺された。

　読めば読むほど未来には死が溢れ、絶望しか見えない。
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「カアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッ[image: ]」



　積み重なる無数の死に心を折られそうになる。目の前に広がる変化の広さに……将棋という可能性の無限の広がりに押し潰されそうになる。残りの変化は？　億？　兆？　挑んだ己の無む謀ぼうさに後悔するよりも先に新しい死が訪れる。

　読む。

　それでも、読む。

　何度も。

　何度も。何度も。

　何度も何度も何度も。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度でも。

　百億の挑戦と千億の絶望と千兆の死の。

　その、果てに。




　──────────────────────辿たどり着いたその場所に、たった一つ。


「………………見つけた」



「え？」

　山刀伐さんが返した声で、俺は自分が何かを呟いたことを悟った。多分『見つけた』とか、そんなようなことを言ったんだろう。

　時間の感覚を失っていた俺は、顔を上げて時計を見る。

　費やした時間は……二五分と三四秒。

「九頭竜先生。持ち時間を使い果たされましたので、これより一分将棋でお願いします」

　記録係にそう告げられても、動揺は無い。

　もう時間など必要なかった。

「はい」

　応えると同時に着手。


「ん!?　その手は…………なるほど。次の一手でボクの玉は詰めろになる……」



　山刀伐さんは俺の手を吟ぎん味みすると、

「だがこの瞬間は何でもない」

　そう言って、俺の玉を目掛けて香車やりを打ちつけた。

『受けずに斬り合えば一手差で勝てる』

　そう確信した手つきだった。

「……」

　俺も受けの手を指さず、ノータイムで山刀伐さんの玉に詰めろを掛ける。

　その指し手の早さと淡々たんたんとした俺の様子を見て、

「……そうか。形作りだね？」

　山刀伐さんは笑顔を浮かべた。

「けれど悔いることなど無いよ？　八一くんは弱くない。ゴキゲン中飛車という戦法自体が破は綻たんしていただけなのだから……」

　山刀伐さんが俺の玉の真横に飛車を打ちつけて一度目の王手を掛ける。

　俺はそれをかわす。

　山刀伐さんは桂馬を打って二度目の王手を掛ける。

　俺はその桂馬を歩で取って王手を受ける。

　山刀伐さんは角を打って三度目の王手を掛けてきた。

　ここだ。

　俺は駒台に手を伸ばす。

　それを投了とうりょうの動作と勘違いしたのか、山刀伐さんは労いたわりを含んだ笑顔を浮かべて、

「やっぱりキミに振り飛車など似合わない。次はぜひ、得意の一手いって損ぞん角かく換がわりを見せて欲しいね。きっと名人もそれをお望みに──」

　しかし俺は投了する気などさらさらなかった。駒台に手を伸ばしたのは、そこにある駒を合駒として打つためだ。




　ノータイムで打ちつけた駒は────『銀』。




「……銀？」

　山刀伐さんの顔から笑みが消し飛ぶ。

「銀で受けた？　……銀？　桂馬を持っているのに……？」

　普通、合駒には安い駒を使う。強力な駒を相手に渡してしまっては、自玉が逆に不安定になってしまうから。

　だが──これしかないのだ。

　山刀伐さんは当たり前のようにその銀を取り、四度目の王手を掛けてきた。

　俺はそれを受け、そして山刀伐さんは五度目の王手を掛ける。

　ここもだ。

　再びノータイムで打ちつける。合駒を。


「また………………銀？」



　山刀伐さんは俺の合駒の意味に──


「…………………………………………………………まさか？」



　二回連続で銀を打ったその手の意味に、そこで初めて気付く。


「まさか？　え？　まさか…………まさかまさかまさかッ!?」



　そう。

　そのまさかだ。

　俺が打った二枚の銀は──


「…………限定合駒？　だった……のか？　し、しかも…………に、二枚連続の？　…………いや!?　ま、まさか…………さらにもう一つ!?」



　愕然がくぜんとした表情で、山刀伐さんは全てを悟る。

　自分が既に負けていたことを。

　万に一つ、億に一つも負けるはずがないと思っていた局面に、たった一つ……一千兆に一つの負けが存在していたことを。


「そ……そんな…………そんなものが、ほ、本当に…………？」



　信じられないのは俺にも理解できた。

　けれど、あったのだ。

　完全無欠の、比ひ類るい無なき強度と精度を誇る壁には、顕けん微び鏡きょうで拡大しても見ることができないほど小さな穴が一つだけ存在していたのだ。奇跡よりも小さな穴が。

　そして壁は崩れた。

　俺が、崩した。


「そ、そんな…………そんなはずが……」



　山刀伐さんはふらふらとよろけるような手つきで六度目、七度目、八度目、九度目と王手を掛けてくる。

　悔しくて投げきれないというよりも、目の前で起こったことがまだ信じられないという様子だった。

　しかし勝負は既に終わり、熱かった盤上には冷たい結論だけが載っている。

　答えは一つしかない。




　──────投了。




　合計十回の連続王手を掛けた山刀伐さんは、俺がその王手をかわすのを見届けると、崩れそうになる身体を支えるかのように駒台に手を翳かざし無言で頭を下げた。

　俺も無言で礼を返す。


「「…………」」



　山刀伐さんはもちろん、記録係も観戦記者も、誰も何も言わない。

　そこには勝敗を超えた驚きがあった。

　誰もが今、盤上で発生した天文学的な確率の余よ韻いんに浸り……将棋というものの奥深さに圧倒されていた。

　実戦で限定合駒が出現する確率は、ごく僅か。

　それが連続して出現する対局など、十年に一度あるかないかだ。

　俺は奇跡的な手順で勝利を手にしたが……しかしその奇跡を起こせたのは、山刀伐さんの研究精度が奇跡以外では破れないほど完璧だったからともいえる。


「…………敗着……は、あったのかな……？」



　投了後の第一声。

　感情を押し殺すような声で、山刀伐さんは盤を見詰めたまま言った。

「ここで──」

　手を戻し、俺は山刀伐さんが自玉の後ろに桂馬を打った五七手目を指摘する。

「桂じゃなくて、香を打っておけば」


「あっ……！」



　山刀伐さんはすぐにその意味を理解したようだった。反射的に駒に手を伸ばそうとするが、思い直したように途中で引っ込める。

　伸ばした手は、微かすかに震えていた。

　悔しいんだな、と俺は思った。そしてこの悔しさこそが、この人の強さなんだろうなと感じていた。

　同じプロ棋士達から『才能がない』と見下され続けた日々を、この人は力に変えてきた。表面上は穏おだやかに振る舞っていても、見下されて傷つかない者などプロの世界にはいない。『勝ちたい』という気持ちは一日も途絶えることなく、だからこそこの人は、誰よりも強烈な努力を続けられたんだろう。ただの努力じゃない。強烈な努力を。

　盤を挟み、この人の研究を深く深く、深く精査したことで、この人がどれだけ深く将棋に打ち込んできたのか……その膨大な時間を追体験できた。

　そして、知った。

　俺が壁にぶつかってきたように、この人も壁にブチ当たり、乗り越えてきたことを。俺なんかより遙かに多くの不可能に挑み続けてきたことを。

　誰よりも熱く、激しく、そして泥臭い……本物の将棋指し。

　じんわりと全身に広がっていく喜びに痺しびれていると……不意にこっちを見て、山刀伐さんが口を開く。

「……さっきの質問に答えてもらってもいいかな？」

「え？」

「振り飛車を指す準備。どのくらいしてきたんだい？」

「二週間……」

「はっ」

　山刀伐さんは驚いたように目を見開くと、仰のけ反ぞるように爆笑した。

「ははっ！　二週間！　二週間か！　こりゃいいや！　さすがは天才だね！　普通はオールラウンダー相手に二週間ぽっちの研究で初めての戦法を試そうなんて思わないよ！　しかもそれまで三連敗してる相手にだよ!?　いやぁ天才ってのは発想が違うね！　それで勝っちゃうんだからなぁ！」

「……すいません」

「いや、いいんだ。それにしても二週間とは……」

　ふっ、と笑みを漏らすと、山刀伐さんは淡々と言った。

「……Ａ級に上がれたことで、どこか驕おごりがあったんだろうね。自分と名人の下した結論なら誰にもひっくり返せないと思って、それを振りかざすだけで勝てると勘違いしてしまった……本当に大切な武器は、もっと別のものなのに」

　そう言い終わると、山刀伐八段は姿勢を正し、深々と頭を下げて、もう一度、はっきりとした声で投了を告げた。

「負けました。……ありがとう」

　この人に勝てたことが、俺は嬉しかった。
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　奇跡。

　目の前で、それが起こった。


「なに……が？　い、いったい…………何が起こったの……？」



　山刀伐八段が投了した姿がモニターに映し出されても、私はすぐにそれを信じることができなかった。

　八一くんの玉は簡単に詰みそうだった。

『あの局面からなら私でも簡単に勝てる』

　そう思わせるほど差があった。私が八一くんの立場ならとっくに投げていただろう。

　けれど勝ったのは八一くんだった。

　合計十回もの王手を凌しのいだのは驚異的だったけど……感想戦を聞いているうちに、さらにとんでもない事実が判明していった。

「銀、銀、角の……三連続限定合……？」

「そう」

　私とは対照的に、銀子ちゃんは対局中の段階でそれに気付いていたようだった。いつもと変わらない表情で淡々と言う。透き通るほど白い顔で。

「角の中合ちゅうあいは実戦では出現しなかったけどね。けど八一はそれも読んでいたわ。確実に」

「ど……どこで……？」

「たぶん、先手が５八桂と打った時に」

「５八桂？」

　最初、どの局面なのか理解できなかった。

　そして理解すると────血の気が引いた。

「じょ……冗談でしょ!?　五七手目でもう三十手先の勝ちを読み切っていたっていうの!?　不可能よそんなの!!」

「三連続限定合なんてものが運や偶然で生まれるとでも？　本気でそう思ってる？」


「っ……！　で、でも……！」



　反論しようとして、私は言葉に詰まった。

　限定合駒とは『それ以外の駒を合駒に使えば詰む』という状態。

　つまり一つしか無い答えを完璧に読み切っていたということを意味する。

　それを八一くんは三つもクリアしたのだ。

　偶然のわけが……運や勘のわけがなかった。

　読んでいたのだ。

　完璧に読んでいたのだ。

　けど、いくら終盤とはいえ……現実的な手順だけでも凄まじい数の分岐があるはず。

　生身の人間では絶対に読み切ることなどできない、最新のコンピューターですら何日もかかるような、天文学的な分岐が……。


「……何百億……？　…………何千…………兆……？」



「跳び越えたのよ。その全てを。八一は跳び越えたの」

　あくまで淡々と、銀子ちゃんは言う。

「そしてたった一つの正解へ辿り着いた。私達が千年かけたところで到達できないその場所へ。三十分もかからずに」

「そ……そんな……」

　説明されても脳が理解することを拒否していた。

　そもそも合駒というのは、できるだけ安い駒……歩とか香とかそういう駒を使う手から読むものだ。

　だから……銀や角を合駒に使うという発想自体が普通ではあり得ない。

　奇跡──いや奇跡以上の不可能を、八一くんは可能にしてしまった。


　そんな…………そんなの…………。




「に…………人間じゃ……ない……」



「だから言ったでしょ？」

　銀子ちゃんはそれが当然の事実であるかのように、自分の弟弟子の正体を告げた。

「将棋星人なのよ」







　……銀子ちゃんが帰った後も私は一人で部屋に残り、敗北感に打ちのめされていた。

　きっと、さっきの対局を見ていた多くのプロ棋士や女流棋士、奨励会員達が、同じように打ちのめされているだろう。

　圧倒的な才能は、ただそこに在るだけで周囲の心を折る。


「でも…………八一くんは悪くない。あいちゃんだって……」



　当たり前だ。象が歩いている最中に蟻を踏み潰したからといって、それを非難などできはしない。象には悪意もなければ罪もない。そもそも象は蟻の存在など認識すらしていない。

　けれど象は……蟻を簡単に踏み潰してしまうのだ。

　そんな象の存在を、蟻は怖れ、怯え、敬い……そして憎む。

「……薄っぺらいなぁ……」

　あまりの卑小ひしょうさに泣きたくなる。私なんて、部屋の隅に積み上げてある研究ノートの紙みたいにペラッペラな存在だ。

「こんなものが私の武器だなんて……銀子ちゃんも酷ひどい──」

　そう言いかけて、私はふと気付いた。

　女流棋士を目指して修業を始めてから書き始めたそのノートの束は、いつしか脚付きの将棋盤よりも厚くなっていたのだ。

　一枚一枚は薄っぺらくて小さな存在だとしても……積み上げた七年半は、象の爪くらいの大きさにはなっていた。

「私の……武器……」

　部屋の隅に積み上げられた古いノートに手を伸ばし、その表紙をめくる。

　懐かしい棋譜に出会い、希望に満ちていた日々が甦ってきた。

　よちよち歩きの赤ん坊みたいに拙つたなくて不出来ふできな将棋……だけどそこには、将棋を指せる喜びと、何より自由な発想が溢れていた。

「私が、こんな将棋を……？」

　すっかり忘れていたかつての自分に出会い、それが何故かとても楽しくて、私は夢中でページを繰る。

　気がつけば夜が明けていて、それでも私はページを繰り続けた。

　次の夜が明けても。

　その次の夜が明けても。
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『最新式のミサイルをフルスイングして相手を殴り倒したような将棋』

　本日の対局を見た生石玉将の感想である。

「華麗さのカケラもねぇ。せっかく振り飛車っていうミサイルをくれてやったのに、お前ときたら結局それを鈍どん器きとしてしか使えないんだからな」

「す、すいません……」

「二週間ここで何やってたんだ？　風呂に入りに来ただけか？」

　……言葉もねぇ。

　対局が終わって『ゴキゲンの湯』に戻った俺は、ジャズバーみたいなオシャレな道場で巨匠マエストロから説教を受けていた。

　奇跡的な手順を発見して勝ったとはいえ、最初からそれを狙っていたわけじゃない。研究でも捌き合いでも、俺は明らかに山刀伐さんに劣っていた。偶然落ちていた勝ちを拾えたに過ぎないのだ。

　とはいえネット上では大絶賛で、いつもアンチさんしかいない巨大掲示板も今日ばかりは九頭竜八一祭りが開催されている。

　こんな具合だ。

『竜王ＴＵＥＥＥＥＥ！！』

『三連続限定合とか奇跡かよ！』

『初めての振り飛車でＡ級棋士を血祭りに上げる……やっぱ天才だなこいつ』

『これは真のドラゴンキングですわ』

『クズ竜王、最近なんか覚醒してね？』

『同意。弟子を取ってからレベルアップした気がする』

『二人目の弟子もＪＳらしいぞ』

『そっちもレベルアップだな』

　何だか取り返しのつかないほど風評被害ふうひょうひがいが加速してる気がするけど嬉しさが勝まさった。ログ保存しちゃう！

「むふ♡　フヒヒッ♡」

「説教されてるのに笑うなよ。気色の悪い奴だな……」

「す、すいません……」

「……正直なところ──」

　生石さんは俺の棋譜を指でトントンと叩きながら、

「お前が山刀伐に勝てるとは思ってなかった。いくらお前に才能があるからといって、よちよち歩きの振り飛車で山刀伐と名人の研究を破れるとは思えなかったからな。……だがどうやらお前の才能は、俺が考えてたより上だったようだ。さすがだよ、竜王」

「……才能は、確かに大切だと思います。努力だってもちろん大事です。けど──」

「けど？」

「……」

　俺は道場の隅に視線を向ける。

　そこでは俺の小さな弟子が、お客さんと一心不乱に将棋を指していた。

「才能より、努力より、もっと大切なものがある。それを見つけられたから今日、俺は勝てたんだと思うんです」

「ほう。そりゃ何だ？」

「『憧あこがれ』」

「……！」

　生石さんは驚いたように目を見開いた。

　道場の隅で将棋を指しているあいを意識しつつ、俺は確信を込めて言う。

「才能は大事です。でもその才能を最大限に発揮するために必要なものが『夢』や『憧れ』なんじゃないかって。それがあるからこそ努力できるし、子供ってどんどん伸びていくんじゃないかって」

　清滝きよたき師匠に憧れてプロ棋士を目指し。

　月光つきみつ会長に憧れて一手損角換わりのスペシャリストになり。

　そして今──名人に憧れて『最強』を目指す。

「経験を積めば積むほど、現実を知れば知るほど、俺達は臆おく病びょうになっていく。敗北を怖れたり周囲の目を気にしたりして、賢く立ち回るようになって……不可能に挑むことをやめてしまう。けどもっとストレートに、純粋に、目指すものを追いかければいいんじゃないかって。そう感じたんです」

　自分にできるかできないかなんて関係ない。

　だって俺達は将棋を指さずにはいられなくて……そうである以上、最強を目指すしかないんだから。

「俺はこれからも振り飛車を指します。居飛車も振り飛車も指しこなせるオールラウンダーに……名人みたいになるんだって、盤上で主張し続けます。どれだけ否定されても、クズ呼ばわりされても、この気持ちは間違ってないと思うから」

　山刀伐さんとの将棋は、それを俺に教えてくれた。大切なのは研究結果じゃない。何かを目指して研究を続けるというその行為自体が最強の武器なんだ。挑み続けるということが。


「…………」



　生石さんは大きく溜め息を吐きつつクシャクシャと髪を搔き回すと、


「…………俺や山刀伐のことは完全に無視ってか。クソ生意気な……これが天才か……」



「えっ？」

「『これが大阪最強のバカか』って言ったんだよ」

　ええー……。

「まあしかし、山刀伐と名人が超急戦をここまで深く研究してたとはな。しばらくはゴキ中を封印したほうが無難か」

「けど、生石さんにとってゴキゲン中飛車はエース戦法ですよね？　それを封印したまま順位戦を戦うって……」

「横よこ歩ふ取どりでも指すさ」

「え？　それ居飛車──」

「横歩取りの８五飛戦法な」

「はい」

「あれを九十度傾けてみろ」

「……？」

　脳内将棋盤を傾けてみる。
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「ほら。中飛車になった」

　頭おかしいよこの人。

　巨匠マエストロの発想に立ちくらみを感じた、その時。

「あの」

　いつのまにか道場に上がって来ていた飛鳥ちゃんが、生石さんに声を掛けた。

「銭湯……もう閉じたから……」

「おう。お疲れ。掃除は八一がやってくれるから先に上がっていいぞ」

　……まあいいけどね。対局が終わった日はどうせすぐには眠れないし。

　ついでにあいも母おも屋やに連れてってもらおうか。今日は泊めてもらって、明日早起きしてアパートに戻ろう。

　そんなことを考えていると……その場の空気がおかしいことに気付いた。

　飛鳥ちゃんが俺達の横で突っ立ったまま動こうとしないのだ。

「何だ？」

　生石さんがキツい声を出す。


「あ、あの……私…………私も…………ここで…………」



　ビクッ！　と怯えつつも、飛鳥ちゃんはいつもよりはっきりした口調でこう言った。

「私、八一くんに将棋を教わる……から」

「「……」」

　俺も生石さんも、すぐには何も言えなかった。

　ただ、驚きは無い。来るべきものが来たと思った。

「将棋は諦めろと言ったはずだが？」

「……お父さんからは教わらないよ」

　俺が教えるとも言ってないんだけど……。

　困惑するこっちをよそに、父と娘は互いに視線をぶつけ合っている。

「っ……」

　先に視線を逸らしたのは飛鳥ちゃんだった。

　けど、やはり動こうとはしない。俯うつむいたまま唇を嚙み締めて、父親からの圧力に必死で耐えている。

「……言葉じゃわからないみたいだな」

　生石さんはイライラとした様子でそう吐き捨てると、

「あいちゃん！　ちょっとこっちに来てくれ」

「ふぇ？」

　ちょうど将棋が終わったタイミングだったあいは、対局相手に慌あわてて一礼すると、不思議そうな表情でこっちへやって来た。

　生石さんが俺とあいに振り飛車を教えてくれた、おそらく最大の理由。

　それは俺達を鍛えるためでも、振り飛車を普及するためでもない。

　飛鳥ちゃんの心を折るためだ。

　巨大な才能を前にすると、人は戦う前から心を折られる。『どうやっても勝てない』と理解してしまえば挑む気すら起こらない。

　あいの才能を見せつけることによって、生石さんは飛鳥ちゃんの心を完全にヘシ折ろうとした。きっぱり将棋を諦めさせようと。

　けれどそれは逆効果だったようだ。

　個人的には、この気性の激しさは嫌いじゃない。特に飛鳥ちゃんみたいに普段はオドオドしてる子が将棋のことになると強情になるところとか……グッとくるよね！

「おい」

「あいてっ!?」

　巨匠マエストロに頭をひっぱたかれた。なぜ!?

「……今うちの娘をエロい目で見ていただろう」

　す、鋭い……！

「……私に才能がないのは、知ってるよ……」

　こちらのやり取りには気付いてないようで、飛鳥ちゃんは学校指定のショートパンツを握り締め、俯いたまま絞り出すように言う。

「お、お父さんが……あいちゃんを通して私に何を言いたかったのかも、わかってるよ……。だから……だ、だから──」

　飛鳥ちゃんは俯いた顔を上げ。

　そして、叫んだ。

「私があいちゃんに勝ったら……もう一度、将棋の勉強をする許可をください!!」









[image: ]　　中飛車対中飛車






「わ、わたしと飛鳥さんが将棋を指すんです……か？」

「やってもらえるか？　あいちゃん」

　生石さんにそう頼まれ、あいは助けを求めるように俺を見る。

　あいの気持ちはよく理解できた。

　今の話の流れから、自分が勝てば飛鳥ちゃんは将棋を諦めることになる。飛鳥ちゃんがどれだけ将棋が好きかも伝わっているだろう。

　以前あいは、姉弟子との研修会試験で飛鳥ちゃんと同じような立場で将棋を指した。飛鳥ちゃんに共感するなというほうが無理な話だ。でも──

「し、ししょう……」

「あい……」

　助けを求める弟子に、俺はこう言った。

「あい。おまえは桂香さんの希望を断ち切らなきゃならないんだぞ？」

「けいか……さん？」

　急に飛び出した名前に動揺どうようするあい。俺は話を続ける。

「連盟でここ最近の手合いを確認してきたよ……今日は当たらなかったが、次の例会で当たる確率は十分にある。次当たらなくてもいずれ必ず当たる。それどころか、おまえが桂香さんを降級させることになるかもしれないんだ」


「っ……！」



　あいは息を飲み、その顔はみるみる真っ青になっていく。

　自分が桂香さんの『首くび斬きり役』になるかもしれない未来を想像し、あいは震えた。二五歳で降級が決まれば、桂香さんはその時点で研修会を辞めるかもしれない……。

「今ここで飛鳥ちゃんと戦えないようじゃ、桂香さんとも戦えるわけがない。違うか？」

「……」

「誰もが譲れない事情を持ってる。誰もが勝ちたいんだ。相手がかわいそうだからって勝ちを譲るようなら、最初から戦う必要なんてないさ。アマチュアのまま楽しく趣味で将棋をやればいい。そうだろう？」

　道場にいるお客さん達を意識しながら、俺は言った。

　将棋を仕事にする必要なんてない。アマチュアのままでも将棋は強くなれるし、勝ち負けにこだわらず自由に、楽しく指すことができる。そんな将棋だって尊いし、正しい。

「どうするかは自分で選びなさい」

「わ、わたし……」

　あいは血の気を失った顔のまま、けれど飛鳥ちゃんと同じように拳を握り締め、選んだ。

「……やり、ます！」

　すぐに対局の準備がされた。

　残っているお客さん達は自分の将棋を終わらせ、道場の中央に戦いの舞台を整える。そしてあいと飛鳥ちゃんを取り囲むように観戦の態勢を取った。

　振り駒の結果、先手はあい。

「おねがいします！」

「お、お願いします……！」

　礼を交わすと、二人は慎重な手つきで駒を動かしていく。

　やがて盤上に出現した戦型を見て、誰もが驚きに目を見張った。


「「……ッ！　あ────相中飛車!?」」



　だったのだ。

　あいの先手中飛車に対し、飛鳥ちゃんはゴキゲン中飛車で応じた。

　中飛車対中飛車──

　あいが先手で中飛車を指したのも驚きだが、もっと驚くのは飛鳥ちゃんが後手で同型を選んだこと。

「飛鳥。お前……勝負を舐なめてるのか？」

　巨匠マエストロは低い声で言う。その声には明らかに怒りが込められていた。

　先後同型の場合、一手先に指せる先手が有利だからだ。

　一手損角換わりのような例外も存在するが、その一手損角換わりですら俺のようなスペシャリストがノーミスで指してやっと少し有利になる程度。

　だから飛鳥ちゃんが後手で中飛車を選んだのは自分から不利になる道を選んだということで、その甘さを生石さんは怒っているのだ。

「だ、だって……だって……」

　怒りを顕あらわにする父親に向かって、娘も同じように感情を顕わにして答えた。

「だって私は────中飛車が好きだからっ!!」

「よく言った」

　飛鳥ちゃんの言葉に、俺は思わず頷いていた。

　自分の方が将棋を愛している。自分の方がいっぱい将棋を指して、修業して、毎日将棋のことばかり考えてる。

　そんな気持ちが最後の最後で勝ちをたぐり寄せる。

　相手を押しのけることを……大切なものがかかった勝負で勝つことを正当化するためには、誰よりも強く強くこう思う必要がある。

　──将棋が好きだ、と。

　──将棋が大好きだ！　と。

　だから、あい。おまえも早くそれに気付いてくれ!!

「ッ!?　うっ……く!!」

　そのあいは、飛鳥ちゃんのゴキゲン中飛車を相手に苦戦を強いられていた。

　もともと振り飛車の経験値が少ないあいにとって、相振り飛車はほぼ未知の戦いだ。いかに先手を持って有利とはいえ指し手がわからないのではその有利も活かせない。

　だが、それ以上に──

「……上手い！」

　飛鳥ちゃんの指し回しに俺は思わず唸うなっていた。

　相振り飛車は定跡がほとんど存在せず、それゆえ力戦りきせんになりやすい。

　なのに序盤ですいすい飛鳥ちゃんの手が進むということは──

「……おい飛鳥。どうしてここまで相中飛車の手が読めるんだ……？」

　生石さんのその疑問に、飛鳥ちゃんは盤に目を落としたまま答える。

「……道場のお客さん達に教わったんだよ」

「なにぃ？」

　巨匠マエストロが周囲を睨みつけると、お客さん達はわざとらしく視線を逸らした。

　やがて観念したように、口々にこんなことを言う。

「……だって先生マエストロ。飛鳥ちゃんにお願いされたら断れないでしょ？」

「そうですよ。振り飛車党を増やすチャンス……しかも貴重な女の子を増やす絶好のチャンスじゃないですか。逃せませんって」

「『飛車は振っても女の子は振るな！』が俺達の合い言葉じゃないっすか！」

　そうだそうだ、とお客さん達は大っぴらに飛鳥ちゃんの応援を始めた。

　生石さんは頭を抱える。

「この振り飛車バカどもが……仕方のねぇ連中だな、まったく！」

　そう嘆く姿は、だけど少し嬉しそうに見えた。

　思えば生石さんは俺達がここに来た時から嬉しそうだった。

　心のどこかで娘がまた将棋を指すのを望んでいたんじゃ？


「将棋を仕事にできるなんて思ってない！　女流棋士になりたいなんて思ってない！　わ、私は……私は…………将棋が好きなだけなんだ!!」



　熱い指し回しであいを圧倒しながら、飛鳥ちゃんは感情を爆発させる。

「だからお父さんとも将棋を指したい！　お客さんとも将棋を指したい！　強くなれなくたって、小さな女の子に追い抜かれたって、そんなことは関係ないよ！　だって……だって私は、将棋が好きなんだから!!」

『ゴキゲン中飛車』ってのは不思議な戦法だ。

　そもそも戦法に感情の名前がついてるのが不思議だ。

　その理由は諸説あるが、俺が一番好きな説は『中飛車を指すと誰でもゴキゲンになれるから』っていう説。

　不思議な話だけど、将棋を全く知らない人が自然と指してしまう手が中飛車。だから中飛車を指すのは人間の本能みたいなもので、それをどんな時でも貫けるゴキゲン中飛車は人類にとって最高にゴキゲンでハッピーな戦法。らしい。

　荒唐こうとう無む稽けいな説のようにも思えるけど……今の飛鳥ちゃんを見てると、この説もあながちウソじゃないって思えてくるだろ？

「私は将棋が好き！　中飛車が大好き！　いつも隅っこでうじうじしてる私でも、真ん中に飛車を振れば……こ、こんな私でも、まっすぐに、正面から、思いっきり気持ちをぶつけられるんだから！　誰が何と言おうと、相手がどんな戦法を指そうと、私は私の中飛車で戦う!!　ゴキゲン中飛車で戦い続けるっ!!」

　それまで溜めていた全ての感情を一気に吐き出すと、飛鳥ちゃんはひときわ大きな声で宣言した。
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「私の中飛車は──────道だッ!!」

　その言葉の通りに。

　飛鳥ちゃんは中央に振った飛車を真っ直ぐ突撃させ、あいの玉へと繫がる道を切り開く！

「ッ……!?」

　予想外のタイミングで攻められたあいは、相手の気迫を受け損なって形勢を大きく損ねてしまう。

　そこに、

「だあああああああああああああああああッ!!」

　飛鳥ちゃんの捌きが炸裂する！

　飛車をぶった切ったのを皮切りに、次々に駒をぶつけてあいの陣地へと斬り込んでいく。

　父親とは似ても似つかぬ不器用で強引な捌き。だが──

「……熱い、な」

《捌きの巨匠マエストロ》がそう呟いたのを、俺は確かに聞いた。

　あいはみるみる追い詰められていく。

　そして、追い詰められたことで──

「とって……うつ」
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　戸と惑まどいや躊躇ためらいといった余分な感情が剝はがれ落ち、闘う本能が剝き出しになった。

「とって……うって……とって……とって……うって、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこう──」

　やっと戦うスイッチが入ったあいは、前後に身体を揺らして読みのリズムを取り始める。

　本領発揮だ。

「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──────」


「ッ……!?　あ……あい…………ちゃん…………？」



　それまで勢いよく攻めていた飛鳥ちゃんは、変貌を始めた小学生の女の子を目の当たりにして明らかに気圧けおされていた。

　そして──





「…………まけ、ました……」



　一時間後。

　投了を告げたのは────あいだった。

「あ……ありがとう……ございました……」

　はぁはぁと肩で息をしながら飛鳥ちゃんも礼を返す。

　あいは手を抜いたわけじゃない。盤側で見ていればそれはわかる。

　ただ、実力を完全に出せたわけでもなかった。

　心の傷はまだ癒えておらず、それがブレーキになっている。自分が勝つことで誰かが不幸になるという事実に震え、急所で手が伸びないのだ。それに加え、左手で将棋を指す飛鳥ちゃんにペースを狂わされた部分もあるかもしれない。

　しかし何より……飛鳥ちゃんの指し回しが見事だった。

　序盤で奪ったリードを生かし、終盤で猛烈に追い上げられつつも崩れずに勝ち切った。おそらく百回戦えば、飛鳥ちゃんはあいに一回しか勝てないだろう。その一回をここで出せたのは気持ちであいを上回っていた証拠だ。

　飛鳥ちゃんの指し手から才気は感じられなかった。

　けど、だからこそ説得力のある一局だったと思う。

　学校に通いながら家の手伝いをしつつ、親に隠れてこれだけの将棋を練り上げるのは、彼女の根性が半端じゃないことを証明していた。

　そして何より、将棋が好きという気持ちに偽りがないことを。


「か……勝った…………よ……」



　感情の昂たかぶりから目に涙すら溜めながら、飛鳥ちゃんは父親を見る。


「お、お父さん…………私……将棋…………やって、いい……？」



　そんな娘の様子を黙って見ていた生石さんは、

「……飛鳥。お前将棋を勉強して、それでどうしたいんだ？」

「で、できたら……普及指導員の資格を取って、お父さんの道場の手伝いをしたい……雑用だけじゃなくて、指導もできるようになりたい……」

　普及指導員というのは連盟公認の将棋インストラクターのようなものだ。

　この資格を持っていると連盟公認の将棋教室を開けるし、級位認定状や免状の推薦もすることができる。

　資格を取るには様々な条件が必要になるが、女性の場合はアマ二段以上の棋力を有することが大前提だ。

　今の将棋を見る限り、飛鳥ちゃんなら決して不可能な目標じゃない。


「お父さんが……お父さんとお客さんが作ってくれたこのお店を、私も一緒に守っていきたい……道場だけじゃなくて、銭湯もちゃんと一人で経営できるようにして……それで、お父さんには安心して将棋に専念してもらって……そ、それが私の夢…………だった、から……」



「夢、か……」

　生石さんは飛鳥ちゃんの言葉を繰り返すと、

「あんな不格好な振り飛車で叶かなえられると思ってるのか？」

「え……」

　投げかけられた辛辣しんらつな一言に、飛鳥ちゃんは絶句する。

「勘違いするなよ飛鳥。お前が勝てたのはあいちゃんが相振り飛車に慣れてなかっただけで、お前のゴキゲンが優れてたからじゃない。あんな重い捌きに切れ味のない終盤で振り飛車党を名乗られちゃ困るんだよ。だから──」


「ッ……！」



『将棋を辞めろ』

　そう言われると思い、飛鳥ちゃんは息を飲む。

　だが──生石さんは別の言葉を口にした。

「俺が教えてやる」

「……いい、の？」

「いいも何もお前、ダメだって言ったのに結局やってたんだろうが。将棋」

「「……」」

　成り行きを見守っていたお客さん達が、急にあらぬ方を見て口笛を吹いたりし始める。ノリのいい人達だなぁ。


「あ、あの……私…………私…………！」



「それに八一なんかに教わったら、もっと不ぶ様ざまな振り飛車になっちまうからな」

　飛鳥ちゃんは何と言っていいのかわからない様子で、それでも必死に言葉を絞り出す。


「わ、私……が、頑張る、から…………自分に才能が無いのは、わかってるけど……お、お父さんみたいに強くはなれないって、わかってるけど…………お父さんみたいに頑張ることなら……きっと……できるから…………！」



「ふん。どうせそのうち研修会に入りたいって言い出すに決まってる」

「ど、どうして……？」

　そう問い掛ける飛鳥ちゃんに、《捌きの巨匠マエストロ》はふて腐れたような表情のまま答えた。

「俺の娘だからさ」

「……お父さん!!」

　飛鳥ちゃんの瞳から、ぼろぼろと大粒の涙がこぼれる。

　きっと飛鳥ちゃんが負けたとしても生石さんは将棋を教えたんだろうけど……それは言わぬが花だろう。

　飛鳥ちゃんは自分の言葉通り、中飛車で道を切り開いた。夢に続く道を。

　そんな将棋を目の当たりにしたあいは、ぽつりと言う。

「飛鳥さんと生石先生……これからどうなるんでしょう？」

「ゴキゲン中飛車で繫がった絆きずなだぞ？」

　不安そうにこっちを見上げる弟子の頭に手を置いて、俺はご機嫌な笑顔を浮かべた。

「ハッピーエンドに決まってるさ」
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「じゃあ行ってくるから」

　研修会の例会日。

　いつものように朝食を準備し、自分用のお弁当を詰め、父親のための食事を作り置くと、私は手早く身み支じ度たくを整えてそう言った。

　父親は朝食を食べ終わると、ずっと新聞に視線を落とし続けている。

　二人とも、目は合わせない。

　この呼吸と間合いは長い歳月で自然と身についていったものだ。

　八や一いちくんと銀ぎん子こちゃんがいなくなってからは将棋の話をすることもほとんどなくなった。するとしても道場の営業についての話題だけで、自分達の成績については全く話題にしない。意識的に避けていた。

　もしかしたら──

　そういった日々の積み重ねが、私をゆっくりと腐らせていったのかもしれない。

「お昼は冷蔵庫の中に入ってるから。温めて食べて」

「ああ……」

「それから、そろそろ町内会費と新聞の集金があると思うから。お金は下駄げた箱ばこの上に置いてあるから封筒ごと渡しておいて」

「ああ……」

「それと、あと──」

　私は居住まいを正すと、新聞に目を落とし続けている父親を正面から見て、こう言った。

「今日、連勝してＢを消せないようなら……研修会を辞めるつもりです」

「……？」

　新聞を見ていた父親は、ゆっくりと顔を上げて私を見た。

　こうして視線が合ったのは何年ぶりだろう？

　久しぶりに真正面から見た父親の顔は、驚くほど老ふけていた。刻きざまれた皺しわに、過ぎてしまった時間の重さを思い知る。簡単には受け止めることができないほどに。

　下がりそうになる視線を必死で保ちながら、言葉を続ける。

「今までわがままを言ってごめんなさい。こんな歳になるまで面倒を見てもらって、それなのに勝手にこんなことを決めて、本当にごめんなさい」

　ずっと考え続けていた言葉を口にしながら、本当にこれが正しいことなのか迷い続けている自分がいた。私はただ逃げたいだけなのかもしれない。

「けど、そのくらいの覚悟でやらないと……どうせダメだと思うから」

「桂けい香か──」

「行ってきます」

　父の言葉を遮さえぎるように私は頭を下げ、家を出た。







　私に退会を決意させたのは、一通の手紙だった。

　その手紙は、女流じょりゅう棋士きしを目指して研修会に入る前……父親に命じられて将棋を指していた小学生の頃の研究ノートに挟まっていた。存在すら忘れていた、古いノートに。

　差出人は……十歳の私。

『二十才のわたしへ』という書き出しで始まるその短い手紙には、自分が将棋の勉強をしていること、師匠ししょうになった父親が厳しくて挫くじけそうになること、けど自分は将棋が大好きで、夢は女流棋士じょりゅうきしになって父親と一緒に将棋の仕事をすることだということが子供っぽいストレートな言葉で綴られていて、そしてこう締しめ括くくられていた。




『二十才のわたしへ。わたしの夢は、かないましたか？』




「……ごめんね。全然かなわなかったよ」

　連盟へ歩きながら、二五歳になってしまった私はそう呟つぶやいていた。

　夢はかなわなかった。

　それどころか、十歳の頃の純粋な気持ちすら忘れてしまっていた。

　きっとあの頃の私が今の私を見たら、未来の自分の情けなさに愕然がくぜんとするだろう。

　夢はかなわなかった。十歳の私が見た夢は。

「でも……意地くらいは見せるから」

　連盟に入った私は、いつもは世間話をする売店のおばちゃんや守衛しゅえいさんとも挨拶あいさつすらせずに真っ直ぐ対局室へと向かった。
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「……何をしているの？」

「わっ!!」

　研修会の例会日。

　対局前に行われる戦法講座の様子をこっそり覗のぞき見していた俺は、背後から声を掛けられ死ぬほどビックリして振り返る。

　弟子でしが冷たい眼まな差ざしでこっちを見下ろしていた。

「天衣あい！　お、おまえ驚かすなよ！」

「驚くのはこっちなんだけど？　棋界の最上位者が痴ち漢かんみたいにコソコソ隠れて子供達が集まってる部屋の中を覗いてるなんて、弟子として見過ごせるわけがないでしょう？」

「人として明らかに問題がありますな」

　天衣に付き従っている晶あきらさんまでそんなことを言って俺を詰なじる。

　うう……そりゃ俺だって堂々と様子を見たいさ……。

　でも桂香さんが俺に会いたくないって言ってるから、こうして隠れてこっそり様子を見てるんじゃないか……澪みおちゃんとあいの様子も気になるし……これでも苦労してるんだ。

　とはいえそんな事情を天衣に告げるのもどうかと思う。

　賢い子だから察してはいるんだろうが……俺はこの子に一門かぞくの絆きずなを見せてあげるために弟子にした。

　その絆がボロボロになりつつあるなんて、認めるわけにはいかないんだ！

「で？　隠れて何をしてたわけ？」


「これは……その…………お、俺はいつもこうしておまえ達のことを見守っているんだぞ！　気がつかなかったのかな!?」



「気持ちが悪すぎるんですけど？」

「そ、そう言うなよ～」

　俺は笑顔を浮かべて天衣を見上げる。

　自分としては爽さわやかにキメたつもりだったんだが相当キモい顔になっているようで、天衣と晶さんは不気味そうに後ずさりやがった。

「わかってるんだぞ？　俺の籍に入ってくれたってことは、おまえだって満更まんざらじゃないんだろ？　師匠のこと好きなんだろ？　ん？　んんー？」

「晶。下の事務局で籍抜いてきて」

「はっ」

　離婚……！

「じょ、冗談だよ冗談！」

「冗談は顔だけにしてちょうだい」

　……このガキ自分が超かわいいからって調子に乗りやがって……。

「っていうか、おまえこそ何をやってるんだよ？　明らかに遅刻だろ。さっさと例会に参加しなさいよ」

「入るわよ。あなたがどけば」

「……どうぞ」

　俺が道を譲ると、お嬢様は「ふん」と道端の埃ほこりを息で払うかのように言って、師匠には一瞥いちべつもくれず入室する。

「失礼します」

「ん？　夜叉やしゃ神じんくん、遅刻ですよ」

　幹事の久留野くるの義経よしつね七段が注意すると、天衣はすらすらと遅刻の理由を述べた。

「申し訳ありません。道にゴミが落ちていたので掃除していたら遅くなりました」

「それは感心ですが遅刻はしないように」

「はい」

　天衣は優ゆう雅がに一礼し、空いているスペースに正座をした。ゴミ呼ばわりされた師匠は廊下の隅で少し凹へこんだ。

　ちょうど講座が終わったところだったので、久留野先生は点呼に移る。

　研修生が全員揃っていることを確認し、

「ん。では本日の手合いを告げます」

　遂に、誰と誰が対局するかが発表される。

「……！」

　隠れてその様子を見ていた俺は……室内の緊張の高まりに、胃がギュッと鷲わし摑づかみにされたような圧迫を覚えた。

　今日の研修会は明らかに部屋の空気が違う。

　いつも明るく、講座の途中でバシバシ発言する澪ちゃんが、この日はずっと押し黙ったまま俯うつむいている。

　その澪ちゃんに引きずられるように、綾あや乃のちゃんも部屋の隅で小さくなっている。

　そしてあいも、心ここにあらずといった様子で落ち着きがない。




　だが……その異様な空気の中心にいるのは桂香さんだった。




　研修会最年長の桂香さんが、いつもの柔和にゅうわな様子をかなぐり捨て、周囲を威い圧あつするかのような気を発しているのだ。

　桂香さんは明らかに、意識的にそれをやっていた。

　普段なら子供達に優しく接したり、笑顔を浮かべたりしている桂香さんが、今日は朝から誰とも喋しゃべらずに険けわしい表情を浮かべて『話しかけるな』というオーラを出している。

　それだけで室内は殺伐さつばつとした空気に支配されていた。

　会員の年齢に幅があり人生が掛かっているため殺伐とした空気になりやすい奨励会ではよくあることだが、小学生が多い研修会でこういった空気は珍しい。

　そして子供は多かれ少なかれ大人の顔色をうかがう。

　誰もが桂香さんの様子に対して動揺し、その様子をうかがい……つまり、かなり強引な方法ながら桂香さんはこの場の空気を支配していた。

　とはいえもちろん、そんな支配の影響を受けない存在もいる。

「清滝きよたき桂香くんと夜叉神天衣くん。平手」

　一局目にぶつかることになった天衣は全くいつもと変わらない。

　研修会に入って未いまだ無敗という戦績は、自信という名のバリアーを天衣の精神に与えていた……まあこいつはそんなもんなくてもダイヤモンドみたいなメンタルなんだけど。

　そして、その対極にあるのが──

「清滝桂香くんと雛鶴ひなつるあいくん。平手」

「……ッ!!」

　二局目での激突を告げられた瞬間、あいは明らかに動揺した。

　対する桂香さんは微動だにせず。来るべきものが来たとでもいうように淡々と受け容いれている。

　……ようにも見えたんだが。

「それでは一局目の準備をしてください」

　その言葉を合図に全員が立ち上がり、対局相手を求めて移動する。

　事件はその時に起こった。

　あいが対局相手を見つけ、その子と視線で合図し合って、近くの盤に腰を下ろそうとした瞬間。

　スッ……と、桂香さんがあいの反対側に腰を下ろしたのだ。

「「っ!?」」

　誰もがギョッとしていた。

　桂香さんが腰を下ろしたタイミングは、あいが座ろうとしたタイミングと同時……いや、わずかに遅かった。微妙なタイミングだが……。

　桂香さんは明らかにあいを意識し、対局の前からプレッシャーを与えにいっていた。完全な盤外戦術だ。


「あ…………え……？」



　片膝を突いた状態で固まってしまったあい。

　その反対側に座る桂香さんはもう正座しており、動くつもりはないことを……つまり無言で『どけ』と言っていた。


「…………」



　あいは空いている別の盤を見つけると、無言で一礼して桂香さんから離れる。

　時間にしてみれば数秒間。

　だが、永遠にも思える、重苦しい数秒間だった。


「うっ……！」



　緊張のあまり吐はき気けをもよおした俺は、口元を押さえてその場から逃げ出していた。
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「がはっ！　…………はぁ、はぁ……」



　トイレに駆け込んで空から嘔吐えずきを繰り返す。

「ま、まさか……天衣とあいが、一局目から連続で桂香さんと当たるなんて……」

　研修会は一日で四局をこなす。

　当然ながら最初の対局は非常に重要だ。勝てば勢いがつき、負ければそのまま崩れてしまうことも。

　Ｂを取ってからの桂香さんの成績は一勝三敗……この日に四連敗してしまえば降級へのリーチがかかる。


「俺は二人の師匠なんだから……当然そっちを応援しないといけない。けど…………」



　苦くなった口をすすぐため飲み物を買いに二階の道場へ降りると──

　奥まった場所に、姉弟子がポツンと座っていた。

「……どうも」

「……」

　買った飲み物を持って、盤を挟んだ反対側に腰を下ろす。

　姉弟子は「どけ」とも「消えろ」とも言わない。

　ただ俯いて、初形に並べられた駒を見ていた。

　日曜日の道場はそれなりに混んでいて、大盤解説用のステージには子供達の荷物が無造作に積んである。

　駒音がパチパチと響き、ひそひそした感想戦の声やチェスクロックの電子音、手合いを告げる放送が、渾然こんぜんとなって耳に届いてくる。

　俺達にとってそれは、最も心安らぐ音楽だ。

　赤ん坊が母親の心臓の音を聞くと落ち着くように、道場に響くこの音を聞くと、不思議と心が安らぐ。

　だから対局中のささくれ立った心を落ち着けるために、俺も姉弟子も公式戦の最中にこの道場へ降りて来ることがあった。

　特に何かをするわけじゃない。

　ただこうして椅子に座って、ぼんやりと道場の音や空気に浸るだけで、何となく落ち着くのだ。

　そうすることによって、必敗だと思ってた局面が『まだやれるかも？』と思えるようになったりする。

　不思議かもしれないけど……心の在り方は将棋の思考に直結する。

「……」

「……」

　姉弟子も俺も、何も言わない。

　俺の鍛えたあいや天衣と、姉弟子が策を授けたであろう桂香さんが激突する今日の研修会は、俺と姉弟子の代理戦争という見方もできる。

　──一門を巻き込んだ姉弟喧嘩きょうだいげんか。

　周囲からはそう見られているかもしれない。

『どうして桂香さんの邪魔をするの？』

　姉弟子は俺に対してそう思っているのかもしれない。

『桂香さんが女流棋士になれなくてもいいの？　桂香さんが大事じゃないの？』

　そう俺を責めたいのかもしれない。

　俺は男だからってこともあり、どっちかというと師匠に構ってもらった。

　だけど姉弟子は桂香さんにベッタリだった。

　俺達がまだ奨励会に入る前……小学校の低学年くらいの頃、桂香さんがこの道場に来ると、姉弟子はずっとその側そばにいた。

　将棋を指す時も盤の横まで桂香さんを引っ張ってきて、「みてて？　みててね？」と自分の勝つところを見せたがった。

　勝てば褒ほめてもらいたがり、負ければ慰なぐさめてもらいたがった。

『銀子ちゃんはいつも桂香ちゃんと一緒やね』

　道場で人からそう言われれば、

『桂馬と香車の隣にはね？　銀がいるんだよ！』

　並べた駒を指さして、姉弟子は嬉うれしそうにそう答えていた。

　そんな当時のことを思い出しながら、俺は姉弟子と盤を挟んで静かに座っていた。

「どうして……」

　やがてポツリと、姉弟子が言った。

　ともすれば道場の音に紛まぎれてしまいそうなほど小さな声は、こう続いた。


「私達は、どうして…………戦うことしかできないんだろう？」



「それは──」

　俺達が将棋指しだから。

　いや……違う。

「それは────俺達が、生きているから」

　将棋指しとして生きることを選んだ……という感覚すら、俺にはない。

　物心つくかつかないかの頃に将棋と出会い、それからはもう当たり前のように将棋を指していた。

　選ぶとか選ばないとか、そんな問題じゃない。

　将棋を指す以外のことはどうでもよくて、ただひたすら強くなりたくて、次から次へと現れる強敵と戦って、戦って、戦って────

　そんな長い戦いの果てに辿たどり着いたのが『プロ棋士』という職業であり、『竜王りゅうおう』という地位だった。

　しかしそこは安住の地などではなかった。ゴールなんかじゃなかった。

　それは生きる限り続く戦いの途中でしかないのだ。

　俺にとって生きるとは、将棋を指すこと。将棋が無ければ死んでいるのと同じ。

　そして将棋とは戦いそのものだ。

　だから、この心臓しんぞうの鼓こ動どうが止まるまで、戦い続ける。

　この関西将棋会館で、東京の将棋会館で、俺は年上の奨励会員を屠ほふってきた。

　俺に優しくしてくれた先輩達……将棋を教えてくれた人、記録係のやり方を教えてくれた人、一緒に遊んでくれた人、メシを奢おごってくれた人、俺の将棋を褒めてくれた人……。

　そんな優しい仲間達を盤上で殺し、今の俺がある。

　大切な人達を傷つけて、その人生を破壊して、夢を潰して……それでも将棋を指すことをやめられないでいる。

　姉弟子だって、自分が盤の前に座って戦うのであれば、決して迷いなどしない。

　たとえそれが桂香さんであろうとも、師匠であろうとも、俺であろうとも、自らの手で決着をつけて決して後悔しないだろう。

　だけど今はそうじゃない。

　自分の力じゃどうしようもない状況で、だからこそ、経験したことのない気持ちに戸惑い、戦いから目を背そむけている。

　そしてこの、幼い頃に自分を受け止めてくれた将棋盤にすがりついている。

　将棋から離れた《浪速なにわの白雪姫》は、中学三年生の、ごく普通の、悩みを抱える無力な女の子でしかなかった。

「姉弟子。俺はそろそろ上に行きますが……」

　いつまでも目を背けているわけにはいかない。

　見届けることしかできないのであれば、せめてその務つとめはしっかりと果たしたかった。

　俺は師匠だから。

　そして桂香さんの兄弟子でもある。


「…………もうちょっと、ここにいる……」



　姉弟子は絞り出すようにそう言った。


「あと少しだけ……ここに…………」



　道場の隅で聞くその声は、幼い日にずっとここで将棋を指し続けたがって泣いていた、小さな女の子と同じものだった。
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　対局場に戻ると、ちょうど一局目が始まるところだった。


「…………」（こそこそ）



　研修生達に見つからないようこっそり室内の様子をうかがっていたんだが……あっさり見つかってしまった。

　しかも幹事の先生に。

「ん？　どうしたんだい八一くん？　そんな、まるで変質者のように……」

「くっ、久留野先生!?　しー！　しぃぃ──ッ!!」

「そんな所にいないで中に入ればいいでしょう。ほら」

「ッ!!　ちょ、ちょっと……それは……」

　俺の表情からだいたいの事情を察したらしい久留野先生は、

「ん……なるほど。最近あいくんや桂香くんの様子がおかしいとは思っていたが……難しい問題だね。身内同士での戦いや、年齢制限というものは……」

「……はい」

「確かに今の桂香くんは危あやうい。今朝の振る舞いも彼女らしくなかった。だが──」

　これまで研修会幹事としてたくさんの女流棋士候補や退会者を見てきた久留野義経七段は、予想外に力強く断言した。

「彼女はそんなに弱くはない。それは保証するよ」

「え？」

「私が研修会で鍛えてきたんだからね」

　久留野先生はそう言ってニッコリすると、

「ほら。中に入って堂々と見なさい」


「…………はい。お邪魔します……」



　先生に従い、コソッと入る。

　幸いにも（？）既に駒が並べられ、対局が始まっていたため、俺に気付く研修生はいなかった。

　そのまま桂香さんと天衣に気付かれないよう、二人の対局が見られる位置に移動する。

　先手は天衣。後手は桂香さん。

　互いに角道かくみちを開けるオープニングから、天衣は三手目に飛車先の歩を突いたところだ。最もオーソドックスな進行といえる。

　そして四手目。

　手番が回ってきた桂香さんは、手を動かす前に口を動かした。

「……一局目があなたでよかったわ」

「ふぅん？　つらいことは最初に済ましておきたいっていうわけ？」

　そんな天衣の挑発を桂香さんは鼻で笑うと、聖せい母ぼのような微笑ほほえみを浮かべて、悪あく魔まのような一言を放つ。

「あいちゃんと戦う前のウォーミングアップをしたいと思ってたから」

「ッ……!!」

　怒ど髪はつ天てんを突く、とはまさにこのことだろう。

　天衣は一瞬にして髪が逆立つほどの怒りを顕あらわにし、桂香さんを睨にらみつけた。長い黒髪がまるで漆黒の翼のようにぶわりと広がる。

　桂香さんの挑発に乗ってしまったのが丸わかりだ。

　いかに天衣が将棋の天才とはいえ、そしていかに年齢よりも賢く大人びているとはいえ、しょせんは小学生。しかも乳おん母ば日ひ傘がさのお嬢様だ。

　世間の荒波あらなみに揉もまれてきた桂香さんが本気で相手の心の隙すきを突こうと思えば、いくらでも突く隙はある。

　今まで桂香さんはそういった盤外戦術を使わなかった。

　それは優しさでもあるが……厳しいことを言えば、使える武器を使わなかったということでもある。余計なプライドが邪魔をして勝負に徹しきれなかったということでもある。

　しかし、今。

　桂香さんはその甘さを捨てた。

　その姿勢に賛さん否ぴはあるだろう。

　だがこの場でそれを否定しようとするならば──戦って勝つより他に、方法は無い。

「……いいわ。すぐに殺してあげる。早く指しなさいよ」

「ええ」

　桂香さんはそう言うと、天衣の角に手を伸ばす。

「角交換ッ!?」

　俺は思わず声を上げてしまった。

　後手から角交換をするということは、桂香さんが選んだ戦法は──

「一手いって損ぞん角かく換がわり……ですって!?」

　天衣の表情が再び一変する。

　この戦法は天衣の十八番。しかも入会試験であいを葬り去った戦法だ。

　それを桂香さんが指す意味は──

『あいちゃんより天衣ちゃんより、私の方が強い』

　そう言っているに他ならない。

　その挑発は正確に天衣に伝わった。

「……七年以上も研修会で燻くすぶってる雑魚ざこがッ!!」

「あら怖い」

　火を噴くような攻めを開始する天衣。

　対する桂香さんは金銀四枚全てを玉の横に配してガチガチに固める。現代的な感覚で、いかにも姉弟子好みだ。

　天衣は鼻で笑った。

「そんなに玉を固めて大丈夫？　一手損は確かに受け将棋だけど、玉を固めすぎたら指しこなせないわよ？」

　桂香さんは一転して天衣の挑発を無視。

「……チッ」

　逆に天衣は振り上げた拳を持て余し、心が乱れたまま戦うことを強しいられている。

　本人はそんな自覚はないだろうし、言えば否定するだろうが、傍はたから見てれば天衣が冷静さを欠いているのは一目瞭然だ。

　それは将棋にも顕れていた。

　天衣の攻めには普段の老獪ろうかいさが欠けており、直線的な力押しばかりになっている。

　そういう攻めは読まれやすいためなかなか決まらない。手数ばかり無駄にかかるが大した成果を上げることができないでいた。

　その隙に桂香さんは囲いを『穴熊あなぐま』へと発展させていく。


「チぃッ……！」



　天衣が舌打ちする。

　これは明らかに作戦負けだ。一手損角換わりへと誘導され、一方的に玉を固められてしまった。

　天衣は方針を変更し、桂香さんの穴熊が完成する前に潰す作戦に出る。

　だが桂香さんは全く慌てず穴熊を完成させた。

　これで桂香さんの玉は『ゼット』。一手では絶対に詰まないスター状態だ。

　こうしておけば自玉の詰みを読む必要がないので、思い切って攻めることが可能となる。

「ん！　冷静だな、桂香くんは」

　久留野先生が言った。

「読みの力が離れていても、こうして自玉だけを固めてしまえば防御の手を読む必要がないため相手の半分の読みで済む。己を知る者の戦い方だ」

　常に角を打ち込まれる隙を見せないよう気を張らねばならない角交換系の将棋では、これは大きすぎるアドバンテージ。

「だったら……これで────どう!!」

　ここに至っては角を持っていても意味がない。

　天衣は中央に切り札の角を打って局面を揺さぶろうとする。

　攻防の一手だが──

「行くわよ？」

　桂香さんはそう呟くと、飛車の先にある歩を突いて、８筋から攻めをうかがう。

　反撃開始だ。


「っ!?　……チィィッ！」



　天衣は周囲を憚はばかることなく大きな舌打ちをすると、中央に打った角や手持ちの歩を使ってその動きを牽制けんせいしようとする。

　だが。

「ハッ。お子さまね」

　桂香さんはその手を不敵に笑い飛ばすと、飛車を８筋から６筋に軽やかにスライドさせた。

「……あっ!?」

　天衣は思わず片目を手で押さえ、肌に指が食い込むほどきつく握る。

　８筋突破はフェイント。

　本命は６筋を制圧し、天衣の陣を中央から分断することにあったのだ！

「ん。桂香くんの会心かいしん譜ふだね」

　久留野先生が力強く頷うなずいた。

　その言葉通り、終盤に入る前に勝負は決してしまっている。

　最初から最後まで桂香さんが天衣を圧倒した将棋だった。一手損角換わりのスペシャリストである俺の目から見ても、手順の中に一つも無駄な手が無い。

　完勝譜だ。

「こんな将棋を……桂香さんが……」

「彼女は勉強家だからね。ポテンシャルは十分にあった。とっくに女流棋士になれる実力が」

　努力は才能を超えることはできないのかもしれない。

　だが、才能を封じ込むことはできる。

　この将棋はその証明だった。

　普段の天衣なら見抜けた桂香さんの狙いも、冷静さを欠いていたため見えなかった。

　天衣の敗因を一言で表すならば、

「「驕おごり」」

　久留野先生と俺の声が重なる。

　天衣は研修会で連勝することによって調子に乗っていた。そしてそれを隠そうともしなかった。他の研修生全員を下に見て、戦法講座にも平気で遅刻してくる。口では『誰に対しても全力で戦う』と言ってはいたが、慎重さを欠いた全力は隙を生む。

　そして桂香さんはその隙を的確に突いた。

　相手の将棋だけではなく相手そのものを研究し、その長所を事前に消したのだ。強い！
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「くっ……！」



　天衣は歯ぎしりの音が聞こえるほど悔しがるが、もう指す手が存在しなかった。

　これ以上粘ったところで屈辱が増すだけだ。

　目を真っ赤にして軽く駒台に手を翳かざし投とう了りょうの意思表示をすると、悔しさから、すぐに席を立とうとする。

　だが桂香さんはそれを許さず、鋭い声で一喝いっかつした。

「挨拶!!」


「ッ……！」



　あまりの気迫にビクッと動きを止める天衣。

　桂香さんはもう一度、静かに言う。

「挨拶は？」

　浮かしかけた腰を落とすと、天衣はギリギリと歯を軋きしらせ、屈辱に震えながら声を搾しぼり出す。


「…………ま、け…………まし……たっ……！」



「ありがとうございました」

　一転して穏やかに礼を交わす桂香さんからは、格上の風格すら漂っている。

　これでしばらく天衣は桂香さんに勝てないだろう……そう思わせるほどに。
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「桂香さんが夜叉神さんに勝った!?」

「天テンちゃんの連勝を止めたんか！」

「しかも一手損やって！」


「桂香さん強つえぇぇ……!!」



　大金星だいきんぼしに研修生達がざわめく。

　だが勝利に浮つくでもなく、桂香さんは無表情のまま駒を片付ける。意識は既に次の対局に向いていた。

　次に戦う相手。

　それは────鼓動する才能。
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　二局目は間を置かずに開始された。

　振り駒の結果、あいは後手を引く。

「……おねがいしますっ！」

「お願いします」

　礼を交わし、あいは対局時計のスイッチを押した。

　戦いの時間が時を刻み始める。


「…………」



　桂香さんは初手から時間を使って気き息そくを整える。

　余計な時間のようにも思えるが、初手しょてを指すタイミングはその対局全体のリズムを決めるため、こうして時間を使うのも悪い選択じゃない。

　早見え早指しのあいに翻弄ほんろうされず自分のペースを貫くという桂香さんの決意の顕れだった。

「……ふん。さっさと指せばいいのに」

　人数の関係で抜け番になってる天衣が、俺の傍らに来てそう言った。

　生意気な口調だが、ちょっと鼻声だし、目元が赤く腫れ上がっている。

　悔しくて泣いてたか……泣く子は強くなる。

「ま、じっくり見届けよう」

　俺は天衣の頭に手を置いて言った。「さわるなー！」とグズるお嬢様。かわいい。

　そんな天衣の言葉に反応したわけじゃないんだろうが、


「……っ！」



　桂香さんは唇を引き結ぶと、鋭く息を吐きながら初手を指した。

　──７六歩。

　先手の桂香さんは角道を開けるオープニング。

「……」

　後手のあいも慎重に角道を開ける。まるで桂香さんの心の内を探るように。

　この時点であいは居飛車も振り飛車も明示していない。

　手の内を見せるのは遅いほどいい。後手番なら当然の戦術……なんだが、どうも最近のあいを見ている俺としては、心のブレーキが掛かったままのように感じてしまう。

「……まだ、迷いがあるのか……？」

　弟子の手つきを見て、俺はそう呟いていた。

　澪ちゃんとの戦いで負った心の傷、飛鳥あすかちゃんへの敗北、そして何より一局目の前に桂香さんが行った盤外戦術……それが、あいの最大の弱点であるメンタルを縛っていた。

　だが桂香さんの作戦はそれだけじゃなかった。盤外戦術などオードブルに過ぎなかったのだ。

　三手目──


「…………」



　桂香さんは重々しい手つきで駒を持つと、高い駒音と共に、自身の作戦を盤上に明示する。

「えっ」

　そしてその手を見た瞬間、あいは思わず声を出していた。

　──７五歩。

　桂香さんは……最初に突いた歩を、もう一マス進めて来たのだ！　これは──

「「三間さんげん飛車ッ!?」」

　天衣と俺は同時に小さく叫ぶ。

　居飛車党の桂香さんが振り飛車を？

　桂香さんも振り飛車の特訓を積んできたってことか!?

「っ……!?」

　あいもさすがに動揺した様子を見せる。

　自分が隠し球として振り飛車を持っていただけに、先にそれを見せられて出で鼻ばなを挫くじかれたんだろう。

　だがいつまでも動揺しているわけにはいかない。

「……うん！」

　あいは己を叱咤しったするように頷くと、指先に力を込めて中央の歩を突いた。

　桂香さんは即座に角道を止める。角交換からの乱戦を避け、じっくりとした駒組みに持ち込もうって考えか？

　直後、あいも手の内を見せた。

「中飛車に……!?」

　天衣が言う通り、あいは飛車を中央に振ってゴキゲン中飛車を明示。

　それにしても──

「……この二人で相振り飛車になるとはなぁ」

　俺は大きく息を吐いた。盤上は早くも波乱を見せている。

　飛鳥ちゃんとの対局でもそうだったように、相振り飛車は定じょう跡せきが未整備なため乱戦になりやすいという傾向がある。

　そしてあいは乱戦に滅法めっぽう強い。

　暴力的な読みの力で形勢不明な状況を一気に切り裂いていくその腕力は、この場にいる誰もが思い知らされているはずだ。

　経験値で勝る飛鳥ちゃんには後おくれを取ったものの、同じ居飛車党の桂香さんが相手であればこの状況はあいに有利といえた。

　果たして桂香さんはこの状況を予測していたのか？

　俺は桂香さんの表情を覗うかがい────そして確信する。

「……研究、だな」

「え？」

　天衣が不思議そうな顔でこっちを見た。

　一見、乱戦に見えるが……この先のどこかに罠わなが隠されている。

　おそらく桂香さんは姉弟子から、俺とあいが生石さんのもとで修業しているという情報を得ていたんだろう。

　そして俺と山刀なた伐ぎりさんとの対局を見れば、あいも振り飛車を……後手番でゴキゲン中飛車を使ってくることは予測できる。

　予測して、罠を張った。

　そんな桂香さんが選んだ戦型は──

「三間飛車……『石いし田だ流』か」

　基本的にカウンター狙いといわれる振り飛車の中で、先手番で速攻が可能という非常に攻撃的な戦法だ。

　一方、あいの戦型は──師匠である俺すらも予想外のものだった。

「ッ!?　あいが……穴熊に!?」

「あのバカ！　気合い負けしてどうするのよ……！」

　イライラと天衣が毒づいた。

　あいの選択は間違いじゃない。

　決して間違いじゃないが──

「これか……？」

　俺はここに、罠の匂いを嗅ぎ取っていた。

　天衣相手に穴熊に組んだ桂香さんが、一転して今度は相手を穴熊に組ませる。しかもこと終盤力においては天衣を上回る相手に……。

「先手の石田流に対して後手が『中飛車左穴熊』の構えを取るのは、最新の対策ではある……とはいえ穴熊は組み上がるまでに手数が掛かりすぎる上に、防御に駒を割さきすぎて攻め駒が少ない」

「だから指し慣れてない人間だと、逆に手も足も出ず負けることだってある……でしょ？」

　天衣の言葉に俺は頷いた。

「あいは棋き風ふうからして攻め将棋だからな。ただでさえ経験値の少ない振り飛車で、しかも棋風に合わない穴熊を選択して勝ちきれるかというと……」

　厳しいと言わざるを得ない。

　つまり──

「……桂香さん、わざとあいに穴熊に組ませたのか……？」

「あり得るわね。あのババア性格悪いし」

　負けた悔しさを思い出して天衣は歯ぎしりをする。

　案の定、あいの囲いがまだ完成する前に桂香さんは美濃みの囲がこいを完成させて最善形に組み上げると、端から駒をぶつけて攻撃を開始した。絶妙なタイミング！

「「……強いッ!!」」

　俺と天衣は同時にそう口にしていた──俺は称賛しょうさんを、天衣は悔くやしさを滲にじませて。

「くぅ……!?」

　この瞬間は恐怖だ。あいは痛みを堪こらえるように歯を食いしばり、中央の飛車を横に振って牽制するが、攻めも守りも中途半端なままでの戦いを強いられてしまった。

　棋理きりからすれば相手を穴熊に組ませるのは損。

　だが、実戦では必ずしもそうではない。

　ここは素直に桂香さんの戦いくさ巧者ごうしゃぶりを褒めるべきだろう。

「うん……うん。うん」

　桂香さんは嚙かみ締しめるように頷きつつ、一手一手小刻みに時間を使って指していく。

　深い事前研究があるんだろう。

　けどそれをすぐに指さずに研究漏れがないか確認しながら丁寧に指していくその姿勢は、ここ最近の桂香さんにはなかった慎重さだ。まるで姉弟子のような冷静さ……。

　今日の桂香さんは容易には崩れない。それを感じた。

　その桂香さんが、動く。

「ッ！　端に角をぶつけて……!?」

　天衣の言う通り、桂香さんは端に角を移動させ、あいは飛車でその角を追う。さらにあいは桂香さんの角が移動してできたスペースに自分の角を成り込んだ。

「馬を作ったわね。ここまでは互角……と言っていいのかしら？」

「いや……これは嵌はまったんじゃないか？」

　一見して互角。だが──

「馬を作れはしたが、作った場所が悪すぎる。おまけに飛車も抑え込まれちまった……」

　直後、桂香さんは端に置いていた角を自陣に戻す。

　それによって行動の自由を得たあいの飛車は８筋に転じ、馬と連携した反撃を狙う。

「……？　どうして角を引いたの？」

　天衣が首を傾かしげる。確かに今の桂香さんの手は緩手かんしゅにしか見えない。

　そしてあいの攻めが決まったかのように見えた、その瞬間。

　あいの飛車が動くのを待っていたかのように、桂香さんはその飛車を狙って逆撃を加える！

「ッ!?　……そうか！　これが狙いか……！」

　あいの攻撃力の源泉である飛車。

　最強のその駒を消してしまうのが、桂香さんの『罠』だったのだ！

「よし！」


「……ッ！」



　桂香さんは小さく頷き、あいは激痛が走ったかのように顔を歪ゆがめて俯く。

　あいの飛車にはもう逃げ場がない。飛車はほぼ詰みだ。

　──勝負あったか……。

　そう判断しかけた時、


「……うっ…………うう……！　ううう…………」



　嗚咽おえつが聞こえた。

　俯いたあいが、膝の上にぽたぽたと涙を落とし────泣いていたのだ。

「……っ」

　桂香さんの顔に初めて感情の揺らぎが見えた。喜びなど微み塵じんもない。それはまるで、痛みを押し殺すかのような表情だった。

　あいが投了すると思ったのだろう。圧倒的な劣勢に立たされたあいの心が折れてしまったと思ったのだろう。

　だが、そうではなかった。

　あいの心は折れたのではなく────


「…………ごめんなさい……桂香さん……」



　俯いたまま、あいは声を絞り出す。


「わ、わたし……わたし…………どうしたらいいのか、わからなくて…………心とおなじで、将棋もふらふらしたままで…………け、桂香さんのこと、だいすきだから……いまも、いろんなこと、考えちゃって…………ぐちゃぐちゃな心で……ぐちゃぐちゃな将棋、指して………………けど…………わたし、もう…………ここで…………この場所で──」



　あいは涙に濡ぬれた顔を上げ、言った。


「わたし、もう…………負けたくないッッ!!」



「っ……!!」

　折れるどころか輝きを増した少女の心に触れ、桂香さんに大きな動揺が走る。

　かつてこの場所で姉弟子に負けたとき、天衣に負けたとき、あいは誓ちかった。

　強くなりたい、と。もう誰にも負けたくない、と。

　再び敗北に直面したとき、他のあらゆる感情を押しのけて、その気持ちが顔を出したのだ。

　それは、棋士としての本能。

　山刀伐さんとの対局で俺がそうしたように、あいも今────不可能に抗あらがう！

「……うんっ!!」

　あいは気合いを入れて涙を拭ぬぐうと、信じられない手を放った。

　我が目を疑う。

「馬を切った!?」

「馬を捨ててでも飛車を逃がそうっていうの？　けど、そこまで飛車に執着しゅうちゃくしたところで──」

　天衣がそう言った時だった。

　早い指し手で駒を動かしていたあいが、さらなる驚きょう愕がくの一手を放つ。

「「飛車も!?」」

　せっかく逃げ道を作った飛車を、あいは何の躊躇ちゅうちょもなく敵陣に突撃させ、桂香さんの角を取った。飛車をぶった切ったのだ。

「ど、どうしてあんなことを!?　下段で遊んでるだけの相手の角と、最前線にいる自分の飛車を交換するなんて……バッカじゃないの!?」

　大駒おおごまの交換は戦力的に見れば同価値。しかし駒には『働き』というものがある。

　桂香さんの角は自陣の駒に阻はばまれて動くことができなかった。

　だが交換して駒台に置くことで、桂香さんは獲得した飛車をどこにでも打てるようになる。

　つまり捌けたのだ。

　だからあいがしたことは桂香さんの手助けにしか見えない。

　しかもあいは飛車の行動の自由を得るために一度、角を犠牲にしていた。

　なのにその飛車を切って角を取っていたら……それまでの手順が全く無駄になってしまう！

「……？」

　桂香さんは警戒しつつも、結局はあいの飛車を取る。あいの意図を完璧に理解することはできないが、理屈からすれば自分が悪いはずはない……そんな手つきだった。

　直後、あいは取ったばかりの角を敵陣に打ち込む。

「「……ッ!?」」

　観戦していた誰もが、まるで雷に撃たれたかのような衝撃を受け、息を飲んだ。

　その一手を見た時の驚きは、それまでの驚きとは比べものにならない。

　そこは──どこに動かそうとも必ず取られる場所だったのだから。




「「タダやん!!」」

　自分の対局を終えて盤側に駆けつけた澪ちゃんと綾乃ちゃんが身みも蓋ふたもない言葉で表現したように、この手は角をタダで捨てたようなものだった。

「ッ……!?　……!!」

　桂香さんは動揺しつつもその角を取り、必然と思える手で応えていく。

　このまま受け続ければあいの攻めが切れると見ているのだ。

　だがあいは攻めの手を休めない。

　攻める。あくまで攻め続ける。

　目まぐるしく変化する盤面。あいが駒をぶつけるたびに駒の交換が行われ、持ち主を変えた駒が全く違う場所へとワープする。

　まさに異次元の将棋だった。

　亜あ空くう間かんにでも迷い込んだかのような、局面の平衡へいこう感覚かんかくを保つことすら難しい将棋。居飛車党の俺からすれば不安で仕方ない。桂香さんも同じ気持ちだろう。

　振り飛車を指してはいるが、桂香さんも本質的には居飛車党。

　染みついた感覚は容易に抜けるもんじゃない。普通はそうだ。普通なら。

　だが今、桂香さんの目の前にいる少女は──

「とる……うつ……とる……うつ……とる……うつ、うつ、とる──」

　前後に激しく身体を揺すりながら、あいは盤上へと没ぼつ我がする。

　そして遂にこの次元を超えた。

「とって、うって、とって、うって、とって、とって、うってとってうってとってうってこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」

　畳に両腕を突き立てたまま、あいは突如として盤から顔を上げた。

　天井のあたりに視線を彷徨さまよわせつつ、ブツブツと呟き続ける。

「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──────」

　まるで将棋という名の宇宙と交信するかのように、あいは天を見上げたまま考える。

　現実の盤面が邪魔になったのだ。

　脳内に十一面展開できる将棋盤を使って精せい確かく無比むひに先を読むあいの脳内には今、現局面とは似ても似つかぬ無数の未来図が出現しているはずだった。

　その未来に向かって、あいは手を伸ばす。

「──────こうっ！」

　あいは遂に敵陣に駒をぶつけた。

「ッ……!?」

　桂香さんは受ける。受けざるを得ない。あいの攻めは明らかに無理攻めで、受ければ自然とよくなっていくはずだから。

　そのはずだから。

「打ち込んだ角で、守りの金を一枚剝はがした……これで敵陣に喰いつけたの？　でも唯一の大駒の角を取られてるようじゃ……」

　天衣は片目を手で押さえる独特のポーズで必死に先を読もうとするが、あいの読みと自分の読みがあまりにも合わないため雲を摑むような手応えの無さを感じているようだ。

　あいの囲いは穴熊。

　ただでさえ攻め駒が少ないのに、飛車と角の大駒を二枚とも手放してしまった。ここからどう攻めればいい？

　おそらく桂香さんも、他のどの研修生も、それどころか指導に来ている奨励会員やプロ棋士ですらも……誰もが次にどんな手を指せばいいのか見えなかった。

　ただ一人────雛鶴あいを除いては。

「こうッ！」

　あいは攻めの中で駒を補充し、使い、また補充してを繰り返しながら桂香さんの守りの駒を剝がしていく。

「こうッ!!」

　あいが一手指すごとに、将棋盤という宇宙の中に別の宇宙が生まれる。

　そして現れた局面を見て、綾乃ちゃんが小さく叫んだ。

「い、いつのまにか……桂香さんの囲いがボロボロになってるです!?」

　その通りだった。

　わずか二十数手のうちに、あいは必敗とも思われた局面から無謀とも思える攻めを敢行し、必勝ともいえる形勢を築き上げていた。

　澪ちゃんと天衣が、呆然ぼうぜんと言う。

「美濃囲いが……崩壊していく……」


「あ、あんなめちゃくちゃな攻めが繫がるなんて…………こんな……こんなの、まるで──」



　まるで魔法を見ているかのような指し回しだった。

　あいの駒台にはもう駒がない。

　桂香さんの駒台には飛車と角、そして金。歩も五枚載っている。駒割的にも金桂と飛角の交換で、あいの大損だ。

　それでも局面はあいが圧倒的優勢。

　この魔法の名前を俺は知っている。
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「あ、あいちゃんが穴熊に囲ったのって……この展開を狙ってたんじゃ……？」



「まさか!?　最初から相手に攻めさせるつもりで隙を見せたっていうの!?　ありえないわ!!」

　澪ちゃんの言葉を、天衣は即座に否定する。

　が、その顔には恐怖にも似たものが浮かんでいた。


「そんなバカなこと、あるわけが………………でも……」



　本質的に居飛車党である二人には『捌き』という感覚的な攻めが理解できない。

　無理に理屈立てようとすれば、こうして初手から形勢判断を疑わざるを得なくなる。自分の将棋観を根底から破壊されるのだ。

　感覚破壊──まさに魔法マジック。

　それほどに、見事すぎる指し回しだった。

　底の知れなさは勝負において相手の疑惑と恐怖を生み、そんな余計な思考は読みの精度を格段に低下させる。

　そして多くの棋士は自滅してしまうのだ。羅ら針しん盤ばんを失った船乗りのように。


「…………恐ろしいほどの才能だな……」



　師匠の俺ですら摑み得なかった捌きの感覚を短期間で摑んだあい。

　付け焼き刃の振り飛車なんかじゃない。真のオールラウンダーとして歩み始めた弟子の底知れぬ才能を目の当たりにし、俺は自分の体温が上昇するのを感じていた。

　そしてその熱は、言葉となって体外へと漏れる。

「熱い」

　師匠として、弟子の成長を喜ぶよりも先に。

　勝負師としての血が……騒ぐ！
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「…………強い……」



　目の前で展開される異次元の将棋に、私はそう呻うめくのがやっとだった。

　完璧な序盤。

　……の、はずだった。


　けれど中盤にあいちゃんが馬を切った局面から歯車が狂い始め…………それでも私は最善手を積み重ねていったはずなのに……。




「…………強い……」



　改めて、盤の向こう側に座る少女を見る。

　その女の子は息を止め、頰を膨らませて、盤面を深く深く読んでいた。

　まるで百メートルを全力疾走するアスリートのように、驚異的な速度で追い上げてきて……そして今まさに、私を抜き去ろうとしていた。


「…………こっちはマラソンだっていうのに……」



　そんな私の呻きも、もちろん聞こえていないだろう。

　飛車切りからの角打ち。

　そしてその角すらも切り捨てての喰くい付き。

　魔法のような大捌きによって、私の囲いはあっという間にボロボロにされた。中盤まで私が圧倒的に優勢だったはずなのに。


「…………どこが……？」



　──どこが悪かったんだろう？

　──どこから悪くなったんだろう？

　負けを意識した私は集中を保てなくなり、局面を振り返る。

　そして、もっと前……研修会に入った頃のことを振り返っていた。

　女流棋士を目指して、もう七年。

　七年前の自分は、ちょっとだけスタートが遅いくらいに考えてた。

　親がプロ棋士なんだから自分にもきっと才能があるんだって簡単に考えてた。

　本気になってやれば二十歳までには女流棋士になれるだろうって、研修会同期のみんなと明るい未来を夢見てた。

　そんな同期は、もう一人も研修会にはいない。

　みんな女流棋士になったか、進学したり就職したり結婚したりして、やめていった。

『お誕生日おめでとう』

　いつからか、その言葉が呪のろいのように聞こえるようになった。

　年齢を重ねるたびに、未来が閉ざされていくような感覚に陥った。

　将棋の勉強をしなきゃいけないのに、将棋盤を見るのがどんどん嫌になっていった。

　好きなことをしてるはずなのに、好きな夢を追いかけてるはずなのに、その夢に、現実に、押し潰されそうになっていた。

　今はこうして連盟に来ることすら恥ずかしいと感じてしまう。

　本当は銀子ちゃんにも会いたくない。あいちゃんにも天衣ちゃんにも会いたくない。雑誌や新聞で彼女達の名前が載っているのも見たくない。

　だって羨うらやましいから。

　だって妬ねたましいから。

　彼女達は私の夢そのもの。なりたいものになり、欲しいものを持ってる。だから彼女達を見ていると、今の私がどうしようもなく無価値な存在に思えてしまう。自分が将棋を指す意味が、自分が生きている意味が、わからなくなる。

　──おまえはいらないよ。

　──さいのうがないよ。

　自分の成績表に黒い丸がつくたびに、私はそう言われている気がして心を引き裂かれる。

　あいちゃんの成績表に白い丸がつくたびに、私はそう言われている気がして心を引き裂かれる。

　彼女が悪いわけじゃないのに、どんどん彼女を嫌いになっていく自分がいる。だから会うのがつらかった。

　そして何より……私はそんな私が嫌いだ。

　弱い自分が大ッ嫌いだ！


「ふぅー……」



　上を向き、大きく息を吐いて心を落ち着ける。

　折れかかっていた心をガムテープで応急処置。劣化してボロボロになってしまった私の心は何とか今度も繫がってくれた。

　チェスクロックが秒を読む電子音。

　必死に読み耽ふける仲間達の息づかい。

　そして、薪まきが爆はぜるような駒音が、私の心に火を灯す。

　生まれる前からこの音を聞いていた。

　六歳で親からルールを教わり、十一歳で大嫌いになった。

　そして十八歳のとき、初めて将棋と向き合った。

　それから七年。

　目の前の小さな女の子が物心つく前から、私は女流棋士を目指してこの世界にいる。大嫌いだった将棋を一生の仕事にするために戦い続けている。血を流すよりも深く深く傷つきながら。

　投げ出したいんだろうか？　この夢を。

「……そうじゃないよね」

　だって、こんな苦しい局面で、それでもまだ往生際悪く投げられないでいる。

　そうだ。

　私は投げない。

　自慢じゃないけど────投げっぷりの悪さでは誰にも負けない自信がある！

「っっしゃあ!!」

　バチーンッ！

　と両手で頰を叩いた私は、さらに大きな駒音を立てて自陣に駒を打ちつけ、そしてさらにさらに大きな音でチェスクロックを叩き押す！

「かかってこんかぁぁぁ────い!!」

　劣勢な局面を気合いで撥はね返すように、溜たまっていた心の毒を吐き出すように、私は小学生の女の子に向かって吠ほえた。恥も外聞もなく。

「け……桂香さんが、壊れた……」

　八一くんの怯おびえた声が聞こえる。幻滅げんめつした？　本当の私はこんなんなんだよ。

「いけ！　桂香さん！」

「あいちゃんも頑張れ!!」

　対局を終えて周りに集まってきた研修生なかま達が応援してくれる。

　幹事の先生が無言で、けれど優しくて熱い眼差しを注いでくれている。

　研究会をしてくれた同世代の奨励会員が、自分も対局をしながら、私に無言でエールを送ってくれているのがわかる。

　それだけじゃなかった。

　いつも声をかけてくれる売店のおばちゃんが胸の前で手を握り締めて祈っている。子供の頃から優しくしてくれた守衛さんが柱の陰から見守ってくれている。二人とも隠れてるつもりなんだろうけど全然隠れられてない。そもそも仕事中に持ち場放ほう棄きしちゃってる。


「…………っ」



　鼻の奥がツンとして、目頭が熱くなって、駒の文字が滲んだ。

　こんな私を応援してくれる人達がいる。

　こんな弱くて情けない私が勝つって信じてくれてる人達がいる。

　冷え切っていたはずの心が、今は──

「……熱い!!」

　途切れていた集中が戻り、私は再び戦いに戻る。

　局面は不利。

　けれどまだ勝負手は残ってる。

　これまで培つちかってきたありとあらゆる手段を駆使して──

「潰すッ!!」

　私は自玉を摘つまむと、力強くそれを動かした。

　玉の早逃げ！

「かーらーの!!」

　入玉にゅうぎょく狙い！

　ぬるぬると玉を動かすことによって相手を翻弄ほんろうし、逆にこちらは玉の力をも利用して敵玉にプレッシャーを掛ける！

　逆転のコツは、とにかく相手の玉にプレッシャーを掛け続けることだ。

　攻めと受けの両方に思考を分散させざるを得ない状況に敵を置き続ける。それにより疲労と焦りとミスを誘う。

　さらに私は、駒音を高くしたり超ノータイムで指したりと、少しでも相手の思考リズムを乱そうと小技を駆使する。七年以上の研修会生活で培った経験を……その前の修業時代の分も含めて全部、全部この対局に叩きつける!!

　これだけやれば、いくらあいちゃんでも……！

「……こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」

　緩ゆるまない……か。

「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──────」

　あいちゃんは周囲の視線や私の勝負術に気づかないどころか、盤の向こう側にいる対局者わたしの存在すら忘れて、ひたすら盤上没我していた。ただ将棋盤だけを見ていた。

　その姿を見て、思う。

　──私は……ここまで真剣に盤と向き合ったことがあるだろうか？　と。

『女流棋士になる』

　その夢だって、女流棋士になれば「先生」とか呼ばれて他人ひとから尊敬されるから。自分の家が将棋道場をやってて、何となく普通に働くより楽しそうだから選んだに過ぎない。『銀子ちゃんができるなら私も』なんて、そう簡単に考えたに過ぎない。

　私は、将棋が好きだから女流棋士になろうと思ったんじゃない。

　あの手紙を書いた十歳の頃はそうだったかもしれないけど……研修会に入った時は、その気持ちを忘れてしまっていた。一番大切なものを。

　私は将棋を指しながら、いつも他人の目を気にしていた。自分が他人からどう評価されるかばかりを気にして、本当に将棋と向き合ってこなかった。将棋を指しながら、将来のことや、お金のことや、地位や名誉のことばかりを考えていた。

　でも、あいちゃんは違う。

　あいちゃんは本当に将棋が好きだから女流棋士を目指している。

　いや、多分あいちゃんは女流棋士なんて資格に興味はない。そもそも女流棋士という資格の存在すら知らなかったんだから。

　八一くんに憧あこがれて、そして将棋に魅入られて、何の打算も迷いもなくこの世界に飛び込んできた。

　信じられる？　たった九歳の女の子が、たった一人で、将棋が好きっていう気持ちだけを抱いて、家出してまで内弟子になったんだよ？

　自分の家を飛び出して、自分が憧れる棋士の胸に飛び込んだんだよ？

　無敗の白雪姫──銀子ちゃんのように。


「…………敵かなわないなぁ……」



　既に私の玉には必至ひっしがかかっていた。これは解ほどけない。弱い私にもそれくらいはわかる。

　女流棋士には、なれないかもしれない。

　その可能性は今、ここでまた小さくなった。

　でも私は、もっと大きなものを手に入れたと思う。

　この子と……あいちゃんと戦ったことで、気付けたことがある。

　将棋が好き、という気持ちに。

　ずっと将棋を指し続けたい、という気持ちに。

　十歳の頃の私が抱いていた純粋な気持ちを、あいちゃんが思い出させてくれた。

　才能は全然違うけど……この子はもしかしたら、将棋の神様が遣わしてくれた、幼い頃の私なのかもしれない。

　あの手紙をくれた私が二十歳の頃の私を見たら、きっとガッカリするだろう。

　でもそれは、私が夢を叶えられなかったからじゃない。

　夢を見失ってしまったからだ。

　だから──

　居住まいを正し、駒台に手を翳して頭を下げ、私ははっきりした声でその言葉を口にする。




「負けました」




　今まで何万回と繰り返してきた言葉を。

　そしてこれからも、何百万回だって繰り返す言葉を。













　十歳の私へ。







　二五歳の私は、今でも夢を追いかけているよ。
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　桂香さんがはっきりと投了を告げると、あいはハッとした様子で慌てて頭を下げる。


「…………」



　異次元に飛んでいた思考が現実へと帰還すると、自分が何をしてしまったかに気付いたんだろう。青ざめた顔を上げられず、膝の上の手を握り締めている。

　この敗局によって、桂香さんはＢを消すチャンスを失った。

　まだ降級には至らないが……女流棋士への道が大きく遠のいたのは事実だ。

　大激戦の余熱は周囲に伝染し、誰も何も言えないまま時間が過ぎていく。

　最初に口を開いたのは────桂香さんだった。

「あいちゃん」

「っ……!!」

　ビクッ！　と大きく震えるあいに、桂香さんはこう声を掛けた。

「ありがとう。全力で指してくれて」

　清々すがすがしい笑顔を浮かべ、桂香さんは言う。

「……ごめんね。ずっと気まずい思いをさせちゃって……私、情けない先輩だったね。本当にごめんなさい……」

「け……けいかさぁん……！」

「もう私は大丈夫！　さあ、感想戦をしましょ？」

　泣きそうになるあいに、桂香さんは明るく声を掛けて駒を初形に戻そうとする。

　だがそれよりも早く、二人の対局を見守っていた研修生の一人が声を上げた。

「あ、あの……あいちゃんっ！」

　澪ちゃんだ。

　いきなり横から声を掛けられてびっくりするあいに、澪ちゃんは畳に額をこすりつけてぐりぐりする、たいへん勢いの良い土下座どげざを披露した。

「ごめん！　澪も、この前の例会で負かされて泣いちゃって……謝らせて!!」

「ふぇっ!?　そ、そんな……わたしのほうが悪かったんだよ！　ちゃんとした覚悟もないまま将棋を指してて……それで師匠にも怒られたから──」

「え!?　あいちゃん、くじゅるー先生に怒られちゃったの!?　ごめんホントごめん!!」

「ううん！　わたしのほうこそ──」

　あいと澪ちゃんは相土下座からの謝罪ループで千日せんにち手てに陥おちいっていた。かわいさの永久機関だな……。

　そんな二人の微笑ましい様子を眺めていた桂香さんの表情が、初めて揺れた。

　桂香さんの視線の先には────

「銀子ちゃん……」

　姉弟子が立っていた。

　対局の途中から部屋の隅で見守っていた姉弟子は、普段よりも更に青白い肌をして、明らかに憔しょう悴すいしていた。

　どれだけ苛か酷こくな対局の後でも、姉弟子が自分の将棋の後にここまで憔悴した様子を見せたことはない。

　それが今、柱にもたれなければ倒れてしまいそうなほど憔悴し……それでもその灰色の瞳は、戦いの終わった盤と、そして自分の妹弟子に、しっかりと向けられている。

　姉弟子が口を開いた。

「桂香さん……」

「負けちゃった」

　笑顔のまま、桂香さんは姉弟子の言葉を遮るように言う。

「ごめんね銀子ちゃん。貴重な時間をもらったのに、こんな情けない将棋で──」

「いい将棋だったよ」

「え？」

　聞き返す桂香さんに、姉弟子は泣き笑いのような表情を浮かべてこう言った。




「着せ替え人形なんかじゃない。桂香さんにしか指せない、いい将棋だったよ」





「……っ！」



　桂香さんの目に、みるみる涙が溜まっていく。

　堪えようとして唇を嚙み締めるけど、涙は次々と溢あふれて止まらなかった。


「……ごめん、銀子ちゃん……！　…………ありがとう……！」



　負けた時も流さなかった涙を、桂香さんは姉弟子の言葉を聞いて、初めて流す。謝罪と感謝を同時に叫びながら、熱い涙を流す。

　人形には決して流せない、努力した人間だからこそ流すことのできる、熱い熱い涙を。










　この日、午後に行われた残りの二局で桂香さんは一勝一敗の成績を残した。

　降級点を消すことはできなかったけど──

　そのどちらの将棋も、桂香さんにしか指せない、とてもいい将棋だったと思う。
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「ただいま」

「ああ……」

　家に帰ると、父親はわざとらしく和室で新聞を読んでいた。

　もう夕方なのに私が朝出かけた時と同じように朝刊を読んでる時点で不自然なのに、明らかにソワソワと挙動不審きょどうふしんなのも変だ。

　例会の結果を知っているんだろう。

　父親のこんな態度を疎うとましく思うこともあった。

　けれど今は──

「お父さん。いえ……師匠ししょう」

　畳の上に正座すると、私は父親にそう呼びかけた。

　そう呼ぶのは……多分、十二歳で将棋をやめたとき以来。

　十九年前に初めて父親を『師匠』と呼んだ。

　その時と同じ場所、同じ姿勢で。

　私は師匠に向かってこう言った。

「もう知ってると思うけど、今日の例会でＢを消すことはできませんでした」

「ああ……」

「今朝、『Ｂを消せなかったら研修会を辞める』と言って家を出たことは憶おぼえてます。研修会に入るとき反対されたことも、けど入ってからはずっと黙って自由にさせてくれていたことも、ずっと見守ってくれていたことも……」

　喋しゃべり始めると、言葉が溢あふれてまとまらない。

　だから私はいったん言葉を切ると、

「昔……こう言ってくれたよね？『続けるかやめるか自分で決めなさい』って」

「ああ……」

「私、将棋を続けたい」

　ストレートに、今の気持ちを伝えた。

「十歳の時につけてた研究ノートにね？　こんな手紙が挟まってたの」

「……？」

　不思議そうな表情をする父親に、私は対局中もずっと身につけていたあの手紙を差し出す。

　受け取った父はそれを広げると無言で読み始め──


「……っ！」



　その視線が、ある箇所に差しかかったところで止まった。

　そこにはきっとこう書いてある。

『将棋を勉強するようになって、前より師匠と一緒にいられるのが、とてもうれしいです。』

『だから、じょりゅう棋士になりたいです。』

『じょりゅう棋士になって、師匠と一緒に将棋のお仕事をすることが、わたしの夢です。』





「…………」



　手紙を持つ父の手が微かすかに震えている。

「私は将棋を続けたい。女流棋士になれる可能性は、そんなに大きくないけれど……もしそれがダメでも、将棋に関わる仕事がしたい。道場の講師とか、連盟職員とか、観戦記者とか……販売部のパートだって何でもいい。夢をかなえるために、将棋を続けたいの」

「……」

「今度は……今度こそ、本気です。才能も根性もない、不出来ふできな弟子でしだけど……」

　八や一いちくんや銀ぎん子こちゃんみたいな師匠孝行はしてあげられないかもしれないけど。

　けどきっといつか、夢をかなえて恩返しをしたい。

　ずっと私を見守ってくれていたこの人に。

　大好きな将棋に出会わせてくれたこの人に。

　だから──

「女流棋士になれなくても……ずっと私の師匠でいてくれますか？」

「あ……」

　くしゃくしゃになった顔をこっちに向けると、


「当たり前やないかっ……！」



　師匠はそう言ってくれた。不出来な弟子のためにいっぱい涙を流しながら。

　だから私もいっぱいいっぱい泣いてしまった。もうすぐ二六歳になるのに声を上げてわんわん泣いた。まるで十歳の子供みたいに。

　きっと私は忘れないだろう。

　夢に一歩近づけた、この日のことを。







　あの例会から一週間がたった。


「い……いらっしゃい、ませっ……！」



　番台に立つ飛鳥あすかちゃんが、続々と入店してくるお客さんを俺と一緒に出迎える。

　二階の道場では清滝きよたき師匠、姉弟子、桂けい香かさんの三人が盤駒の準備をし、一階の銭湯はあいと生石おいしさんが朝から釜かまに火を入れて臨戦態勢だ。

　この日、京きょう橋ばしにある『ゴキゲンの湯』は一階も二階も貸し切りになっていて、そこでは我が清滝一門が主催する将棋大会が開かれることになっていた。

『夜や叉しゃ神じん天衣あいちゃん入門記念将棋大会』である。

　天衣のお祖父じいさんに相談すると大喜びで、豪華な景品まで用意してくれた。

「すごーい！　澪みおはＰＳ４が欲しいなー」

「うちは両親に温泉旅行をプレゼントするです！」

「しゃうはね？　ちちょとね？　おふりょはいりたい！」

「しゃ、シャルちゃん！　それはダメだよ!?」

　ＪＳ研のみんなもすっかり元通り……いや、つらいことを乗り越えてさらに仲良くなったようだ。

　準備期間が短かったため全員は揃わなかったが、関西所属のプロ棋士や女流棋士もたくさん参加してくれている。

　秘書の男鹿おがさんに手を引かれた月光つきみつ会長も顔を出してくれた。そして生石さんに「きみもそろそろ理事として運営にも手を貸しなさい」と説教をしている。巨匠マエストロは俺に恨みがましい視線を向けてきたが無視。

「ちょっと！　何なのこの馬鹿騒ぎは!?」

　後ろから俺の服を摑つかんでそう言ってきたのは、この会の主役だった。

「おう。どうだ天衣？　師匠おれと一門の愛を感じるだろ？」

「はぁ？　気持ち悪いから愛とか言わないでくれる？　セクハラで訴えるわよ？」

「おまえのために集まってくれたんだから、ちょっとは愛想良くしてなさいって」

「ふん！　迷惑よ、こんなの……」

　イライラと髪を搔かき上げながら、天衣は俺を詰なじる。

「だいたい『一門だけの集まり』って話だったじゃない。なのに何よこの人数は？　見世物になったみたいで不愉快だわ！」

「言っただろ？　関西将棋界はな、行事があると全員参加なんだよ……」

「運営の気疲れで衰弱してるじゃない……」

　天衣は文句を言いつつも、俺を気遣うような視線を向けてくれる。やさしい。

　そんな天衣も、将棋大会で盛り上がるＪＳ研のみんなに引っ張られていった。いつもはガードしてくれる晶あきらさんが率先して戦いに身を投じているため誰も助けてくれない。もちろん俺も助けない。

　急ごしらえで上手うまく行くか心配だったけど、みんな楽しんでくれてるみたいだ。

「お疲れ様。八一くん」

「桂香さん……」

　姉弟子と一緒に会の運営を手伝ってくれている桂香さんは……どこか吹っ切れたような表情をしていた。

　俺の隣に並んで立つと、二人揃ってぼんやり会場の様子を眺めながら、こんなことを言う。

「私ね？　研修会、辞めるつもりだったんだ」


「っ……！」



「けど、辞めるのやめたの」

「お……驚かさないでよ……」

「まだまだよろしくお願いします。兄弟子」

　桂香さんはおどけたようにそう言って頭を下げる。

「研修会でＣ１に上がるのは難しくなっちゃったけど……女流棋士になるチャンスは他にもあるから。みっともなくても、できるだけ足搔あがいてみるつもり。泥臭く粘り強く、ね？」

「桂香さんのライバルを育ててる俺がこんなことを言う資格はないかもしれないけど──」

　力を込めて断言する。

「絶対になれるよ。桂香さんなら。俺が……竜王りゅうおうが保証する」

「……ほんとう？」

「本当さ。もちろん」

「はずれたら責任取ってくれる？」

「責任？　まあ……俺が取れることなら」

「じゃあ女流棋士になれなかったら、竜王夫人にしてもらっちゃおうかな？」

　え？　……あっ！

「も、もちろん!!　もちろん責任取るよ!!　喜んでっ!!」

　棋士としての勘が告げていた。

『ここが勝負所だ』と。

『ここで決めろ！』と。

　だから俺は顔を真っ赤にしつつ、精一杯の告白をする。

「お、俺……頑張ってる桂香さんのこと、大好きだから……！」

「……銀子ちゃんの前だと言えないけど──」

　桂香さんは声を潜ひそめ、俺の耳に唇を寄せて囁ささやいた。熱い吐息と共に。

「私も大好きだよ？　八一くんのこと……」

「ふぁッ!?」

　マジで!?　だったら俺達って両想いじゃね!?

　このまま将棋関係者の前で婚約発表まであるか……先走ったそんな思いは、次の一言で粉々こなごなに砕かれた。

「でもごめんね。八一くんは二番目なの」

「ええっ!?　じゃ、じゃあ一番は!?」

「一番好きなのはね、初恋の相手」

「は……はちゅこいっ!?」

　初耳だ！　そんな相手がいたなんて超ショックだ!!

「そう。小さな頃からずっと一緒にいて、ずっと好きだったの。嫌いになって離れてた時期もあったけど……やっぱり一番好きな、特別な存在」


「…………!!」



　むらむらと燃え上がる嫉妬しっとの炎。

　俺の桂香さんにここまで想おもわれてる相手とは……どこのどいつだ!?　ここに連れて来い!!　関西将棋界の関係者全員で品定しなさだめしてやるっ!!

　そう思ったんだが。

「私だけじゃなくて、銀子ちゃんもあいちゃんも天衣ちゃんも……それに八一くんだって、一番好きだと思うよ？　ここにいる人達みーんなの初恋の相手で、どれだけ嫌いになってもやっぱり好きな、特別な存在なの」

「は……？」

「それはね──」

　桂香さんは、まるで子供のように無む邪じゃ気きな笑顔を浮かべると。

　その笑顔に見惚みとれる俺に、『特別な存在』の名前を口にした。




「それは……将棋だよ！」
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あとがきに代えて──『揺れる盤』






「対局前、盤が揺れてるんです」

　プロ棋士・野月浩貴七段は、『奨励会の三段リーグってどんな感じですか？』という私の質問に、こう答えてくださいました。

「将棋盤が、ぐらんぐらん揺れて見える。自分がまっすぐ座れてないんじゃないかって……だから両手を畳に突いて身体を支えるんだけど、それでも盤が揺れて見えるんです。こんなことはプロになってからは一度もないです」

　言葉を失う私に、先生はこう続けられました。

「久保さんが、対局場を出たところにある薄暗い廊下で、一人で泣いてる。絶対にタイトルを獲るような棋士になるって誰もが認めるあの久保さんが、まだ十七歳で、来期は絶対に上がれるだろうってみんなが思ってる久保さんが、順位の差で上がれずに泣いてる。『どうして泣くんだろう？』その時はそう思いました。でも後に自分も同じような状況になって……やっぱり同じように泣きました」

《さばきのアーティスト》と呼ばれる久保利明九段は、その後タイトルを獲得なさり、今でもトッププロの一人として活躍なさっておられます。

　そんな久保先生や野月先生ですらここまで追い詰められてしまうのは、奨励会に年齢制限があるからです。

　その厳しさを、野月先生はかつてこう表現されました。

『奨励会は首にロープを掛けられた状態で将棋を指す。まともな将棋なんて指せるわけがない』

　年齢制限という制度は奨励会だけのものではありません。細かな規程は異なりますが、女流棋士を目指す場合、研修会でも年齢制限が発生します。

　ただ、奨励会やプロ棋士よりも取り上げられる機会が圧倒的に少なく、彼女達がいったいどんな感情を抱いていたのかを知る術は、将棋界の外にいる私にはありませんでした。

　ですが調べていくうちに、私はある文章に出会います。

　それは、プロのライターが執筆したわけではなく、それどころか専門誌に掲載されたわけでもない、ネット上にポツンと存在した短い文章でした。

『２５歳』というタイトルの、女流棋士を目指す人が書いたその文章を読んだ時……私は将棋に関する文章を読んで初めて泣きました。

　そして泣き終えた時、私の中には一人のキャラが生まれていました。

　清滝桂香というキャラクターが。




　プロ棋士や女流棋士を目指す人々とは比べものになりませんが、私もライトノベルを書いていて、つらいと感じる時があります。

　一生懸命書いた本が売れなかったら落ち込むし、逆に自分より若い新人なんかが書いた本がヒットしてると嫉妬するし、その本の内容に感動してしまったりすると「もう俺がラノベ書く意味とか別にないよね？　自分の人生って何だったんだろう？」と死にたくなったりもするし……我ながら小さな人間だと思いますが、そう感じてしまう自分がいます。

　桂香には、そんな私の全てを背負ってもらいました。

　私が小説を書き始めたのはラノベ作家としては遅くて、大学院の二年生くらい。それも、お金を稼ぐためでした。漫画やアニメが好きで、本を読むのも好きでしたが、子供の頃から作家になりたいなんて思ってたわけじゃないんです。プロになってもう何年にもなりますが、振り返ってみれば、何となく「こういうのが受けそうだな」と思って書いたことはあっても、「これが書きたい！」と思って書いたことはなかったような気がします。

　今までは。

　この作品は、「これが書きたい！」と心の底から思って書いた作品です。特にこの三巻は、自分がなぜ物語を書いているのか、どうして生きているのか、その理由を問い直すために書いたと言っても過言ではありません。桂香が答えを見つけたように、私も答えを見つけました。小手先のテクニックではなく、剝き出しの魂をぶつけることで、読む人の心を揺らしたい。私はこれからも、そうやってこの物語を書いていくつもりです。

　そしていつか、盤が揺れて見えるほどの戦いを表現したい。それが私の夢です。


















「「はぁー…………」」



　その日、姉あね弟子でしとＶＳブイエスの約束をしていた俺が連盟三階にある棋士きし室に足を踏み入れると、月つき夜よ見み坂ざかさんと供御飯くぐいさんが二人揃ってアンニュイな空気を漂わせてた。

「ど、どうしたんです？　お二人とも、溜ため息なんて吐ついて……？」

　俺がビビリながらそう尋ねると、月夜見坂さんはゲッソリした表情で、

「……ないんだよ」

「は？　な、何が？」

「「対局」」

　ぐったりと机に寝そべりながら声を揃える二人。

「女流じょりゅうはトップクラスでも、一回負けると対局が全然なくなるんだよな……」

「負けるのはまだええけど、対局がないのはつらいどすわぁ……」

「あー……そういうことですか」

　女流はタイトル戦が六つある。それだけ見ればプロ棋士よりも一つ少ないだけなので、あんまり差がないようにも思える。

　だがプロ棋士には順位戦がある。これだけで年間十局前後は保証されるし、タイトル戦以外の棋戦もたんまり存在する。負けまくっても年間で二十局は指せるので、月に一度か二度は対局がある計算になるのだ。

「確かに女流棋士は厳しいですよね。ただでさえ棋戦が少ない上に、女流の棋戦って一発勝負のトーナメントが多いですし……俺なんか十一連敗してもそれなりに対局ありましたよ（笑）」

「笑うな。ムカつく」

「す、すいません……」

　どうも本気で参ってるようだ。ただでさえ攻撃的な月夜見坂さんがいつもの倍くらい攻撃的になっている。まるで手負いの野生動物だ。駆除して欲しい。

　机にほっぺをくっつけた姿勢でこっちを見つつ、供御飯さんが羨うらやましそうに言う。

「……竜王りゅうおうサンは好調そうどすなぁ？」

「そうそう。見たぜこの前の賢王けんおう戦中継。山刀なた伐ぎり先生相手に三連続限定合げんていあい読み切って勝つとか、スゲーじゃん」

「いやぁ♡　まっ、これでも竜王ですんでー♪」

「ズバリ、好調の秘ひ訣けつは何どす？」

「秘訣……ですか？」

　供御飯さんに問われ、俺は「うーん……」と首を傾げる。

　棋風改造が上手うまくいったとか、色々と原因はありそうだけど……。


「強しいて一つ挙げるとすれば…………『弟子』、ですかね？」



「「でしぃ？」」

「ええ。それも『内弟子』を取ったことだと思います」

　胡う散さん臭くさそうな表情の二人に、俺は詳しく説明する。

「俺が一緒に暮らしてる弟子は九歳の女の子なんですけど、やっぱり小学生がいると早寝早起きは意識しますよね？　それに食べ物もコンビニ弁当ってわけにはいかないから食生活も改善されるし。おかげでこっちも体調が良くなっちゃって」


「「ほほぅ……？」」



　興味なさそうだった二人の目に輝きが灯る。

「おまけにうちの弟子って、小学生なのに家事がすごく得意なんですよ！　作る料理は何でも美味おいしいし、弁当も持たせてくれるし、最近は特製のお茶と手づくりのお菓子も持たせてくれるし、生活費の管理も完璧にこなしてくれるから俺は対局だけに集中できるようになったし、それに──」

「竜王サン竜王サン」

「ん？　何です供御飯さん？」

「そらもう弟子やおざらん。妻や。幼おさな妻づまや」

　……妻ぁ？

「そんでも確かに納得どす。なるほど、好調の原因は小学生の幼妻やったとは……」

「あー、そういや棋士って『新婚ブースト』があるっていうもんなー」

「し、新婚ブースト？　何ですそれ？」

「自由業で生活が不規則な若手棋士が、家庭を持つことで規則正しい生活と家族に対する責任感を手に入れて一時的に勝率が急激に上昇する……それが『新婚ブースト』どす！　竜王サンの好調の原因はまさしくそれや!!」

　ビシィ!!　とこっちに指を突きつけて供御飯さんが断言する。

　月夜見坂さんはガタッ!!　と立ち上がり、

「じゃあオレたちも結婚すれば……!?」

「それやッ!!」

　あ、嫌な予感。

　急に元気になった月夜見坂さんと供御飯さんは、立ち尽くす俺の手を片方ずつ取って同時にこう叫んだ。

「「結婚してっ!!」」

　やっぱりいいいいいい！

「ど、どうして俺なんですか!?」

「ちょうどいたし」「チョロそうやし」

　やっぱりいいいいいい！

　雑なプロポーズに動揺していると──

　二人は急に顔色を変え、俺からパッと離れて部屋の隅まで後ずさる。

「ま、まーでも竜王サンには、もうお相手がおざるしなぁ？」

「そ、そだな！　超お似合いの相手がいるし！　お、オレらは他を当たるか！」

「いやだから小学生とはそういう関係じゃなくて──」

「違う違う。銀ぎん子こだよ」

「はぁあああ……？」

　どうしてここで姉弟子の名前が出る？

「よ、よく考えたら竜王サンがタイトル獲れたのも、一人暮らしを始めたからやしー」

「ひ……一人暮らしをするには広い部屋だしなー。しかも部屋探しは銀子も一緒だったていうし。お、お似合いだよなー？」

「ちょっとちょっとちょっと！　それってつまり、俺と姉弟子が、ど……同棲どうせいしてたって言いたいんですか!?　それで俺が竜王になれたと!?　冗談じゃないっすよ!!」

　俺は猛烈な勢いで抗議した。

「そもそもね、あいと姉弟子の家事スキルなんて比べものになりませんから！　姉弟子の作る料理なんて消し炭ですよ消し炭！　おまけにあの人、俺が『たまには洗濯くらいしてください』って言ったら洗濯機に台所洗剤注そそいでドヤ顔してるんですよ!?」

「け……けどよ!?　ほら、銀子ってかわいいじゃん!?」

「せ、せやせや！　最近は色っぽくなってきはったし！　あんだけええ嫁サンも他におざらんと思うよ!?」

「ハッ！　小学生にすら『ツルツル』とか言われちゃうほどツルツルペッタンコな姉弟子に色気なんてありませんよ。あの人にあるのはね、色気じゃなくて殺気さっきです。殺気」


「「…………」」



　月夜見坂さんと供御飯さんは抱き合ってガタガタと震えている。

　二人の視線は────俺ではなく、その背後に向けられていた。な、何だ……？

　その時。

「ッ……!?」


　俺の首筋を、ヒュゥゥ……と、冷たい空気が通り過ぎる。これは────殺気!?



　そこで俺は、ふと思い出した。

　なぜ自分がこの棋士室を訪れたのかを。

　俺は誰と待ち合わせていたのかを。


「…………」



　ガタガタと震えながら振り返る。

「……悪かったわね。色気の無い、殺気まみれのツルツルで……」


　そこにいたのは…………銀色の………………。









著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　一番書きたいテーマだっただけに、なかなか理想通り書けずに苦労した３巻です。理想通りの作品になったかはわかりませんが、今までで一番好きな作品にはなりました。何かを感じていただけたら嬉しいです！




イラスト

しらび

　３巻の原稿を読んだ時に思わずほろっときてしまいました。

　イラストが少しでも白鳥先生の文章の手助けをできていればいいなと思える１冊です。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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